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　　　第二二話　元・《魔ま王おう》様、めんどくさい奴やつとまたまた再会する







　ラーヴィル魔ま導どう帝てい国こく最さい南なん端たん。

　ラストコードと呼こ称しようされるこの地方には、複数の秘境が存在する。

　そのおおよそは多くの衆人に認にん知ちされ、一種の観光スポットとして扱あつかわれているのだが……例外が一カ所。

　幻げん影えいの森。近づく者は誰だれもが森に飲まれて死ぬと恐おそれられし、秘境中の秘境である。

　その中心部には巨きよ大だいな遺い跡せき型ダンジョンが存在しており、冒ぼう険けん者を今か今かと待ち受けていた。

　さりとて。このダンジョンが己おのれの役割を果たすことはここ数千年なく。

　もはや誰もが、幻影の森に存在するダンジョンのことを忘れ去っていた。

　ゆえに──

「ふぅ～。やっぱ外の空気は美お味いしいのだわっ！」

　忘ぼう却きやくされし秘境のダンジョンから出てきた一人の少女は、まさしく謎なぞめいた存在と言えるだろう。

　種族はヒューマン。歳としの頃ころは一五。されどその童顔と体型ゆえ、三つほど下に見られてもおかしくない。

　勝ち気な顔立ちはそのじゃじゃ馬振ぶりを悠ゆう然ぜんと物語っており……実際、少女の性格には彼さえも手を焼いたものだった。

「はぁ。さっさと村へ行って、湯でも浴びたいわね。さすがに長い時間、こもり過ぎたのだわ」

　己の長い紅あか髪がみを手に取って見やる。それから全身を見回す。

　髪だけでなく、装着している真しん紅くの革かわ鎧よろいもまた相応に汚よごれが目立つ。

「やっぱ、三年もこもったのはやりすぎだったかしら？　でも、これで──」

　一いつ旦たん言葉を切ると、彼女は強気な満面にたっぷりと自信を浮うかべ。

　その右掌てのひらを、天へと掲かかげた。

「デミス＝アルギスッ！」

　叫さけぶと同時に、それへ応こたえるかの如ごとく周辺の空間が鳴動し……

　数すう瞬しゆん後、雷らい鳴めいに似た音おん響きようと閃せん光こうを伴ともなって、彼女の手元へ一振りの大たい剣けんが顕けん現げんした。

「こいつも大分使いこなせるようになったのだわっ！」

　少女がうっとりとした目で見つめるその剣は、尋じん常じようのものではない。

　黄こ金がね色の巨大な刀身から放たれしは、見る者を圧あつ倒とうするほどの鬼き気き。

　その名を、デミス＝アルギス。

　世界三大聖剣に数えられし一振りであった。

　大きく、そして重いその大剣を、少女は矮わい軀くに見合わぬ腕わん力りよくで以もつて軽々と一振りして肩かたへ担かつぐと。

「これで！　アイツにも勝てるのだわっ！　そう──あの《魔王》とか呼ばれるようになって調子に乗り始めたヴァルヴァトスの馬ば鹿かをっ！　こてんぱんにできるっ！」

　少女の顔には歓かん喜きと興奮、期待感が満ちあふれていたが──

「それに。これでもう、誰も犠ぎ牲せいにしなくて済むのだわ。アタシが、皆みんなを守るから」

　顔が歪ゆがむ。されど、その悲ひ壮そうはすぐに持ち前の明るさ、前向きさに搔かき消され。

　それと同時に、少女の腹から「ぐぅ～～～」と盛せい大だいな虫の音が鳴り響ひびく。

「お腹なかもぺっこぺこだし！　飛ばしていくわよっ！」

　元気いっぱいに叫ぶと、少女は全速力で駆かけ出した。

　道中、幻影の森と呼ばれし秘境が彼女に牙きばを剝むくが、無む駄だであった。

「うらぁあああああああああああああああッ！」

　襲おそい来る魔物。森全体が見せてくる幻影の数々。それら全すべてを真正面からねじ伏ふせて突つき進むさまは、まさしく脳筋の極きわみ。

　古代より存続せし貴重な森林をなぎ倒たおし、破は壊かいしながら進んで行く少女。

　その名は、シルフィー・メルヘヴン。

　またの名を──激動の勇者。

　かつて《勇者》・リディアが率いし軍勢の、主要を務めた戦士の一人である。

　そんな彼女は森を一直線にブチ壊こわしながら猛もう進しんし、恐るべき速さで大地を駆け抜ぬけ、通りすがりの商隊キヤラバンの度ど肝ぎもを抜き、そのうち二人のカツラを疾しつ走そうの風圧で吹ふき飛ばした末に。

「な、なんじゃこりゃあ……!?」

　目的地へ到とう着ちやくすると同時。シルフィーは困こん惑わくの声を漏もらした。

　彼女が目指した場所は小規模の村、なのだが……

　向かった先にあったのは、巨大な都市だった。

　眩まばゆい陽光に照らされし大通りを、種族問わず大勢の者達が行き来する。活気に溢あふれたその光景は、シルフィーが数年前に見収めたそれとはあまりにも食い違ちがうものだ。

「す、数年たらずで、こんなにも変わるものかしら？　村の皆、ものすごく努力したのね」

　白い肌はだに汗あせを流しながら、シルフィーはそう結論づけたのだが。

「はっはっは。的外れな結論に行き着きやすいその思考回路。全く以て変わりなく、まことに安心といったところか」

　シルフィーのすぐ横から、楽しげな声が飛んでくる。

　男のものとも女のものともとれるその美声を受け、シルフィーは目線を横へ向けた。

　果たして、そこには奇き妙みような風ふう貌ぼうの誰かが立っていた。

　男にしては平均より少し上。女にしては長身な背せ丈たけ。細身な肉体を、燕えん尾び服ふくじみた衣い装しようで包んでいる。

　髪色は艶つややかな黒。サラリとしたそれは、膝ひざに届くほど長い。

　これだけならばそこまでおかしな格好でもないのだが……その顔に装着された独特過ぎるデザインの仮面が、さまざまな意味で彼または彼女の印象を決定付けている。

　即すなわち、頭のおかしい奇き人じんである、と。

　されど道行く人々は誰もその存在を奇妙に思っていないのか、一いち瞥べつさえしない。不思議と、シルフィーもまた同じような感覚であった。まるで認識を操あやつられているような……

「さておき。長き鍛たん錬れん、まことにご苦労でありましたなぁ。さしもの吾わたしも、流石さすがに数千年もの長き時を鍛錬に費ついやすとは予想外の極み」

「えっ」

　仮面の某なにがしについて気になることはあったが、しかし、その口から出た発言が全ての興味を引っ張った。

「す、数千年？　ど、どういうこと？」

「おやおや？　知っていてなお幻影の森へ向かわれたのでは？　あそこにあるダンジョンは極めて《魔素》濃のう度どが高く、ゆえに魔物の質も良い。まさしく武む者しや修しゆ行ぎようにうってつけであるが……反面、時の流れが外部と大きく異なるといったデメリットがある。まさか、これを知らずダンジョンへこもったとでも？」

「えっ。い、いや、それは、その……も、勿もち論ろん、知ってたのだわっ！　あ～、数千年振りの空気は美味しいわねぇ～～～～～！」

　完全にデタラメだが、仮面の某はくつくつと笑うのみで、追つい及きゆうはしなかった。

　そんな彼または彼女に、シルフィーは疑ぎ問もん符ふを浮かべる。

（コイツ、どっかで会ったような……いや、むしろかなり親しい間あいだ柄がらだったような……）

　やはり何か奇妙だ。しかし深く追及する気になれない。なぜだかは、わからないが。

　ともあれ。今はこの仮面の某よりも気になることがある。

「数千年経たったってことは……世界も、大きく変わったのよね？」

「然しかり然り。吾としてはつまらぬ世になり申したよ」

「……ヴァルヴァトスの馬鹿は、生きてるの？」

　問うた瞬間、仮面の奥にある某の顔が、笑えみに歪んだような気がした。

　そして、

「いいや。あの男は既すでに死んでいる」

　紡つむぎ出された言葉は、まさに衝しよう撃げきの一言。

「し、死んだ!?　あの《魔王》が!?」

「まぁ、驚おどろかれるのも無理からぬことよ。かの《魔王》陛下が追い詰つめられた末に自じ刃じんするなど、吾とて想定外であったわ。しかし……確かに、かの《魔王》は死んだ。が、彼の魂たましいはこの世に在ある。嗚あ々あ、とてもとても素す晴ばらしい」

　うっとりした口調の彼または彼女に、シルフィーはことの顚てん末まつを問うた。

「ア、アタシがいない間に、なにがあったの……!?」

　すると。仮面の某は愉ゆ快かいげに身振り手振りしながら、言葉を紡ぎ出す。

「暴走だよ。あまりの強大さゆえ《魔王》と呼ばれるようになった男は、ある日暴走したのさ。いやはや、人の心に永遠などないというのは吾の信条の一つであるが、これまさに真理であったなぁ。かの《魔王》陛下はある日乱心し、圧政を敷しくようになったのだ。それはまるで、貴公等がかつて殲せん滅めつせんとした《外なる者達アウター・ワン》……この時代においては《邪じや神しん》と呼ばれし者共の如く」

　仮面の某は踊おどるように体を回しながら、歌うように言葉を放ち続けた。

「なにゆえそうなったか？　それは誰にもわからぬ。まさしく彼のみぞ知る、というやつだ。ともあれ判然としていることは三つ。あの男がまるで《邪神》に取って代わるかの如く動き出したこと。それにより反乱が起こり、世が混迷に至った末、《魔王》が自刃にまで追い込まれたこと。そして──かの《魔王》は現代に転生し、再び世界を混こん沌とんへと陥おとしいれようとしている」

　シルフィーはさっきから目を見開いたまま、一言も発することなく固まっていた。

　それに反して、仮面の某の舌は回る回る。

「転生体には既に目星がついている。アード・メテオールがそうであると吾は踏ふんでいるよ。根こん拠きよはただ一つ。今より半月ほど前に起きた《魔族》による王都襲しゆう撃げきと、伝説の白はく龍りゆうによる少女誘ゆう拐かい。アード・メテオールはそれらを、まとめて片付けてしまった。膨ぼう大だいな《魔族》を掃そう除じし、その協力者へと成り下がった白龍・エルザードを打だ倒とう。果たして彼は王都を救い、美しき娘むすめを救い、英えい雄ゆうへと至るのであった」

　ここまで語ると、仮面の某は「ふふん」と鼻で笑い、

「まさにつまらぬ三文芝しば居いじゃあないか。善良を装よそおい、英雄譚たんを築き上げ、その末に世界を手中に収めようとしているのだ、あの男は。そう、前世と同じように」

　そして、仮面の某はジッとシルフィーを見み据すえ、真しん剣けんな声こわ音ねで問うた。

「激動の勇者よ、貴公はこれを見過ごすのかね？　暴ぼう虐ぎやくなる《魔ま王おう》の再来。罪なき民たみの悲鳴。そして、地じ獄ごくのような闘とう争そう。このままでは、再び世界は混沌へと導かれてしまう！　あの男に！　アード・メテオールと名を変えた、《魔王》・ヴァルヴァトスに！」

「そ、そんなの……！」

「もはや貴公しかいないのだ！　あの恐おそろしい恐ろしい《魔王》を止められるのは！　だから！　激動の勇者よ！　今こそ貴公の力を振るってほしい！　修行の末に得た力を存分に振るい、おぞましき《魔王》の野望を打ち砕くだいてくれ！」

「そんなのッ！」

　シルフィーは叫んだ。仮面の某に向かって、灼しやく熱ねつ色の髪を振り乱しながら。

　彼女は仮面の某が発した言葉の数々を──

「そんなのッ！　当たり前のことだわッ！　《魔王》はこのアタシが倒すッ！」

　言葉の数々を、馬鹿正直に、完全完かん璧ぺきに、信じ込んでいた。

「あの野や郎ろう！　やっぱりやらかしやがったわね！　前々からアイツは危険だと思ってたのだわッ！　なのに皆、アタシの話に聞く耳持たなくて……！　リディー姐ねえさんまでアイツの肩持つんだもの！　アレだってきっと、アイツが姐さんを洗脳したに違いないわッ！」

　拳こぶしを握にぎり締しめ、怒ど気きを放つと、シルフィーは仮面の某へ鋭するどい視線を向ける。

「どこッ!?　あの馬鹿野郎は今！　どこにいやがるのだわッ!?」

「王都ディサイアス。その中心に建てられし学び舎や、ラーヴィル国立魔法学園に籍せきを置いているよ。この街より南へまっすぐ進めば着くだろう。貴公の足ならば二日とかかるまい」

「ディサイアスの魔法学園ねッ！　よぉ～～し！　待ってやがれだわ、《魔王》ッッ！」

　力強く叫さけぶと、シルフィーは全力全開で地面を蹴けり飛ばし、舗ほ装そうされた道を盛大にブチ壊しながら駆け出した。その姿はまさに人型の天災である。

　みるみるうちに街から離はなれていき、小さくなっていく彼女の姿を見つめながら。

　仮面の某は、ひっそりと呟つぶやいた。

「かくして、道化は壇だん上じようへと上がり、再び彼の物語が幕を開ける。フフ……踊れ踊れ、シルフィー・メルヘヴン。貴公の役割を果たし、そして、吾を楽しませておくれ」

　楽しげに。嬉うれしげに。懐なつかしげに。

　震ふるえる総身は、やがて、まるで光の中に溶とける闇やみの如ごとく搔き消えていった。




　　　◇◆◇




　ここ最近、どうにも同じ台詞せりふばかり紡いでいるような気がしてならない。

　まるで永遠に続くメトロノーム。止めたくても止められぬその旋せん律りつは、このアード・メテオールの人生に深く深く結び付き、捨てることのできぬものになってしまっている。

　ゆえに──俺は再び、この台詞を紡ぐことにしよう。

「どうしてこうなった？」

　我が目前にて広がる光景は、まさしく想定外であり、微み塵じんも望んでおらん状じよう況きよう。

　即ち。

「す、すげぇ……！　さすが龍殺しドラゴンスレイヤーのアード・メテオールだぜ……！」

「あ、あのハルケイン教官を一発でのしちまいやがった！」

　称しよう賛さんする学友達。泡あわ吹ふいて倒れ伏せているハゲ頭の男。

「ふふん！　あたしのアードなら、この程度よゆーよ！　よゆー！」

　得意げな顔で大きな胸を張るイリーナ。とりあえず可愛かわいい。

「貴女あなたのじゃないでしょ！　ミス・イリーナ！」

　むすっとした顔をして、頭に生えた羽をピコピコ揺ゆらすジニー。

　そして。

「いやぁ、凄すごいなぁ～？　ハルケインはわたしの教え子の中でも優ゆう秀しゆうな方だが、それを一発だなんてなぁ～？　まるであの馬ば鹿か弟みたいだなぁ～？　ア・ー・ド・くん？」

　満面に素敵過ぎる最悪な笑顔を浮うかべた、かつての我が姉貴分、オリヴィア。

　なにゆえこのような事態になったのか。

　時は数分前に遡さかのぼる。

　俺が現世において身を置く学び舎、ラーヴィル魔法学園には他ほかの学園と同様、定期試験というものがある。春夏秋冬、季節の変わり目に行われるこの試験には筆記と実技の二種があり、昨日は筆記を、本日は実技を行う運びであった。

　俺としては普ふ通つうに、まこと普通に、目立つことなく試験をクリアするつもりだったのだが……件くだんの《魔ま族ぞく》および白龍・エルザードによる事件を解決したことにより、俺は望まぬ栄えい誉よを受け、多くの者から様々な意味で注目されるようになった。

　平民の生徒からは良い意味で。貴族の生徒からは悪い意味で。

　一方、教官からはというと、これまた様々。敬意もあれば、敵意もあった。

　中でもハルケインとかいうハゲ頭の男は、俺のことを「オリヴィアの寵ちよう愛あいを受けし、小生意気な生徒」とみなしたらしい。その結果。

「アード・メテオール、君の実技試験……模も擬ぎ戦の相手は、このハルケインが務めよう」

　この男、頭とう髪はつこそ皆かい無むだが、その戦力は学園でもトップクラスと噂うわさの猛も者さであった。

　なんでも女王直属の魔導兵団に身を置いていたこともあるとかで、そんな怪かい物ぶつ的教官と俺の対決に、大勢の注目が集まったわけだが……

　まぁ、ここまでは望むところであった。

　このハルケインは確かに強い。俺が負けてもそこまで違い和わ感かんがない程度には。

　ゆえに芝居を打とうと決めたのだった。

　オリヴィアにバレぬよう接戦を演じ、その末に惜せき敗はいする。こうすれば「アードも実はこんなもんか」といった、いい感じの低評価を受けることができるだろう。

　先の一件で上がりすぎた己おのれの評価を望んだ形へと下げ、普通の村人へと印象を戻もどすため。

　俺は誠心誠意、接戦を演じようとした。

　具体的には、此こ度たびの模擬戦、まず先手を取り、あえて相手にこちらの魔法を搔かき消させる予定だった。それを皮切りに、惜敗へ繫つなげる演技の数々を打つ。

　……そのつもりだったのだが。

「さぁ、行くぞアード・メテオ──」

　言葉の途と中ちゆう、俺は二割ほどの力を込こめて《フレア》を放った。

　下級の火属性魔法である。この程度なら、ハルケインはなんなく防ぐだろう。そして土つち煙けむりが立ちこめる中、奴やつはこう言うのだ。「ずいぶんと不ぶ躾しつけじゃあないか」、と。

　そんなふうに強者のオーラを纏まとうハルケインに、俺は「くっ」とか言ってプレッシャーを感じているような振りをする。

　……といった展開を、望んでいたのだが。

「ぐわぁあああああああああああッ!?」

　ハルケインは俺が放った火球を防ぐことができず、ド派手に吹ふっ飛んでしまった。

　……なにをしてるんだお前は。

　あの程度の魔法も止められないとは、予想外もいいところだ。そのせいで、

「う、噓うそだろ……!?　あの、ハルケイン教官を……!?」

「なんて威い力りよくの《メガ・フレア》だ……！」

　こういうことになる。

　ていうか、今のは《メガ・フレア》じゃない。ただの《フレア》だ。

　……ともあれ。

「さぁ～て、あたしも気張らないとね！　あたしのアードと同じぐらい、皆みなのド肝ぎもを抜ぬいてあげるんだからっ！」

「もう貴女、わざとでしょっ!?　私に喧けん嘩か売ってますよね!?　ミス・イリーナ！」

「ところでアード君。今夜あたり我が家に来ないか？　存分にもてなしてやるぞ？」

　もう一度、言わせてもらおう。

　どうしてこうなった？




　さて。不安の朝と騒そう乱らんの昼を乗り越こえた末に、俺はようやっと平へい穏おんなる放課後を迎むかえることができた。

　オレンジ色に染まりつつある空の下、寮りようへと帰る俺の隣となりには、

「さすがアード君ですね！　全科目一〇〇点満点中一二〇点だなんて！」

　こちらの腕うでを組み、大きな胸をこれでもかと押し付けながら、魅み惑わく的な微び笑しようを浮かべたジニー。我が隣に立つは、彼女のみである。

　普ふ段だんならばここにイリーナも加え、まさに両手に華はなといった状態で帰路につくのだが。

　本日の実技試験にて、我等がイリーナちゃんはメチャクチャ頑がん張ばった。

　メチャクチャ頑張った結果、校舎の一部を崩ほう壊かいさせた。

　ゆえにオリヴィアに大目玉を食らい、現在学園に居残って修復作業の真っ最中である。

　友人にして保護者的な立ち位置である俺からしてみれば……かなり不安だ。

　彼女を放ほうって帰宅するなど、許されるだろうか。

　今からでも引き返すべきか、そう悩なやんでいると。

「アード君。ミス・イリーナのことを考えてますね？」

　どこか拗すねたような調子で、ジニーが唇くちびるを尖とがらせた。

「そうですね。彼女は狙ねらわれている立場。ゆえに心配にもなろうというものです」

「……それは、友人として？」

「えぇ、もちろん」

「ふぅ～ん……」

　なんだか納なつ得とくのいかぬような顔であった。ジニーはそのままの表情で言葉を紡つむぐ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。オリヴィア様が付いてますし」

「まぁ、それもそうですが」

「……私と一いつ緒しよのときは、他の女のことなんて考えないで、とは言わないけれど。ミス・イリーナのこととなると話は別なのよね」

　小さな声で何やら呟くジニー。よくわからんが、これ以上この話題を続けるのはよくないように思える。彼女の機き嫌げんが際限なく悪化していくだろう。

　だから俺は、この件に関して口を閉とざすことにした。

　せっかくの平穏な時間だ。心安らかに、友人とのひとときを楽しみたいのである。

「そういえば、ジニーさん。本日の手作り弁当は素す晴ばらしい出で来き映ばえでしたね」

「えっ！　そ、そうですか!?」

「はい。本当に美味なものばかりでした。毎日味わってみたいとワガママを言いたくなるほどに」

「まかせてください！　全然オッケーですよ！　毎日作っちゃいますから！　お弁当！」

　先さき程ほどとは打って変わり、嬉しそうに頰ほおを緩ゆるませながら、頭の羽をピコピコ動かすジニー。

　うむ、やはりこの娘むすめは笑っている姿が一番好ましい。

　本日の放課後は、彼女と料理の手習いでもしようか。前世である程度は料理道を究きわめた俺だが、まだまだ学ぶべきことはある。

　イリーナちゃんもそこに加えれば……うん、なんだか楽しみになってきたぞ。

　できることなら、このまま平穏な時間を堪たん能のうしたいものだな。面めん倒どう事など永遠に起こることなく、イリーナやジニーを始めとした友人達と、平穏無事で楽しい時を──

「アード・メテオオオオオオルッ！　アード・メテオールはどこだぁあああああああ!?」

　楽しい、時、を──

「出てくるのだわぁああああああああ！　この卑ひ怯きよう者ぉおおおおおおおおお！　コソコソしてんじゃねぇのだわ、臆おく病びよう者ものめぇえええええええええええええええッ！」

　……校門付近から轟とどろく不快な大音量が、俺の心を暗あん澹たんへと導きやがった。

　ていうかこの声、聞き覚えがあるのだが。

　もう、色んな意味で会いたくない奴のそれにそっくりなんだが。

　チラ、と校門の方を見ると……果たしてそこには、前世にて俺の頭を悩ませた馬鹿の一人が、鬼おにのような形相で立っていたのだった。

　シルフィー・メルヘヴン。なにゆえあいつがここにいる？

　ていうか、今までどこをほっつき歩いていたのだ？　ある日、「アンタをブッ倒たおすまで軍を抜けるのだわ！」とか馬鹿なことを言って姿を消したきり、全然戻らなくなったんだよな。どこぞでのたれ死んだのだろうと考えていたのだが、まさか生きていたとは。

　ハッキリ言って、奴は厄やつ介かいという言葉を体現するような存在である。ゆえに絶対関かかわりたくないので、さっさと帰ろう──と、そう思った瞬しゆん間かんだった。

「そこのアンタッ！　アード・メテオールはどこにいるのッ!?」

　目が合ってしまったからか、こちらへと詰つめ寄ってくる。

　そんなシルフィーをジニーが不快に思ったのか。

「なんですか、貴女あなた。アード君になんの用ですか」

「決まってるのだわ！　アード・メテオールをぶちのめしに来たのよッ！」

「は？　なに言ってんですか貴女。そんなの無理に決まってるでしょ。ねぇ、ア──」

　こちらを向き、俺の名を呼ぼうとしたジニーの口を、慌あわてて塞ふさぐ。

　……よかった。シルフィーは俺＝アードだと気付いていないようだ。

　さすがシルフィー。相も変わらず察しが悪い。あの頃ころと同様、馬鹿のまんまだ。

「ア、アード君ならば、まだ校舎にいると思いますよ？　彼は有名人ですから、いつも遅おそくまで学友達が拘こう束そくするのですよ。本日もまた友人達と談だん笑しように興じているのではないかと」

「校舎の中ねッ！　よぉ～～～し！　待ってやがれだわ！　アード・メテオールッ！」

　叫さけんだ後、馬鹿が猪いのししの如ごとく馬鹿馬鹿しい速度で馬鹿げた疾しつ走そうを見せる。

　騙だまされてくれたようで何より。

「さぁ、帰りましょうか、ジニーさん」

「あ、あの子のこと、放置していいんですか？」

「……ジニーさん。私にもね、やりたくないことの一つや二つはあるのですよ」

　そう返して、歩みを再開した直後。

「アード・メテオォオオオオオオオルッ！　いざ勝負だわぁあああああああッ！」

「ひぃいいいいいい!?　ぼ、ぼくはアード君じゃありませぇええええええん!?」

「問答無用だわぁああああああああああああ！」

「なっ、き、貴様、シルフィーか!?　ちょっ、待て！　やめろ！　こんなところでそんな大おお技わざを放ったら──」

　ズゴォオオオオオオン！

　凄すさまじい轟ごう音おんが背後から轟いたが、気にしない。

　オリヴィアよ、悪いが前世の頃と同様、その馬ば鹿かの面倒を頼たのんだぞ。

　そしてできれば、俺にとって都合のいい感じに処理してくれ。

　具体的には……その馬鹿をどっか別の場所へ誘ゆう導どうしてくれ。マジでお願いします。




　……翌日。

　さんさんと降り注ぐ陽光が、本日も気持ちのいい目覚めを運んできてくれた。

　今日こそは平穏無事に一日が終わるといいな。

　そんな願いを抱いだきながら登校したのだが。

　……やはり、大いなる意思は俺に艱かん難なん辛しん苦くを与あたえたがっているようだ。

　教室内に入り、着席してからしばらくして。室内にオリヴィアが入ってきた。

　その美び貌ぼうには明らかな疲つかれと、苛いら立だちが宿っており、

「不本意ながら。全く以もつて、心の底から不本意ながら。……転入生を紹しよう介かいする」

　入れ。と、オリヴィアの乱暴な声を受けて、教室のドアが勢いよく開いた。

　果たして、室内へとやってきた転入生とは──

「アァァァァアドッ！　メェェェテウォオオオオオルはッ！　どぉぉぉぉこぉぉぉぉだぁあああああああああああああああああああッッ！」

　見まごうことなき馬鹿。

　シルフィー・メルヘヴンその人であった。

　よし。

　まだ早い時間だが、今日も一発やっておこう。

　せ～の。




　どぉおおおおおおおしてこうなったああああああああああああああああああッッッ!?










　　　第二三話　元・《魔ま王おう》様、馬鹿に苦労する







　ざわめく教室の中、シルフィーは壇だん上じようを前にして、室内全体を見回している。

　その目は異様に血走り、まるで親の仇かたきでも探しているかのような有様であった。

「……おい馬鹿、もといシルフィー。さっさと自己紹介をしろ。さもなくば昨夜と同じ目に遭あわせるぞ」

　オリヴィアの冷然とした声と眼まな差ざしを受けて、シルフィーがビクリと体を震ふるわせた。

　昨夜なにがあったかは知らんが、よほどの大目玉を食らったようだ。

　彼女はオリヴィアにビビりながらも、平静を装よそおった調子で紅あか髪がみをファサッとなびかせ、

「アタシはシルフィー・メルヘヴン！　学園生活なんて初めてだから緊きん張ちようしてるけれど！　とりあえずよろしくお願いするのだわッ！」

　お前のどこに緊張感があるというのか。

「えっ。シルフィー・メルヘヴン……？」

「激動の勇者と同どう姓せい同名、だよな？」

「確かシルフィーって、《邪じや神しん》との戦いの最中、行ゆく方え不明になったんだっけ？」

「時季外れの転校生……紅い髪……同姓同名……ま、まさか……!?」

「いや、ありえんだろ。ただの偶ぐう然ぜんだって。そもそもシルフィーは巨きよ乳にゆうの美人だろ？」

「文ぶん献けんによって伝わる姿は違ちがうけど……まぁ、あんなちんちくりんじゃねーわな」

　……正確な歴史が後世に残ることがないのと同様、当時の人物の実態もまた、正確に伝わることはほとんど皆かい無むである。

　シルフィーは現代において、普ふ段だんは思し慮りよ深い女め神がみのような存在だが戦いくさとなれば別人のように苛か烈れつな人格となる戦いくさ乙女おとめ……などという実体とはあまりにも食い違った人物像が伝わっている。一体誰だれだ。そんなデタラメを流した奴やつは。

　あの娘むすめの頭に思慮という言葉はなく、脳のう味み噌そは完全なる飾かざりである。

　即すなわち、シルフィー・メルヘヴンはワールドレコードクラスの馬鹿なのだ。

　で、そんな馬鹿は再び威い嚇かくするような仕草で室内を睨ねめ回し、

「挨あい拶さつは終わったのだわ！　さぁオリヴィア！　アード・メテオールを出しなさいっ！」

　この言葉に、全員の視線が俺へと集中した。

　さしもの馬鹿、もといシルフィーも、そうした生徒達の反応で俺＝アードであると悟さとったらしく……

「アンタがアード────ってぇ!?　ア、アンタ、昨日の!?　だ、騙しやがったわね、ゴラァアアアアアアアアアアアアアアアッッ！」

　怒ど声せいを放ちながら、こちらへと一直線に駆かけ寄ってくる。

　まさに猪ちよ突とつ猛もう進しんを絵に描かいたような疾走。そして急ブレーキ。大気の激動が彼女のスカートをめくり、純白の下着が露あらわとなるが、当人は気にしていない。俺も気にしない。

　シルフィーは顔を怒いかりで真っ赤に染めながら、こちらの胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「さすが《魔王》！　相も変わらず卑ひ劣れつなのだわッ！」

　……おい。いきなり何をぶっ込んでくれてるのだ、この馬鹿は。

「い、いや、ちょっと。待ってください。ま、《魔王》とはどういうことです？」

「しらばっくれても無む駄だよっ！　あんたが《魔王》・ヴァルヴァトスの転生体だってことは調べがついてるのだわっ！」

　……なんてこと言ってくれやがるのだ、こいつは。

　俺が必死こいて隠かくし通そうとしている真実を、こうもアッサリと……！

　目前の馬鹿に対する怒りが湧わき上がる。前世の頃であれば、「なに言ってんだ、このバカタレッ！」と怒ど鳴なりながらゲンコツを食らわせてやるところだが……それをやれば、こいつの言葉を肯こう定ていしたも同然である。だから我が慢まんだ。辛しん抱ぼうするんだ、俺。

　なぁに。こいつの寝ね言ごとなど誰も信じはしないさ。俺が《魔王》であるなどと、誰が──

「アード君が《魔王》様の転生体……!?　あ、ありえるかも……！」

　えっ。

「そういや、《魔王》様は崩ほう御ぎよされる直前、こんな言葉を残したんだよな。長き時の末、世が再び《魔族》によって乱れしとき、我は再び世に現れん、と」

　いや、全然残してないんだが。これっぽっちも覚えがないのだが、そんな台詞せりふ。

　ちなみに俺が死ぬ前に発した言葉は次の通り。

『《魔王》は寂さびしいから死ぬ。まさに寂死いであるな。はっはっは』

　個人的にはかなり上う手まいこと言った感じなのだが、いかがだろうか。

　……そんなことはさておいて。

「アード君が《魔王》様の生まれ変わり……！　その発想はありませんでした！　でも、よくよく考えたら自然ですね！　さすがアード君、惚ほれ直しちゃいました！」

　ジニーよ、何がさすがなのかこれっぽっちも理解できんぞ。

　……彼女を始め、室内に着席する生徒の約半数が俺＝《魔王》の転生体であると信じているようだった。そして、

「シルフィーよ、調べがついていると言ったが、そこのところ詳くわしく」

　厄介な我が姉貴分が、興きよう味み津しん々しんである。

　さりとて、シルフィーは頭に血が上っているからかオリヴィアのことなど目もくれず、俺に対して悪い意味で熱ねつ烈れつな視線を注ぎ、

「決けつ闘とうよッ！　アンタに決闘を申し込むのだわッ！　今回こそはギッタンギッタンにしてあげるから覚かく悟ごしなさいッ！」

　ビシィッ、とこちらを指差しながら、こんなことを言ってきた。

　さて、どうしたものか。とりあえず、決闘などするつもりはサラサラない。こいつは俺にとって数少ない「ムキになってしまう相手」である。そのため間違いなく、ボロが出る。

　俺＝《魔王》だと、オリヴィアにバレるわけにはいかんのだ。

　ゆえにどうにか、この話を上手い感じに流さねば……！

　そう悩なやんでいる最中のことだった。

「あんたねぇっ！　さっきから好き勝手言ってくれちゃって！　腹立たしいわっ！」

　ガタッと席を立ち、威嚇するワンコの如く白銀色の髪を逆立たせる超ちよう絶ぜつ美少女。

　そう、我等がイリーナちゃんである。堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたとばかりに目め尻じりを吊つり上げ、バックに怒りの炎ほのおを背負うイリーナちゃん、マジ凜り々りしい。

「アードの代わりに、あたしが決闘を受けてあげるわっ！」

　指を差し返すイリーナに、シルフィーは売り言葉に買い言葉……とはならなかった。

　それどころか、むしろ目を大きく見開き、ビックリしたような顔となる。

　……あぁ、そうか。こいつもやはり、イリーナにリディアの面おも影かげを見たか。

　無理からぬことだ。俺もまた、この娘と初めて相対した際は内心驚おどろいていた。

　……シルフィーにとって、《勇者》・リディアは師であり、母であり、姉である。

　そんな彼女は、リディアそっくりのイリーナを前にして、

「ア、アンタ、アード・メテオールの、なに？」

「お友達よっ！　ナンバー・ワンフレンドよっ！　あたしの上にあたし以上の友達はなく、あたしの下にはあたし以下の友達ばっかり！　そんな関係っ！」

　何が言いたいのかさっぱりわからんが、可愛かわいいからよしとする。

「そ、そうなの……ふぅ～ん……」

　どこか複雑そうな顔で口をもごつかせるシルフィー。さっきまでの威い勢せいが消えている。

　彼女はしばし、もじもじしながらイリーナを見つめ続けた。

　これをガン飛ばしてやがると勘かん違ちがいしたのか、イリーナちゃんは「ぐるるる！」と唸うなりながらシルフィーを睨にらむ。精せい一いつ杯ぱい怖こわい顔を作ろうと努力してるさまが非常に可愛らしい。

　そして数秒後。シルフィーが沈ちん黙もくを破った。

「ア、アンタ！　アタシの友達になるのだわっ！　そ、そしたら、アード・メテオールのことは見み逃のがしてやってもよくってよっ！」

　勇気を振ふり絞しぼっての告白、といったシルフィーの言葉を、我等がイリーナちゃんは、

「やだっ！　アードを敵視してる奴となんか、友達になりたくないっ！」

「だわわっ!?」

　腕うでを組み、ふん、と鼻を鳴らしてそっぽを向くイリーナ。

　全身を生まれたての子こ鹿じかみたく、プルプル震わせるシルフィー。

「う、うぅぅぅぅぅ……！」

　大きな瞳ひとみを涙なみだで潤うるませると、奴はなぜだか俺を睨み、

「おっ、おぼえてやがれだわ！　アード・メテオールッ！　うわぁああああああああん！」

　完全に無関係の俺へ恨うらみ節ぶしを残し、豪ごう快かいに走り去って行く。

「……シルフィー・メルヘヴン、無断欠席、と」

　ため息を吐つきながら出席簿ぼに羽ペンを走らせるオリヴィア。

　なんかもう、ものすごく疲つかれた。まだ朝だというのに。




　それから少しして。派手にドアをブチ破って走り去った馬ば鹿かが、おずおずと帰ってきた。
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　できればあのままどっか行ってほしかったのだが、ここ以外に行き先がないのだろう。

　そういうわけで、シルフィーという爆ばく弾だんを抱かかえての授業が始まりを迎むかえたのだった。

　動きやすい体操着へと着き替がえ、広々とした運動グラウンドへ移動。

　本日の一限目は剣けん術じゆつの鍛たん錬れんである。指導教官はオリヴィアだ。

　最初に素す振ぶりや型稽けい古こを行う。

　普段なら、この授業は俺にとって心安まる時間だ。特別オリヴィアに怪あやしまれるような要素もなく、淡たん々たんと時間が過ぎていく、というのがこの授業の常である。

　しかし……

「だわっ！　だわっ！　だわぁああああああああああああっ！」

　さっきから素振りの風圧でクラスメイトをコケさせまくってるこの馬鹿のせいで、安らぎの時間が緊張感溢あふれる修しゆ羅ら場ばと化している。どうしてこうなった。

「……おいシルフィー。少しは加減しろ。これでは授業にならん」

「これでも力を抜ぬいてる方だわ！　まったく！　この時代の連中は貧弱ね！」

　心なしか、オリヴィアの鉄仮面じみた顔にも疲ひ労ろうと緊張が浮うかんでいるように見える。

「すげぇな、あの転入生。もしかして、マジでシルフィーなんじゃね？」

「み、認めん。断じて認めんぞ。シルフィーたんはおしとやかで可愛い女の子だ。あんなのとは全然違う」

　残念ながら、そんなシルフィーはどこにもいない。

　馬鹿と野や蛮ばんが人型を成した存在。それこそがシルフィー・メルヘヴンである。

　そんな天災少女を交えての授業は、だいぶ騒そう々ぞうしいものではあったが……

　まぁ、想定よりも平和的であった。このまま無事に全すべてが終わってほしい。

　そう願った矢先。

「さて、組み打ち稽古に移るとしよう。まずはアード・メテオール。貴様は──」

　オリヴィアがその口元に、策士じみた微び笑しようを浮かべながら。

「シルフィー・メルヘヴンとやれ」

　とんでもないことを、のたまいやがった。

「上等ッ！　剣術はこの数年で一番上達した分野なのだわッ！」

　やる気満々なシルフィー。得意げにまな板のような胸を張る姿がなんとも憎にくたらしい。

「いや、ちょっ、お、お待ちください！　オリヴィア様！」

「あらら？　どうしたの、アード・メテオール？　もしかして、アタシとやるのが怖こわいのかしら？　そういえばアンタ、昔っからここぞというときに臆おく病びよう風かぜ吹ふかせてたわねっ！」

　こ、この野や郎ろう……！　い、いや、我慢だ。挑ちよう発はつに乗るな。

「オ、オリヴィア様。見たところによると、シルフィーさんに組み打ち稽古の必要はないかと。彼女の剣術の腕前は指導を受ける域ではありません。よって──」

「なぜそうもコイツとやるのを躊躇ためらうのだ？　ムキになってしまうからか？　そういえば、あの馬鹿弟は普段こそ冷静沈ちん着ちやくであったが、シルフィーが絡からむと常に熱くなっていたな」

　ニッコリ笑うオリヴィア。その表情が彼女の考えを物語っている。

　コイツ、俺が《魔ま王おう》であるか否いなか、シルフィーを使って見定める気か。

　ならば、なおさら組み打ち稽古などやりたくない。しかし……固辞するのもおかしな話だ。バレるのを恐おそれているからやりたくない。そのように取られてしまう。

　……こうなれば、仕方あるまい。

「わかりました。組み打ち稽古、謹つつしんでお受けいたします」

　全身全ぜん霊れいを尽つくし、負ける。あの馬鹿に、シルフィーに、負ける。

　……ふ、不安だ。前世でもこれほどの不安は感じたことがないぞ。

「やっちゃえアードっ！　そんな奴やつ、三秒でコテンパンよっ！」

「だわっ!?」

　イリーナの声せい援えんがシルフィーの心を抉えぐった。

　涙目となった彼女は完全に逆さか恨うらみモードに入ったらしく、

「ボッコボコにしてやるのだわぁああああああああああああッ！」

　絶ぜつ叫きようと共に、激げき烈れつな踏ふみ込みを見せる。

　音を置き去りにするような速度で肉にく迫はくするシルフィー。発生した風圧が彼ひ我がの髪かみを激しく揺ゆらめかせ──数すう瞬しゆん後、木ぼつ剣けん同士が激げき突とつし、周囲に衝しよう撃げき波はが広がる。

　一合、二合、三合。めまぐるしい攻こう防ぼう劇。

　俺とシルフィーが刀身を振るう度たび、大気が絶叫し大地が震しん撼かんする。

「す、すげぇ……!?」

「デタラメにもほどがあんだろ、あの二人……！」

　これはよろしくない。このままでは俺の評価が好まざるレベルへと上がってしまう。

　ゆえに、さっさと負けなければならんわけだが……

「どうしたの《魔王》ッ！　進化したアタシの剣技にビビってるのかしらっ!?」

　負けよう負けようと、そう思っているのだが。

　もし負けた場合。

『は？　アンタ、アタシに意見するの？　アタシより弱いくせに？』

　とか。

『ねぇ。お茶煎いれてくれないかしら？　は？　口答えするの？　アタシより弱いくせに？』

　とか。

　さんざん俺のことを見下しまくることは間違いなかろう。

　他ほかの誰だれに見下されてもいい。だが、この馬鹿にだけは絶対に嫌いやだ。

　人間、誰しも「こいつにだけは下に見られたくない」という相手がいると思う。

　俺にとって、シルフィーはまさにそれなのである。ゆえに。

「進化したかどうかは存じませんが──まだまだですね」

　シルフィーには突つきを放った後、体を僅わずかに左へ傾かたむける癖くせがある。それは僅かながらも体たい捌さばきを鈍にぶらせるもので……右サイドへ回り込むと、対応が遅おくれるのだ。

　成長はしたようだが、まだまだ癖は抜けていないようだな。

　そんなだから、ほら、簡単に胴どう打うちが決まる。

「うぁっ!?」

　腹を横よこ薙なぎに叩たたいてやると、シルフィーは小さな悲鳴を上げ、吹ふっ飛ぶ。

　それから彼女は、十歩分離はなれた場所で着地。加減はしたので大事はなかろう。

「……一本。アード・メテオールの勝ちとする」

　意外にも、オリヴィアの顔に笑えみはない。勝利したことが予想外であったのだろうか。

　ふむ。結果的に見ると、勝ったことが良い方へ転がったらしい。

　むしろ負けていたなら、「わざと負けたな」と詰つめ寄られていたかもしれない。

　なんにせよ、今回は俺にとって一番よい結末に──

「み、認めない……！　認めないのだわっ！　アタシは強くなった！　アンタよりも！　《魔王》よりも！　ずっとッ！」

　対面にて、シルフィーがムキになった様子で叫さけぶ。

　そして。

「デミス＝アルギスッ！」

　天へと掲かかげた右手を中心に、雷らい鳴めいの如ごとき閃せん光こうと轟ごう音おんが響ひびき渡わたる。

　次の瞬間、彼女の手中に一ひと振ふりの大たい剣けんが顕けん現げんした。

　黄こ金がね色の刀身と、豪ごう奢しやな装そう飾しよくを持つそれは……聖剣・デミス＝アルギス。

　三大聖剣の一つであり、かつて俺とリディアがシルフィーに託たくした力。

　それを奴は。

「アタシはまだッ！　負けてないのだわッッ！」

　激げき昂こうしながら構え──

「《ヴェル邪悪なる者よ》・《ステナ我が一刀のもとに》・《オ消ルえヴ去ィるデがィいスい》ッ！」

　超ちよう古代の言語によって紡つむがれた詠えい唱しよう。

　それは聖剣の力を解き放つためのキーワードであり──

「やめろッ！　その技わざをこんな場所で撃うつなッ！」

　オリヴィアの制止も虚むなしく、シルフィーはこちらへ向かって聖剣を振るう。

　刹せつ那な、虚こ空くうを滑すべりし黄金の刀身から、膨ぼう大だいなエネルギーの奔ほん流りゆうが放たれた。

　圧あつ倒とう的な。膨大な。比ひ肩けんすることのない。凄すさまじい破は壊かい力が殺さつ到とうする。

「くっ……！」

　さしもの俺も、これには本気を出さざるを得ない。

　超級防ぼう御ぎよ魔ま法ほう《アルテマ・ウォール》を無詠唱で発動。

　半はん透とう明めいな球体状の防ぼう壁へきが、俺の周囲に顕現する。

　数瞬後、奔流が防壁へと衝しよう突とつ。凄まじい圧力が全身にかかる。

　……あの馬鹿、最大火力で放ったな。

　前世の俺であれば止めきることは可能であるが、今の肉体では少々荷が重い。

　ゆえに奔流を受け止めつつ、新たに魔法を発動する。

　風属性の上級攻こう撃げき魔法《ギガ・ウインド》。魔力によって形成された気流は、同じく魔力による破壊のエネルギーへと干かん渉しようできる。

　強力な魔力風により、聖剣から放たれし破壊の奔流は横へと逸それ──

　今は誰も利用していない旧校舎へと激突。広こう範はん囲いを崩ほう壊かいさせ、消失した。

「なっ……！　い、一度受けきったからと言って、調子に乗るんじゃ──」

　再び大技を放たんと身構えるシルフィーであったが。

「そこまでだ。シルフィー・メルヘヴン」

　俺よりも遥はるか先に、オリヴィアが彼女の首元へ剣を突きつけていた。

　底冷えするような声を放った彼女の瞳ひとみには、確かな激情が宿っている。

「これ以上続けるというなら、わたしが貴様の首を落とすぞ」

「うっ……」

　さすがのシルフィーも今のオリヴィアには怖おじけ付いたらしく、素す直なおに剣を下げた。

　オリヴィアもまたシルフィーの首筋へ当てていた切っ先を落とし、

「……周りをよく見てみろ」

　言われた通りにするシルフィー。彼女の瞳に映る光景は、俺が見るそれと同じだろう。

　即すなわち。聖剣から放たれし奔流の波動にあてられ、地面に這はいつくばる生徒達の姿。

　かの聖剣・デミス＝アルギスが放つ破壊エネルギーは、一種の毒に近い。

　デミス＝アルギスは刀身から奔流を放つと同時に、毒の性質を持つ《魔ま素そ》を周囲へと拡散する。そうすることで、全方位の敵方を一いつ掃そうすることができるのだ。

　ゆえにかの聖剣は「殲せん滅めつの宝具」という別べつ称しようを持つ。

　どうやらシルフィーは無意識のうちに拡散する毒を最低レベルに抑おさえたようだが……

　高い魔法抵てい抗こう力を持つイリーナとジニーを除けば、生徒全員が体調を崩くずして倒たおれていた。

　そうした惨さん状じようを視し認にんしたシルフィーは、顔を真っ青にして。

「ア、アタシは、その……」

「……貴様はあの頃ころと何も変わっていない。力の扱あつかい方もわからん、愚おろかな子供のままだ」

　強い怒いかりを感じさせる声こわ音ね。

　あれでオリヴィアは、子供好きな一面がある。普ふ段だんこそ教え子達に対して距きよ離りを置いているように見えるが……実際のところ、教育者としての愛情は強い。

　そんな彼女の前で、子供達に危害を加えたのだ。

　いつものオリヴィアなら短く済ませる𠮟しつ責せきも、今回ばかりは別だった。

「あの二人がなにゆえ貴様のような輩やからにその剣を託したのか。まったく理解ができん。今の貴様を見て、リディアがどう思うか考えてみろ」

　この言葉がしゃくに障さわったのだろう。シルフィーはムッとした顔をして、

「な、なんでそこまで言われなきゃいけないの!?　もし死傷者が出たとしても霊れい体たいは残るんだから、復活の儀ぎ式しきをすればいいだけだわ！」

　こう言い放った。……まったく、こいつはまだ幼いままだな。

　仕方ない。正体がバレるやもしれんが、あの馬ば鹿かに少々灸きゆうを据すえてやろう。

　それがリディアから、シルフィーを託された者の務め──

　と、そう考えた矢先のことだった。

「口答えしてんじゃないわよ、このお馬鹿ッ！」

　俺よりも先に、イリーナが走り寄って──

「悪いことしたら、ごめんなさいでしょうがッ！」

　シルフィーの頭に、ゲンコツを落とした。

　ゴチン。盛せい大だいに鳴り響いた音と共に、シルフィーがたまらず膝ひざをつく。

　よほど痛かったのだろう。シルフィーの大きな瞳は涙なみだで濡ぬれていた。

　そんな彼女を見下ろすイリーナの細ほそ面おもてには、烈れつ火かの如き情が宿っている。だが、それは加害者に対する憎にくしみではなく……まるで、子を𠮟しかりつける親のそれだった。

「あんたが強いのはよくわかったわ！　でも、だからこそ！　その力で人様を傷付けちゃダメよ！　そんだけ強い力をなんのために使うべきなのか、しっかりと考えなさいッ！」

　この台詞せりふ。そして、イリーナとシルフィー両者の状じよう況きよう。

　それは前世の頃に、よく見た光景だった。

『てめぇ馬鹿野や郎ろう！　悪いことしたらごめんなさいだろうが！』

『で、でも姐ねえさん、アレはヴァルヴァトスの馬鹿が……』

『口答えすんじゃねぇッ！』

　……リディアはいつもシルフィーには甘かったが、本当に彼女が悪いときはゲンコツを食らわせて𠮟っていた。そして最後はいつだって。

『てめぇの馬鹿力はなんのためにある？　そいつをよく考えやがれ』

　こう言って締しめくくると、「しょうがねぇ奴やつだな」と微び笑しようして、シルフィーの頭を撫なでるのだ。

　今の、イリーナの如く。

　そんな彼女の言動に、シルフィーも過去を思い出したのか。

「う、うぅぅぅ……ご、ごめんなざぁぁぁぁい……！」

　顔をくしゃくしゃにして、大おお粒つぶの涙をこぼす。

　そんなシルフィーの頭を、イリーナは慈じ愛あいに満ちた顔で優やさしく撫で続けた。

　……シルフィー・メルヘヴンは、幼い頃からずっと、大切なものを失い続けてきた。

《魔族》に両親を殺されて孤こ児じとなった彼女は、リディアに拾われて軍に入った。

　そうすることで彼女は、多くの友と居場所を得たが……

　ようやく得た繫つながりも、戦いくさで失い続けた。

　だから、彼女は力に固こ執しつする。勝利に固執する。

　もう二度と、大切なものを失いたくないから。

　その強い情念が、いつだってシルフィーを間ま違ちがった方向へと導いてしまう。

　……あの頃は、リディアがそれを止めていた。シルフィーが間違えたとき、ゲンコツを落として正しい方向へと導いていた。

　それはもう、二度と叶かなわぬものだと、そう思っていたのだが。

　やはりイリーナは、素晴らしい人物だ。

　彼女がいてくれたなら、シルフィーは大だい丈じよう夫ぶだろう。

　……そう考えるのは、逃にげだろうか。

　あぁ、そうだ。その通りだ。俺は逃げている。

　されど、いずれ必ず、シルフィーには告げねばならぬ。




　この俺が、彼女からもっとも大切なものを、奪うばったのだと──
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　歩く天災ことシルフィー。さしもの彼女も先の一件が堪こたえたか、二限目以降の授業は非常に大人しく過ごしていた。……俺を監かん視しする眼まな差ざしは相変わらず鋭するどいものだったが。

　ともあれ、爆ばく弾だんを抱かかえての学園生活は、無事に昼休みまで辿たどり着いたのだった。

　それからすぐのこと。教室内に一人の女性が入ってくる。漆しつ黒こくの礼服を纏まとい、眼鏡をかけたその女性は、確か学園長の秘書であったか。

「アード君。イリーナさん。学園長がお呼びです。ついてきてください」

　断る理由もないので、俺達は彼女に従い、学園長室へと赴おもむいた。

　豪奢な調度品に彩いろどられた室内には、むっつり顔のオリヴィアと、

「おぉ二人とも。よう来てくれた。すまんのう、せっかくの昼休みに」

　好こう々こう爺や然とした老ろう齢れいの男。当学園の長たる、ゴルド伯はく爵しやくが着席していた。

「いえ、お気になさらず。……それで、今回はどういった御ご用よう命めいで？」

「うむ。単刀直入に行こう。一月後に我が校は学園祭を迎むかえる予定じゃが、これについては君も知っておろう？」

「えぇ、もちろん」

「楽しみよねっ！　学祭っ！」

　ニコニコしながら元気の良い言葉を出すイリーナちゃんに、ゴルドもまた笑え顔がおで頷うなずく。

「うむうむ。君達生徒からすれば、まさに祭りじゃからのう。とはいえ……学園祭にはの、ちゃんとした教育的狙ねらいというのもあるのじゃよ？」

　そう前置いてから、ゴルドは「ごほん」と咳せき払ばらいをして、

「学園祭では全学年の生徒達がなんらかの出し物を催もよおすわけじゃが、設備を始めとした物資の調達や客引きなど、あらゆる要素を自分達の力で行わねばならぬ。家の権力を行使することは厳禁。常に生徒達が持つ力だけで困難を突とつ破ぱする。そうした経験は、将来どのような職種を選せん択たくするにせよ貴重な財産となろう」

　異論の余地はない。全く以もつて正しい考えである。

　しかし──

「それ以外にもまぁ、色々と狙いがあるわけじゃが」

　悪戯いたずらがバレた小こ僧ぞうのように苦く笑しようしながら、ゴルドは頭を搔かいた。

「ぶっちゃけてしまうとの、学園祭という行事は魔法学園にとって、体ていのいい金かね儲もうけという考え方が強い。確かに教育にも最適ではあるのじゃが、やはりそれは建前に過ぎぬよ。どの学園も、学祭は金銭目的で行うものという認識じゃ」

「まぁ、それも無理からぬ話でしょう。我が校は国立ゆえ国からの援えん助じよ金などがありますが、他校はそうしたものがなく、ゆえに運営は常時火の車だと聞きます」

「うむ。しかし、それはこちらもさして変わらんよ。何せ我が校は他校とは違ちがい、学ばせる分野が多た岐きにわたるからのう。そのためどうしても、設備費用などがかさんでしまう。……それに加えて、我が校は先日、優ゆう秀しゆうな講師を一人失ってしもうた」

　優秀な講師というのは、ジェシカ嬢じようのことだろう。

　公こう爵しやく家の長女であり、弱じやつ冠かん一八にして学園講師となった才女……だったのだが。

　先日、《魔族》が引き起こした一件により、その存在は永遠に失われてしまった。

「……彼女のお家は、今どうなっておられるのですか？」

「てんやわんや、どころのさわぎではないのう。何せジェシカ嬢は次期当主とされておったからな。それが突とつ如じよとして消えてしまったわけじゃから」

　無関係だと言い切れる立場ではないので、なんとかしてやりたいところだが……

　難しいところである。

「まぁ、それはさておいて。ジェシカ嬢が抜ぬけた穴を埋うめるためにも、我が校は学園祭で大きく儲けたい。大人の汚きたない話に巻き込んでしまって申し訳ないのじゃが、二人に協力してもらえんかのう」

「……お話の内容によりますね。学園長はどういったプランをお考えで？」

「うむ。今年は客引き用の目玉イベントを二つ用意する予定でな。一つは剣けん王おう武ぶ闘とう会。これは毎年恒こう例れいのバトルイベントじゃが……参加に関しては強制せぬよ。こういった催しは、アード君の好むところではなかろう？」

「ご理解いただけて感謝の極きわみ。私が身に付けた力は衆人に見せびらかすものでなく、何者かを守るためのもの、ですので」

　噓うそはついてない。本心である。さりとて出たくない理由はもう一つ。さっきからむっつりした顔でこちらをジィ～ッと見ている我が姉貴分に、怪あやしまれたくないというのもある。

「で、じゃ。二つ目のイベントなんじゃがの、今年は演劇を開こうと思っておる」

「演劇、ですか。それは良きお考えですね。昨今、民衆の間では演劇が流行しているようですし、役者次し第だいではありますが客引き効果は高いかと」

「さすがアード君、時勢がようわかっておるのう。そういうわけで、君達のクラスに演劇をお願いしたいのじゃ。アード君、そしてイリーナ君。君達の名は先の一件で王都中に広がっておる。そんな二人が役者として演劇を行うとなれば、これ以上の宣伝効果はない」

「ふむ。イリーナさん、いかがいたしますか？」

「あたしはやってみたいわっ！　お芝しば居いなんて初めてのことだし、昔っから女優さんには憧あこがれがあったのっ！　だから舞ぶ台たいに上がれると思うともう……ワクワクしてくるわね！」

　女優になったイリーナちゃん、か。想像しただけで頰ほおが緩ゆるむ。きっとイリーナちゃんのことだ、その名演ぶりで瞬またたく間まに世界中を席せつ巻けんすることであろう。

　ウチの娘むすめはホント、優秀すぎて困る。

「了りよう解かいいたしました。それではこのアード・メテオール、不ふ肖しようではありますが、伯爵様にご協力させていただきたく存じます」

　たかだか演劇である。ここで目立ったところでオリヴィアに怪しまれることもなかろうし、民衆に畏い怖ふの念を抱いだかれ、孤こ独どくに落ちることもない。むしろ少々特別な立場にいた方が友人を作りやすいということを思えば、此こ度たびの案件は俺にとってプラスに働くであろう。

「うむ。舞台の脚きやく本ほんなどは君達が好きにしてくれてよいからな。ほっほっほ、こりゃあ学祭が楽しみになってきたのう」

　髭ひげを撫でながら快活に笑うゴルド。だが、その一方でオリヴィアはため息を吐ついて、

「そうだな。楽しみだな。……面めん倒どう事ごとがなければ、の話だが」

「面倒事、ですか？」

「あぁ。ゴルド、そろそろ例の話に移ってもいいか？」

「無論にございます、オリヴィア様」

　真しん剣けんな面おも持もちになりながら頷くと、ゴルドは執しつ務む机の引き出しを開けて、一枚の皮紙を取り出した。

「二人とも。ちょいと、これを見てくれんかの」

　彼の言葉に従って、机に近寄り、文面を確かく認にんする。

　記された内容は……要約すると、学園祭の開かい催さいを中止せねば酷ひどい目を見るぞ、といったもの。要するに脅きよう迫はく文書である。

「まぁ、こんなもんは毎年送られてくるもんじゃ。普ふ通つうのものであれば君等に見せることもない。……そう、普通のものであれば、な」

　頰ほお杖づえをつき、うんざりした顔のゴルド。彼の言う通り、この文書は普通ではない。

　この皮紙は、人間の皮を用いたもの。そして文面の最後に刻まれた、独特な形状の紋もん章しよう。

　これらの情報から、差出人は──

「《ラーズ・アル・グール》、ですか。この脅迫文書を寄よ越こしてきたのは」

《ラーズ・アル・グール》。それは《邪じや神しん》を主あるじと崇あがめし《魔ま族ぞく》達によって結成された、反社会的組織の通つう称しようである。

　奴やつ等らは俺が前世にて封ふう印いん、あるいは抹まつ殺さつした《邪神》達の復活を目もく論ろんで日々暗あん躍やくしており……つい最近、王都で派手な動きを見せた。

　そのときの記き憶おくが蘇よみがえったのか、イリーナが不安げな顔で唇くちびるを嚙かみしめる。

「……前の一件からして、狙いはあたし、よね」

「十中八九そうじゃろう。奴等の目的を思えば、の」

《邪神》復活を目論むかの者達は、復活の儀ぎ式しきに必要な贄にえを求めている。

　それが、イリーナだ。彼女はこの国における真の王族であり、《邪神》の末まつ裔えいである。

　その魂たましいは《邪神》のそれに近い。ゆえに贄としては最高なのだ。そういった事情もあり、《ラーズ・アル・グール》はイリーナの身み柄がらを狙っている……わけだが。

「彼等が学園祭に絡からんでくる理由が、とんとわかりませんね。狙いがイリーナさんであることは確定しているとして……その身柄の誘ゆう拐かいと、此度の脅迫文。二つの要素はどうやっても結び付かないように思われますが」

「うむ。儂わしもオリヴィア様も、その点に関して頭を抱えておってのう」

「奴等の考えが現段階ではまるで読めん。ともすれば、想定以上の惨さん事じが発生するやもしれぬゆえ……臨時の戦力として、シルフィーの入学を決めたのだ」

　……なるほど、そうした考えがあったのか。

「あの馬ば鹿かは様々な意味で面めん倒どう臭くさい奴だが、力量は十分だ。おそらくは《魔素》濃のう度どの高い場所に居続けたのだろう。《魔素》濃度の低下による劣れつ化かはさほどみられん。よって現時点におけるシルフィーの戦せん闘とう能力は、世界的に見ても指折りであると言えよう」

　あのシルフィーが世界屈くつ指しの実力者、か。世も末だな。

「そうした力量に加え……奴はかつて、わたし達と共に《魔族》共と戦った人間だ。一定以上の信用ができる」

　こうしたオリヴィアの評価に、イリーナが目をパチパチさせて、

「あ、あの、オリヴィア様。……あいつ、ホントに激動の勇者なの？」

「そうだ。……信じたくないのはわかる。英えい雄ゆう譚たんなどでは立派な人物として描えがかれているからな。そうした虚きよ像ぞうしか知らぬ貴様等にとってはショックなことだろう。しかしアレが現実だ。受け入れろ」

　げんなりした顔になるイリーナちゃん。わかる。わかるぞ、その気持ち。

「ともあれ。奴はトラブルメーカーではあるが、決して悪ではない。極めて不器用であるがゆえに間違いも起こすが、根は善良な少女だ。よくよく思い返してみれば、奴には何度となく助けられたこともある。今回もまたそうなってくれると、わたしは信じて──」

　珍めずらしく。本当の本当に珍しく。オリヴィアがシルフィーに対しポジティブな発言をする。

　その最中のことだった。




「あぁあああああああんッ!?　もっかい言ってみやがれだわ、ゴラァッッ！」




　……馬鹿の叫さけびが、馬鹿馬鹿しいほど強く、我々の鼓こ膜まくを震ふるわせた。

　学園中に轟とどろいたであろう奴の大声量に、オリヴィアは苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような顔となり、

「……すまん。さっき言った内容は全すべて忘れてくれ。わたしが愚おろかだった」

　わかる。わかるぞ、オリヴィアよ。お前の気持ち、本当によくわかるぞ。

「……様子を見に行っても？」

「う、うむ。かまわぬよ」

　了りよう承しようを得たので、俺達は退室し、声の主を探した。

　階を駆かけ上がり、そして──発見。なんともまぁ、面倒くさそうな状じよう況きようであった。

　厳いかつい体格の、ガラの悪い見た目をした男子達を引き連れ、腕うで組ぐみしながら仁に王おう立ちするシルフィー。その目前には大きなたんこぶを作った貴族の生徒達が尻しり餅もちをついている。

　どこからどう見てもシルフィーが悪役といった状況であるが。

「ちょっとシルフィー！　どういうことよ、これはっ！」

　イリーナちゃんの怒ど声せいに、シルフィーがビクッと体を震わせる。

　彼女はこちらを見やると、まるで怯おびえた子犬のような顔になり、

「イ、イリーナ姐ねえさん!?　こ、これは、その……こ、こいつらが悪いのだわ！」

　姐さんに格上げされたイリーナはズカズカとシルフィーに近寄り、険しい顔のまま口を開いた。

「説明しなさいよ！　つまんない理由で誰だれかを傷付けたんだったら、容よう赦しやしないからね！」

「つ、つまんなくないのだわっ！　こ、こいつらがウチのクラスの生徒達を馬鹿にしたのよ！　平民如ごときが調子に乗るな、って！　だからアタシ、カチンときて……！」

　ウチのクラス。……なるほど、よく見ればシルフィーが連れた厳つい男子達は我がクラスの学友である。彼等はシルフィーをかばうようにイリーナの前へ出ると、

「勘かん弁べんしたってください、大姉貴！」

「シルフィーの姐さんはワシ等のためにコイツ等シバいてくれたんでさぁ！」

　厳つくて濃こゆい外見に似合った口調で、口々に言う男子達。

　そうして、彼等は貴族の生徒達を睨にらむ。その視線を受け、彼等は一いつ瞬しゆんビクッとするが、しかしすぐに人を見下したような目つきとなって言葉を紡つむぎ出した。

「ハッ！　馬鹿にした？　何を言ってるんだい。僕達はただ事実を述べたまでじゃないか。平民如きが貴族である僕達に敵かなうわけがない。今回の学祭で最さい優ゆう秀しゆう賞しように選ばれるのは僕達貴族が率いるＡ組だよ。君達のように平民が多いクラスが僕等に敵うわけないだろ」

　最優秀賞？　……言葉から察するに、学祭でもっとも稼かせぎを出したクラスに贈おくられる賞、といったところだろうか。

「そもそも、僕等貴族と平民には隔かく絶ぜつ的な違ちがいがあるんだよ。僕等は《魔ま王おう》様が率いた軍勢の血を引く高貴な存在。対して、君等の体に流れてる血にはなんの価値もない。この時点で君等平民が家か畜ちく以下の存在だと言うことは明確──」

　言葉の途と中ちゆう。饒じよう舌ぜつに喋しやべっていた貴族の頭が跳はね上がり、ブッ飛んだ。

　蹴けり飛ばされたのである。それをやったのは──

「お馬鹿なこと言ってんじゃないわよッ！」

　誰あろう、我等がイリーナちゃんであった。その行動は誰にとっても予想外だったらしい。貴族の生徒達はもとより、シルフィー達もまた啞あ然ぜんとした様子でイリーナを見ている。

　完全に場の主役となった我が友人は、腕うでを組んで烈れつ火かの如き怒いかりを顔に宿すと……

　先さき程ほど蹴り飛ばされ、鼻血を流しながら起き上がる生徒をビシィッと指差した。

「人間の体に流れてる血なんて、誰だって一いつ緒しよでしょうが！　あんたの血も、あたしの血も、そして平民の血も！　全部おんなじ赤色よッ！　そんなことで人を区別したり差別したりするなんて、ホントにくっだらないわッ！」

　……こういうところも、リディアにそっくりだな。

　俺と同様、平民の出だった彼女はいつだって平等主義を掲かかげ、差別主義者の貴族達に喧けん嘩かを売りまくっていた。それは身分が高くなった後も変わりなく……俺はあいつの、そういうところが好きだったのだ。

「イ、イリーナ姐さん……！」

　俺と同じように、シルフィーも彼女にリディアの面おも影かげを見たのだろう。

　その大きな瞳ひとみが、感動の涙なみだで濡ぬれている。

　そして、我等がイリーナちゃんはＡ組の貴族達を指差したまま、

「最優秀賞はあたし達がいただくわっ！　あんた等なんかに絶対負けないんだからっ！」

　宣戦を布告したのだった。これに貴族達は、一様に不快感をあらわにする。

　特に、彼等のリーダー格と思おぼしき少年は射殺すような視線をイリーナに向けて、

「よくもまぁ、この伯はく爵しやく家嫡ちやく男なんたる僕にそこまでの暴言を吐はけたものだな、男だん爵しやく家の令れい嬢じよう如きが……！」

　彼はイリーナを指差し、宣言する。

「決けつ闘とうだ。君に決闘を申し込む。といっても、野や蛮ばんな魔法戦なんかじゃない。ちょうど学祭もあることだし……出し物でより多く稼いだ方が勝ちということにしよう。君が勝ったら、土下座して謝罪してやるよ。代わりに、僕等が勝ったら──」

「全ぜん裸らでグラウンド一〇〇周したうえ、この学園から立ち去ってあげるわっ！」

「ふん。言ったな？　覚えとけよ、この底辺貴族──ぐぎゃっ!?」

　イリーナちゃんの蹴りを再び浴びて、ブッ飛ばされる。

　その一発で完全にノされてしまった彼を担かつぎながら、取り巻き達が歩き去って行った。

「イ、イリーナ姐さん……！　アタシ、感動したのだわっ！　一生ついてくのだわっ！」

「人を傷付けるのはよくないことだけど、あぁいう連中は別よ。今後もガンガンやんなさい。あたしが許すわ」

　いや、許しちゃダメだぞイリーナちゃん。そんなことしたら、

「わかったのだわ！　世界中に蔓延はびこる差別主義者共を、一人残らず殲せん滅めつしてやるのだわ！」

　あぁ……これからドンドンめんどくさいことが起こるんだろうなぁ……

　やれやれとため息を吐つく。すると、イリーナちゃんがこちらを見て、

「ごめんね、アード。勝手に一人で決めちゃって」

　巻き込んですまないと、そう謝ってきた。

　バツが悪そうに俯うつむくイリーナに、俺は微び笑しようを返しながら応こたえる。

「何をおっしゃいますか。私達はもはや一心同体でしょう？　貴女あなたの意思は即すなわち、私の意思ですよ、イリーナさん」

「ア、アード……！」

「実際のところ、彼等の言い分には私も少々腹が立っておりますので。これから一丸となって、彼等に痛い目をみせてやろうじゃありませんか」

「うんっ！　やっぱアードだいすきっ！」

　満面に華はなが咲さいたような笑えみを浮うかべ、抱だきついてくるイリーナちゃん、マジで可愛かわいい。

「アンタ……すごく、まともなことを言うのだわ。もし《魔王》だったらこんなとき、平民のことなんぞ知るか、どいつもこいつも死ねばいい、とかなんとか、冷れい酷こく非道なことを言うはず……」

　おいコラ。貴様、俺のこと内心でそんな奴だと思ってたのか。

「……少しだけ、アンタに対する認にん識しきを改めるのだわ」

　俺のことを認めた、的な台詞せりふと微笑。傍はたから見れば魅み惑わく的な態度だが……

　なんだろう、こいつにそんなんされても腹立たしいだけなんだが。

　……まぁ、とにかく。

「私達に喧嘩を売ったこと、後こう悔かいさせてやりましょう」
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　偶ぐう然ぜんか必然か。昼休み後に始まった午後の授業は、まるまる学祭の準備であった。

「さて……貴様等にとって、学園祭は二つの意味を持つ。一つはその名の如く祭りだ。はしゃぐにはよいイベントだろう。そしてもう一つは……人生の分ぶん水すい嶺れい」

　教きよう壇だんに立つオリヴィアが担任講師らしく、生徒達を見回しながら語り紡ぐ。

「これは決して、大げさな表現ではない。この学園祭で貴様等の中には進路を決める者もいるだろう。そういう意味でも分水嶺といえる。また……」

　ここで一度区切ってから、オリヴィアは咳せき払ばらいをして、

「この学祭では、貴様等生徒の力のみで利益を勝ち取る必要がある。その活かつ躍やく振ぶりに応じて、我々担当講師は個人毎ごとに評価点を付けていく。この評価点は進級はもちろんのこと、進路先によっては大きなプラスに働くだろう。今回の学園祭の活躍で、職業選せん択たく時のスタートラインが大きく異なるという意味でも、学祭は人生の分水嶺と言えるのだ。ゆえに皆みな、精せい一いつ杯ぱい励はげむがいい」

　このように締しめくくってから、オリヴィアは壇上を離はなれ……

　こちらをジッと見た。それは他ほかの生徒達にしても同様である。

　ここからは基本的に担当講師はノータッチ。生徒のみの力で進行していくのだ。

　そのため進行役が必要であり……

　ここ最近、何かと目立っているからか、その役割が俺に回ってきたらしい。

　断れる空気でもないので、俺は席を立ち、壇上を前にすると。

「では、皆さん。不ふ肖しよう、私アード・メテオールが仕切りを務めさせていただきます」

　普ふ段だん、講師だけが立つことを許される壇上にて、俺は室内全体を見み渡わたした。

　生徒達から浴びる視線は好意や敬意が半分。嫉しつ妬とや憎ぞう悪おが半分である。

　前者は平民、後者は貴族がほとんど。現時点でクラスの足並みは完全に揃そろっているとは言えず……どうにも、先が思いやられる。

「まずは皆さんにお知らせがあります。今回の学園祭において、我が校では恒こう例れいの剣けん王おう武ぶ闘とう会の他、演劇を主な目玉イベントとして企き画かくしております。この演劇に関しまして、我がクラスが実演の栄えい誉よを賜たまわることになりました」

　この発表を受けて、生徒全員が盛り上がりを見せた。

　平民の生徒は脚きやつ光こうを浴びることに対する興奮を嚙かみしめ、貴族の生徒は思わぬ名誉に歓かん喜きを露あらわにしている。

　演劇に関しては足並みが揃いそうだな。

「脚きやく本ほんに関しましては我々で自由に決めてもよいとのこと。とはいえ……検けん閲えつなども考えますと、演じる題目は限られてくるでしょう」

　現代では表現の自由というものが随ずい分ぶんと蔑ないがしろにされている。

　演劇、戯ぎ曲きよく、文学など、あらゆる創作物は検閲の対象となっており、王家や《魔王》を批判するような内容は厳禁。これに反した者は重罪が科される。

　俺が統治していた時代ではそうしたことは一いつ切さいなく、表現、思想、宗教、全すべての自由を認めていたのだが……随分と嫌いやな時代になってしまったものだ。

「私としましては、《魔王》様の英えい雄ゆう譚たんから代表的な一幕を選んで演じる、というのが適当かと思いますが。異議のある方は挙手を願います」

　言っておいてなんだが、手を挙げる者など皆かい無むであろう。

　この選択は安直でつまらんものではあるが、ベストなものである。

　これならばよほどのアレンジを加えなければ検閲の対象になることはないし、民衆受けも良い。《魔王》の英雄譚は古典的だが、色あせぬ王道として扱あつかわれているのだ。

　……《魔王》本人からしてみれば、様々な意味で複雑だが。

　ともあれ。異議を唱える者は一人も──

「ダメだわ、そんなのっ！　《魔ま王おう》の英雄譚なんか、絶対に認めないんだからっ！」

　……いや、一人だけいた。

　我がクラスの異分子、シルフィー・メルヘヴンである。

　彼女は赤あか髪がみを揺ゆらめかせながら勢いよく立ち上がると、こちらを睨にらみながら叫さけぶ。

「《魔王》の話なんて、リディー姐ねえさんのそれに比べたらぜんっぜん面おも白しろくないのだわっ！　あいつがやってきたことなんて、圧あつ倒とう的な武力で弱い者イジメしまくっただけじゃないのっ！　それに比べてリディー姐さんの冒ぼう険けんときたら、波は瀾らん万ばん丈じようで誰だれもが手に汗あせ握にぎるものだったのだわ！」

　……あぁ、ツッコミを入れたい。それと同時に、ゲンコツを叩たたき込んでやりたい。

　俺の半生がつまらんだと？　圧倒的な武力で弱い者イジメだと？

　馬ば鹿かをぬかせ。前世における俺の半生は常に危機と苦痛に満ちたものだった。

　そう──

　主にお前等のせいでなぁッッッ！

　いっつもいっつもお前とリディアが俺の策を潰つぶしやがるもんだから、いらん苦労を積み重ね、何度も何度も胃に穴が空き、挙げ句の果てには円形脱だつ毛もう症しようにも陥おちいった。

　それをお前等、ゲラゲラ笑ってやがったよな。そのうえ、

『ようハゲ。今日もテッカテカだな、おい』

『ヴァルヴァトスからテカリトスに改名したらどう？　そっちのがお似合いだわ！』

　こんなふうにさんざんハゲハゲ弄いじり倒たおしてくれやがったよな。

　今でも恨うらんでるぞ、この野や郎ろう。

　ていうかリディアの冒険が面白いだと？　そりゃあ面白いだろうな。傍から見ればな。

　だが当事者としてあの馬鹿に振ふり回された俺からしてみれば、ぜんっぜん笑えないんだよ。思い出しただけで過大なストレスが襲おそい来て……あぁ、胃が……！　胃が痛い……！

「そういうわけで！　アタシはリディー姐さんの冒険譚以外、絶対に認めないのだわ！　主役はもちろんイリーナ姐さんで！」

　主役はイリーナちゃん。その点だけは賛同できる。俺とて友人であり娘むすめ的存在が大きな脚光を浴びる姿が見たい。……しかしながら。

「シルフィーさん。申し訳ないのですが、今回の舞ぶ台たいは学園長のご依い頼らいで、私とイリーナさん、二人で主役を務めることになっているのですよ。そうした事情も加味すると、やはり《魔王》様の英雄譚が適当かと」

「そんなの知ったこっちゃ──」

「黙だまんなさい、シルフィー！　アードを困らせるんじゃないのっ！」

「だわっ!?」

　イリーナちゃんに一いつ喝かつされ、涙目となりながら沈ちん黙もくするシルフィー。

　よくやってくれたイリーナちゃん。今ほど君が頼たのもしく思えたことはない。

「……さて。皆さんの中にも不平不満がおありの方もいらっしゃるでしょうが。今回の演劇は《魔王》様の英雄譚の一幕とし……《魔王》様は私が演じさせていただきます。イリーナさんにはシルフィーさんの要望通り、《勇者》・リディアを演じていただきましょう」

　平民の顔に不満はない。しかし俺のことを敵視する貴族からは殺意のオーラが放たれる。

　俺だってな、好きでやるわけじゃないんだよ。

　何が悲しくて、美化された自分なんぞ演じなきゃいかんのだ。

「……では続いて、演じる題目の詳しよう細さいを詰つめていきましょうか」

　これについてはそう時間はかからなかった。

　俺とイリーナが目立つ脚本を書かねばならぬという都合上、《魔王》と《勇者》が大きな活躍を見せたエピソードを選択する必要がある。

　となれば、必然的に《邪じや神しん》討とう伐ばつの話となろう。

　と、ここまではスムーズに進んだのだが、

「では……《邪神》を演じてくださる方はいらっしゃいますか？」

　問うた瞬しゆん間かん、室内に沈黙が広がった。

　まぁ、致いたし方ない。この時代において、連中は絶対悪として描えがかれ、侮ぶ蔑べつの対象となっている。そんな連中を演じたい人間などそうそういるものではない。

　プロの役者達もまた同様で、《邪神》を演じる者は毎回くじ引きで決めるという。

　我々もそれに倣ならおうか。そう思った直後のことだった。

「仕方ないわね。皆がやりたくないなら、アタシがやるのだわ」

　ため息混じりに、シルフィーが小さく手を挙げた。

　……こいつは昔から、こういうところがある。

　皆が嫌がり、やりたがらぬことを率先してやろうとする。

　表面だけを見れば、シルフィーは和を乱すトラブルメーカーだが……

　その実、彼女は誰よりも皆のことを思い、皆のために働く人間だ。

　それが裏目に出やすいため、頻ひん繁ぱんにトラブルを起こすわけだが……

　しかし、その本質を知るがゆえに、俺はシルフィーのことを嫌きらいには──

「《邪神》役をやれば！　アンタに堂々とリベンジできるからねっ！　剣術の授業の借り、演劇で返してやるのだわっ！」

　……褒ほめようとしたらこれだよ。

　ともあれ。

　演劇に関しては話がまとまった。脚本についてはそうしたことが得意と豪ごう語ごする生徒に任せ、それが仕上がり次し第だい、芝しば居いの稽けい古こに移る、と、そういうことになった。

「さて。演劇に関しましては、もうご意見などありませんね？　それでは、出し物について話し合いましょうか。……しかし、その前に」

　学友達には、俺とイリーナ、そしてシルフィーがしでかしたことを説明せねばなるまい。

　おそらくは反発もあろうが……と、気構えていたのだが。

「Ａ組との売上勝負か。いいな、それ。前々からあいつら気に入らなかったし」

　平民達は貴族憎にくしという感情で団結し、

「フン。Ａ組うんぬんはさておいて。最さい優ゆう秀しゆう賞しようを目指すのは当たり前のことだろう」

　貴族達は名誉を求め、なんの文句も返さない。まさしく嬉うれしい誤算というやつか。

　当初は足並みが揃うか心配していたが、どうやら杞き憂ゆうであったらしい。

「それでは皆さん、出し物に関しまして、何かアイディアがある方は挙手を願います」

　言ってからすぐ、複数名が手を挙げた。そこから無む作さく為いに一人を選ぶ。

「幻げん影えいの魔法を利用したアトラクション施し設せつとかどうかな？」

「ほう……もう少し具体的にお願いできますか？」

「魔法を使ってさ、《魔王》様の人生が追体験できるような幻覚をお客さんに見せるんだよ。まるで自分が《魔王》様になったような経験が──」

「フン。平民が考えることは下げ劣れつだな。《魔王》様の人生を追体験？　そんなもの、《魔王》様への不敬になるだろうが」

　いや、俺としては全然問題ないのだが。しかし貴族の生徒が口にした内容は、過半数に納なつ得とくされるようなものだったので、第一の意見は却きやつ下かされた。

　その後も色々とアイディアは出たものの、決定打に欠けるものばかりで……

「はん。まったく、平民の頭はたかが知れてるな。ろくな意見を出さん」

「あぁ？　てめぇ等お貴族様も人のこと言えねぇだろうが」

　侃かん々かん諤がく々がくとした議論にありがちな、険悪ムードが室内に広がっていく。

　そんなときだった。

「アード君。ちょっとよろしいでしょうか？」

　ジニーが満を持した調子で微び笑しようし、手を挙げた。

「何かアイディアがあるのですか？」

「はい。斬ざん新しんでありながらも伝統を持ち、なおかつ確実に売上を取ることができる。さらにさらに、売上をとった前例もある。そんなアイディアがありますわ」

　おぉ、それはなんとも、素す晴ばらしいじゃないか。

「……サルヴァン家の女ならば、アレを提案するは必然か」

　意味深なことを呟つぶやくオリヴィア。どうやら彼女はジニーの考えがわかるらしい。

　果たして、ジニーが提案する出し物とは──

「お色気メイド喫きつ茶さ。これこそが最高にして最強の出し物ですわ」

　……なんか、けったいな名前の出店だった。

「あの。なんですか？　その、お色気メイド喫茶というのは？」

「よくぞ聞いてくれました！　メイドというのは清せい楚そ貞てい淑しゆくであり、犯おかしがたい純白なる存在。しかしながら、ご主人様の所有物であるがため、命令とあればどのような行こう為いもせねばならない。そうした矛む盾じゆんが生み出す背徳感こそが魅み力りよくの生き物であることは、皆みなさんもご承知かと思います」

　いや、全然承知してないのだが。メイドに対して誰がそんなことを思うのだ。

「しかしながら！　そこをあえて！　あえて、エロスに振り切る！　具体的には、清楚貞淑を絵に描かいたようなメイド服を大だい胆たんに改造し！　殿との方がたの情じよう欲よくをかき立てるのです！　そんなエロ可愛かわいいメイドさん達が普ふ段だんしている給仕をいやらしく行うっ！　それがお色気メイド喫茶ですっ！　この出し物は私の母が学生時代に考案し、学祭にて催もよおしたところ大盛せい況きようとなりました！　その結果、歴代最高売上を叩き出したのですわっ！」

　熱の入ったふうに身み振ぶり手振りを加えながら説明するジニー。

「女子は改造メイド服を着て給仕をしていただきます！　男子は厨ちゆう房ぼうを担当！　ちなみに、改造メイド服のデザインに関しましては既すでに私が仕上げておりますので、今から皆さんにお配りしますね！」

　活いき活きとした様子で紙を配っていくジニー。

　随ずい分ぶんと用意がいいな。よほどお色気メイド喫茶なるものをやりたいのだろう。

　なんだか、イベントを無む邪じや気きに楽しもうとしてる子供のようで可愛らしい──

　なんて思いながら、配られた紙に目を通したところ。

「……いや、ジニーさん。これはちょっと、やりすぎでは？」

　そこに描かれていたのは、無邪気とは程ほど遠いものだった。

　まず上。これはもう、メイド服じゃなくて水着では？　それも、布面積が大分狭せまい。下手をすれば隠かくすべき部分が見えかねんぞ。

　下に至ってはもう何も隠してないじゃないか。スカートが短すぎて下着が丸見えである。

　これはアレだ。女が男を最高効率で誘ゆう惑わくするために考え抜ぬいた、邪気の塊かたまりだ。

　さすがサキュバスの一族。こういうことを考えさせたら右に出る者はいない。

　それゆえに。

「ふ、ふむ。こ、これは、なかなかいいんじゃあないか？」

「ぜ、前例があるってのも強いよな、うん」

「これまで出た意見とは違ちがって、ターゲット層も明確だ。もうこれ以外ないだろう」

　男子共は皆、大絶賛であった。

　どいつもこいつも正論じみたことを言ってるが、ただ単にエロい格好した女子達を見たいだけだろう。我がクラスは奇き跡せき的なことに、全すべての女子の外見が平均レベルを大きく上回っている。まぁ、一番可愛いのは誰だれがなんと言おうとイリーナちゃんだが。

　それはどうでもいいとして。

　このデザイン画を受けた女子達はと言うと。

「な、なによこれ！　こんなの着れるわけないでしょ！」

「痴ち女じよよ、痴女！　こんなの着る女は変態以外のなにものでもないわっ！」

　無論のこと、非ひ難なん囂ごう々ごうである。

　まぁ、仕方あるまい。こればかりは実現不能であろう。ジニーには可哀かわい想そうだが──

「はぁ、わかってませんねぇ。いいですか？　このお色気メイド喫茶にいらっしゃるお客さんは、外来の方だけではありません。この学園の生徒だって、息抜きに来ることも多々あるでしょう」

「だから嫌いやなんでしょうが！　こんなもん着てるの見られたら、もう学園じゃ生きて──」

「そう。同じ学園の生徒ももてなせるということはつまり……アード君を、もてなすことができるということです」

　瞬間。荒あれに荒れていた女子達が、一いつ斉せいに静まり返った。

「ここにいる女子で、自らの外見に自信がないなんて方、いらっしゃいませんよねぇ？　想像してごらんなさいな。自分がそのエッロ～イ服を着てアード君をもてなす様を。……アード君を誘惑できたなら、どういう人生が待ってるか、わからない方はいませんよね？」

　そう問うた直後。

「よし！　是ぜ非ひともやりましょう！」

「いやぁ、ジニーってば天才ね！」

「あぁ～、燃えてきたぁ～！　今から勝負下着用意しとかなきゃ！」

　まるで戦いくさに赴おもむく前の武将が如ごとく、女子達が意い気き軒けん昂こうとなっている。

　その一方で、男子達が平民・貴族問わず、こちらに対し殺意の波動を向けていた。

　こんなことでしか団結できんのか、お前等は。

　……正直言って、個人的には好きになれん出し物だが。

「いいでしょう。私も賛成することにいたします」

　この言葉に、シルフィーが嚙かみついた。

「はぁっ!?　ア、アンタもそんなことを……そ、そういえば、あの《魔ま王おう》は普段こそ硬こう派はを気取ってやがったけど、裏ではエロエロなことやってるムッツリスケベ野や郎ろうだったわね……！　やっぱコイツ、《魔王》なんじゃ……!?」

　おいコラ貴様。ふざけんなよ、貴様。誰がムッツリスケベだ、おい。

　お前は俺の何を見てきた？　裏でエロいことだと？　そんなもん誰にすればいいんだ？

　あぁ、そうだよ。確かにな、俺の回りにはハーレムが出来上がっていたよ。

　でもな、そのハーレム、全員男だったんだよ。

　どいつもこいつもむさっ苦しい男ばっかりだったんだよ。

　そんな俺が、裏で誰に、どんなエロいことをすればいいんだ？　なぁ、教えてくれよ。

　ていうか、お前だってそういう状態だったこと知ってただろうが。

　あぁ畜ちく生しよう。思い出しただけで腹が立ってきた。この怒いかりを前世の頃ころみたく、ゲンコツとしてシルフィーの頭に落としてやりたいところだが……そんなことをしたら俺＝《魔王》だと自白するようなものである。ゆえに俺は落ち着いた様子を演じ、言葉を返す。

「シルフィーさん。私とて、こうした破は廉れん恥ちな催しは好むところではありません。しかし、勝利を摑つかむためには確実な方法を選せん択たくすべきかと。……貴女あなたが敬愛する《勇者》・リディアも、似たような言葉を残していたでしょう？」

「うっ、そ、それは、確かに……！」

「まぁ、とはいえ。この制服を着用するのは志願者のみといたします。また、こうした衣服を着たくないけれども、接客には参加してみたい。そうした方にはちゃんとしたメイド服を用意すること。それでいいですね？　ジニーさん」

「えぇ、もちろんです」

　後半の要求に関しては、イリーナちゃんのことを思ってのものだ。

　チャレンジ精神溢あふれる我等がイリーナちゃんのこと、接客というものにも挑ちよう戦せんしてみたかろう。それ自体はいい。大いに結構。

　だが個人的に、イリーナちゃんの素す肌はだを衆目に晒さらしたくはなかった。

　別に、彼女の肌は俺だけのものだ、とか、気持ちの悪い独どく占せん欲よくをのたまうつもりはない。

　ただ……ウチの娘むすめは、なんというか、清いままでいてほしいのだ。

「う～～～……！　ま、まぁ、男共は皆、エッチなことが好きだってリディー姐ねえさんも言ってたし……か、勝つためなら仕方ないのだわ！　アタシも一ひと肌はだ脱ぬぐわよっ！」

　髪かみ色と同じ、紅ぐ蓮れん色の情熱を瞳ひとみに宿すシルフィー。

　そんな彼女に、ジニーが一言。

「……いえ、貴女は結構です。戦力にならないので」

　主に胸を見つめながらの呟きであった。

　当人にも自覚があったのだろうか。

　言われた途と端たん、シルフィーは顔を真っ赤にして、瞳を涙なみだで潤うるませながら、

「ア、アタシだって、人気は絶対に出るのだわ！　貧乳は希少価値だって、リディー姐さんも言ってたもんっ！」

　いや、それはお前のねつ造だろ。あいつは両刀使いで、抱だいた女は俺が知る限りゆうに一〇〇は超こえていたが、そいつら全員巨きよ乳にゆうだったぞ。しかも俺に対し、

『なぁヴァル。貧乳ってさ、なんのために生きてんのかな？』

　とか阿あ呆ほうみたいなことを頻ひん繁ぱんに言うような奴やつだったぞ。

　……まぁ、なんにせよ。

「騒さわがしい学祭になりそうですねぇ……」
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　放課後。夕暮れ時の空の下、俺達は寮りようへの道を行く。

　本日は随分と疲つかれた。心なしか、学園での体感時間も長く感じたな。

　それもこれも、シルフィーが原因である。

　……そんな彼女は今、俺とイリーナ、ジニーのすぐ後ろを歩いていて、こちらの背中へジットリした視線を刺さしている。

　俺は無視を貫つらぬく方針であったが、ジニーが我が慢まんの限界を迎むかえたらしい。

「……ミス・シルフィー。貴女、どこまでついてくるつもり？」

「そんなの決まってるじゃないの！　どこまででもついていくのだわ！」

　ある意味では愛の告白にも似た内容。しかし残念ながら、それとは異なる意味である。

　……いや、別に残念でもないか。

「私達はこれから愛の巣に帰るのです。部外者はどこかよそへ行ってくれませんか？」

　シルフィーが俺のことを敵視しているからか、ジニーの態度は酷ひどく冷たい。

　さりとて、シルフィーがめげるわけもなく。むしろ愛の巣という言葉に食いついて、

「ど、どういうことだわ、それ!?」

「そのまんまの意味です。私達、一いつ緒しよの部屋に住んでるんですよ」

　一緒の部屋、というか。ジニーがむりやり同室に改造したというか。エルザードの一件以降、俺はイリーナを守護するため貴族寮の一室にて同どう棲せいを始めたわけだが。そこに隣りん室しつのジニーが乱入。部屋の壁かべを粉ふん砕さいし、広々とした三人部屋に改造したのだった。

「い、一緒に住んでるって……！　イ、イリーナ姐さんもっ!?」

「とーぜんでしょっ！　あたしとアードは一心同体なんだから！」

「だわわっ!?　……ア、アード・メテオール！　アンタ、姐さんに手を出してないでしょうねぇッ!?」

「出すわけがないでしょう」

　イリーナちゃんは大切な友人であり、彼女の父から世話を任された娘的存在である。

　そんな命よりも大事な少女を汚けがすような真ま似ねなど、するわけもない。

「むむむ……！　信用できないのだわ……！　あの《魔王》がイリーナ姐さんほどの美少女に手を出してないだなんて……！」

　だからさ。なんでお前は、俺のことを色ボケ野郎みたいに思ってるんだよ。

　前世ではまともな異性と手を繫つないだことさえないんだぞ。

　……まともじゃない異性（主にオリヴィアとリディア）となら繫いだが。

「こ、これは！　監かん視しの必要があるのだわ！　もともとアンタのことを二四時間ずっと監視するつもりだったけれど！　今の話を聞いて一層気合いが入ったのだわ！」

「え～。貴女も同居するんですか～？　やめてくださいよ～。邪じや魔まくさい。ていうか、貴女が眠ねむるベッドなんてありませんよ～？」

　ジト目でツンケンした言葉を送るジニー。

　それに反して。

「別にいいじゃないの。一人や二人、増えたところで変わらないわ。それに……シルフィーがいたら、なんだか楽しそうだし」

「だわわっ！」

　シルフィーにとっては予想外の一言だったのか。その大きな瞳を感動の涙で潤ませている。……俺のことを監視する、というのは建前で、寮についてくる本当の理由はイリーナと友達になりたいから、なんだろうな。

　……そうであるなら、シルフィーを拒こばむ理由はない。

　彼女にはイリーナだけでなく、多くの者と友好を結んでほしいものだ。

　そうすれば、きっと……

　大切なモノを失い続けたことで生まれた心の隙すき間まも、いずれ埋うまってくれるだろう。




　　　◇◆◇




　シルフィー・メルヘヴンからしてみれば、アード・メテオールの生活はふしだら極きわまりなかった。

　少女二人と同棲というだけでも性的に乱れているというのに、その挙げ句、同どう衾きんまで。

　これでは手を出さない方がおかしいのではないか。

　女め神がみの如きイリーナは当然として、ジニーもまた魅み力りよく的な少女である。

　くびれた腰こし、大きな胸、突つき出たお尻しりなど、シルフィーが持たぬ強きよう烈れつな色気。

　男ならば誰だれだって、手出しをするものではないか。

（いかがわしいのだわ……！　やっぱり、アード・メテオールは《魔王》……！）

（アタシの敵なのだわっ！）

　内心でアードへの敵てき愾がい心しんを強めていく。

　そんな彼女は今……

「ふぅ～～～。お風ふ呂ろなんて久しぶりね～～～」

「一日の疲れが消えていきます～～～」

　貴族寮の内部に設けられた大浴場にて。

　イリーナとジニー、二人と共に湯船へ浸つかっていた。

「あぁ～～～。やっぱり大きなお風呂はいいわ～～～。最近はシャワーで済ませてるから、余計にそう感じるわね～～～」

　湯ゆ煙けむり漂ただよう温かな空間に、心ここ地ちよさげなイリーナの声が溶とけていく。

　聞くところによると、彼女は大の風呂好きであるようだが、ここ半月ほど浴場を利用できなかったという。それはアードの指図とのことだが……事情を知ると、彼を批難するわけにもいかなくなった。

　なんでも、イリーナはある理由から《魔ま族ぞく》に狙ねらわれているとのこと。

　それゆえに、寮内ではなるべく部屋から出ず、護衛役であるアードと一緒に過ごすべき、と、そういうことになったため、入浴は部屋の小さなバスルームで我慢していたという。

　それを哀あわれんだシルフィーは、アードに直じか談だん判ぱん。その結果。

『……まぁ、貴女もついていますし、問題はないでしょう』

　かくして、シルフィーは姉貴分と認めた少女に、気持ちのいい入浴の時間を提供できたのだった。

「もうそろそろ、体洗いましょうかねぇ～～～」

「あ、じゃあ、あたしも～～～」

　ゆったりした声を出しながら、ジニーとイリーナが立ち上がる。

　バシャッと湯船を搔かき分けて、彼女達の裸ら体たいが空気に触ふれた。

　見事なプロポーション。両者共に豊かな乳ち房ぶさを持ち、それでいて、腹回りは適度に引き締しまっている。そんな姿を見て……シルフィーは、己おのれの胸へと視線を落とす。

「……だいじょうぶ。これから成長するもん。ぜったい」

　なんとも言えぬ気分になるシルフィー。

　そんな彼女に。

「あんたも来なさいよ。背中、流してあげるから」

　かけられた声はとても意外なもので、シルフィーは思わず「だわっ!?」と驚おどろきの声を上げてしまった。

「あによ。嫌いやなの？」

「そ、そそそ、そんなことないのだわ！　ぜひぜひ、お願いしますっ！」

　勢いよく立ち上がるシルフィー。湯船がザパァン、と派手な音を鳴らす。

　壁へき面めん沿いへ三人で移動し、風呂用の椅い子すに腰こし掛かける。

　そんなシルフィーの横で、イリーナは手すりに掛けられた布を取り、そこへ洗せん剤ざいを染しみ込ませると。

「今日は一日お疲れさま。学園生活は初めてだっけ？」

「そ、その通りだわ」

「そっか。じゃあ、きっと緊きん張ちようもあったでしょうね」

　優やさしい声をなげかけながら、イリーナが背中をゴシゴシと洗ってくれる。

　少々、力が強くて、正直、痛い。これは……リディアの力加減と、同じだった。

　姉のようであり、母のようでもある彼女とは、よく一緒に入浴したものだ。

　そしていつも、彼女はこうやって、背中を洗ってくれた。

『い、痛いのだわ、リディー姐ねえさん』

『我慢しやがれ。こんぐらい力入れた方がな、垢あかが落ちやすいんだよ』

　当時の記き憶おくが蘇よみがえって……気付けばシルフィーはノスタルジックな感情に浸ひたっていた。

「ん？　どうしたの？　しょんぼりしちゃって」

「えっ。あ、あぁいや、なんでもないのだわ！」

　背後を向いて、イリーナの顔を見る。きょとんとしたその美び貌ぼうは、やはりリディアにそっくりで……
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「ね、ねぇ、イリーナ姐さん」

　シルフィーは、欲よつ求きゆうが赴おもむくままに口を開いていた。

「ア、アタシ達……友達には、なれないのかな……？」

　一度拒きよ絶ぜつされた手前、どうしても声は小さくなってしまう。

　今回もきっと、拒絶されてしまうんだろうな。

　でも、諦あきらめきれない。

　イリーナと、友達になりたかった。

　リディアにそっくりで。まっすぐな心を持っていて。

　本当に。本当の本当に素す敵てきな彼女と、友達になりたかった。

「はぁ？　なに言ってんのよ、あんた」

　呆あきれたような言い方に、シルフィーは肩かたを落とす。やっぱりダメだったか、と。

　しかし、次の瞬しゆん間かん。

「あたし達、もう友達でしょうが」

「……えっ」

　目を見開きながら、イリーナの顔を凝ぎよう視しする。

　と、彼女はシルフィーの腕うでや腋わきをゴシゴシ洗いながら、

「そりゃあね、アードのこと敵視してたり、酷いこと言う奴やつは嫌きらいだし、友達になんかなりたくないけど。……まぁ、あんたは特別よ。なんだか放ほうっておけないし、それに……」

　ここで一度言葉を区切り、魔導式シャワーを手に取る。

　魔石の力で発生した温かな湯が、シルフィーの体に付いた泡あわを流していく。

「なんでかな。あんたのこと、妙みように可愛かわいく思えるのよね。初印象は最悪だったけど……今はそうでもないわ。だからこうやって、一いつ緒しよに風呂入ってんのよ」

「ね、姐さんは、本当に、アタシのこと、嫌ってないの？」

「嫌いだったらこんなふうに体洗ったりしてやらないわよ」

「と、友達、なってくれるの？」

「だ～か～ら～。もう友達だって言ってんでしょ」

　苦く笑しようするイリーナに、シルフィーは感極まって。

「うわぁ～～～～ん！　姐さぁ～～～～～ん！」

「ちょっ、きゃっ!?」

　勢いよく抱だきつき、押し倒たおしてしまう。

　そうして、シルフィーはイリーナの豊かな胸に顔を埋うずめて、

「やったのだわ！　やっと、新しい友達ができたのだわ！　うわぁ～～～～～ん！」

　滝たきのような涙なみだを流す。

　そんな彼女の紅あかい髪かみを、イリーナは優しく撫なでた。

「そういやあんた、仲間を失い続けて……最後は独りぼっちで《邪じや神しん》に戦いを挑いどんだんだっけ。そのときに、行ゆく方え不明になったのよね」

「えっ」

　そんな記憶はないのだが、なんだか、ツッコミを入れられる空気じゃなかった。

「ずっと、新しい仲間を求めてきたんでしょうね……なんとなくわかるわ、その気持ち」

　シルフィーの頭を撫でながら、優しい微び笑しようを浮うかべるイリーナ。

　その母性溢あふれる姿に、リディアの面おも影かげが強烈に重なる。

「もう、あんたは独りじゃないわ。あたしが友達として、一緒にいてあげるから」

「……ありがとう、だわ。イリーナ姐さん」

　笑い合う。

　こうしていると……無む性しように、リディアに会いたくなった。

　今、彼女はどこで何をしているのだろう？

　数千年も経過したとのことだが、まさか、彼女が死ぬはずもない。

（いつか、見つけ出すのだわ。それで……）

（姐さんにそっくりな、素敵な友達ができたって、報告したい）

　そのときに思いを馳はせながら、シルフィーは柔やわらかく微笑ほほえむのだった。




「……あれ？　私いま、ものすごく空気……」

　二人の横でジニーが複雑そうな顔で呟つぶやいたのだが、誰も気にはしなかった。
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　ラーヴィル国立魔ま法ほう学園。

　ラーヴィル魔導帝てい国こくにおける最古にして最上の学び舎やである。

　その敷しき地ち面積は小規模な村程度であればまるまると収まってしまうほど大規模なものであり、校庭には運動グラウンドや校舎は当然のこと、魔導実験棟とうや地下迷めい宮きゆうの出入り口など、多種多様な施し設せつが点在している。

　そうした学園が今、普ふ段だんとはまったく異なる様相を見せていた。

『三年Ｂ組は現在、魔導アトラクションを開かい催さいしております！　皆みな様さまぜひご参加を──』

『二年Ｃ組のブースに来てくだされば、お客様をめくるめく幻げん想そう世界へご案内──』

　絶え間なく続く学内放送が、喧けん噪そうの中に溶けて消える。

　今や学園内は、商店街のような状じよう況きようとなっていた。

　生徒達による大小様々な店てん舗ぽへ、一いつ般ぱんの客が足を運ぶ。

　明るい声が飛び交かうその空間の中に──その異物は、あまりにも自然に溶け込んでいた。

「ふふん。人々の活気溢れるさまというのはやはり良いな。こうした前段階がなければ、絶望も苦く悶もんも映はえはしない」

　周辺の様子を見回しながら、くつくつと笑う。

　校内には、仮装した者が多く立ち歩いていた。そんな中に在あると、燕えん尾び服ふくに似た衣い装しようと奇き妙みような仮面を被かぶった彼または彼女も、特別奇き異いなものには見えない。

　実際は、異質極まりない存在であるというのに。

　そんな仮面の某なにがしは、踊おどるようにクルクルと回りながら、学内を進んで行き──

　彼と彼女の姿を、その目に映す。

　アード・メテオール、そして、イリーナ・リッツ・ド・オールハイド。

　楽しげな顔で出店を回る彼等の様子に、仮面の某は「ほう」と息を吐はいて、

「楽しいかね？　アード・メテオール。嗚あ々あ、きっと楽しいのだろうな。久方ぶりにできた友人と過ごす一時は、とてもとても、幸福なものであろうよ。だが……悲しい哉かな、吾わたしはまだ、ちっとも楽しくない。貴公のせいだよ、アード・メテオール。まったく、貴公という存在は本当に、度し難がたいものだなぁ」

　くつくつと笑いながら、仮面の某は二人のことをジッと見み据すえて、呟いた。

「せいぜい、幸福な時間を楽しむといい。嗚々、先々を思えばそれが一番だ。そうした方が都合がいい。何せ、アード・メテオール。貴公の人生は──」




「ここから先、下へ下へと、堕おちていくだけなのだから」










　　　第二七話　元・《魔ま王おう》様と学園祭の始まり







　学園祭の準備は滞とどこおりなく……とは言えなかった。

　Ａ組による妨ぼう害がい工作である。奴やつ等らは実に巧こう妙みような方法でこちらを妨害し、かなりの苦労を強しいられたが……

　なんとかそれをクラス一丸となって乗り越こえ、無事に学園祭を迎むかえることができた。

　さて。学園祭は一週間ほど続く。本日はその一日目である。

　普ふ通つうの生徒であれば自らが属するクラスの出し物を手伝ったり、暇ひまな時を見つけて他ほかのクラスの出し物を覗のぞくなどして、学祭を思う存分楽しむものだが……

　俺やイリーナ、シルフィー、オリヴィアといった面々は、事情が異なっていた。

　我々はこの学園祭の最中、《魔ま族ぞく》が事件を起こす可能性があることを知っている。

　そのため分散して校庭内を警けい邏らすることになった。

「ねぇアード！　次はあの店行きましょっ！」

　……傍はたから見れば気楽に遊んでいるようにしか見えんだろうが、これはれっきとした警邏である。

「この氷こおり菓が子し美お味いしいわね～！」

「おやイリーナさん、頰ほおにシロップが付いてますよ？」

　……これは楽しんでいる演技である。これならば誰だれも、我々が警邏中だと思わんだろう。

　決して、俺はイリーナちゃんとの出店回りを楽しんでいるわけではない。

　ちゃんと世のため人のため、真しん剣けんに働いているのだ。

　……あぁ、それにしても本当にイリーナちゃんは可愛い。

　お祭り騒さわぎなど、我が村ではあまりなかったものな。だからか、普段以上に子供っぽくはしゃぎ回り……父性が刺し激げきされてしょうがなかった。

　もう、大たい抵ていのお願いなら聞いてあげちゃいそうである。

　世界の半分ちょうだい、とか言われたら瞬しゆん時じに渡わたしてしまう。それぐらい可愛い。

　そんな超ちよう絶ぜつ可愛いイリーナちゃんは、当然のこと、学園の人気者であった。

「おっ、イリーナちゃ～ん！　ウチの店にも寄ってってくれよ！」

「いやいや！　こっちの方が美う味まいもん出してるぜ！」

　道行く毎ごとに、多くの生徒から声をかけられる。

　そんな現状に、イリーナは嬉うれしそうに微笑んで、

「……なんだか、夢みたい。こんなふうに、皆みんなと仲良くなれるときが来るなんて、思ってもみなかったわ」

　それから俺のことを見て、ニッコリと笑う。

「アードと出会ってから、人生が変わったと思う。それまではずっと、家にこもってて……死ぬまで独りぼっちなんだって、そう思ってた」

　無理もなかろう。彼女の血筋を思えば、人生に絶望して当然だ。

《邪神》の血を引く彼女は、この時代において最大の被ひ差別対象。ゆえに友を作ったとしても、いずれ自らの正体がバレて、拒きよ絶ぜつされてしまうのではないかと、彼女は常にそうした不安を抱かかえながら生きてきたのだろう。

「でも、あたしは独りじゃない。アードがいるし……もしかしたら、アードみたいにあたしの全すべてを知っても、受け入れてくれる人がいるかもしれないって、思えるようになった。だからあたし、今とっても幸せ。……全部アードのおかげよ、ホントに、ありがとね」

　魅み惑わく的に微笑むイリーナに、俺は少々、照れくさくなってしまった。

「……何をおっしゃいますか。私は何もしておりません。全てはイリーナさんの人徳あってのもの。徳の高い者の周囲には自然と人が集まり、その繫つながりは強いものとなる。これはまさしく世の摂せつ理りというものですよ」

　照れが原因か、少々早口になった。

　そのことを察したのか、イリーナがクスクスと笑っている。

　……とても穏おだやかで、甘あま酸ずっぱい味がする、そんなひとときだった。

　このまま《魔族》の騒そう動どうなど起こることなく、平へい穏おん無事なまま、彼女との時間を楽しめればいいのに。心の底からそう思う。




　さて。その後もイリーナと学祭を満まん喫きつしつつ、警邏を続け……

　学園の大広場へと、足を踏ふみ入れた。

　名の通り開けた空間が広がるこの大広場には、一いつ軒けんも出店が建てられていない。

　それはなぜかと言えば、この場所が神聖視されているからだ。

「いつ見ても、不思議な感じがするわねぇ、この大樹は」

　瞳ひとみを細めながら、イリーナがボソリと呟いた。

　大広場のド真ん中にある大樹。ここが神聖視される理由はひとえにこれである。見上げるほどの巨きよ体たい。威い風ふう堂どう々どうとした姿を晒さらすこの大樹は、正式名めい称しようを《剣けん王おう樹じゆ》という。

「確か三代目ラーヴィル……剣聖大王と呼ばれた彼が、何か特別なものをこの地に封ふう印いんしたという伝承がありましたね。結果この大樹が生まれ、封印したものを守護しているとか。……いったい何が封印されているのか、気になっているのは私だけではないでしょうね」

　隣となりに立つイリーナをチラと見やる。

　彼女はコクリと頷うなずくが、しかし、腕うでを組んで首を傾かしげ、

「あたしもそれは気になってるんだけどね、でも、パパでさえ知らないって」

　彼女はこの国における、真の王族である。その父たるヴァイスは本物の国王であり、国中の機密要素全てを把は握あくしているはず。

　そんな人物さえ知らぬというなら……もしかすると、大したものではないかもしれない。

　まぁ、とはいえ。何か嫌いやな感じがするので、一応、警けい戒かいはしておくべきか。

《魔族》共が狙ねらうのは、イリーナのみ……というわけでもなかろう。

　と、引き締しまった思いで大樹を見つめる、そんな最中のことだった。




　ドカァアアアアアアアアアンッ！




　派手な爆ばく発はつ音が耳じ朶だを叩たたく。

　すわ《魔族》かと、俺もイリーナも警戒心を露あらわにして、音が飛んできた方向へと目を配った。

　すると──

「ゴラァアアアアアアアッ！　怪あやしいのだわ、アンタッ！　大人しくお縄なわにつきなさい！」

「ひぃいいいいいいいい!?　や、やめてくださいっ！　堪かん忍にんしてくださいっ！」

　……馬ば鹿かが大おお騒さわぎしてる光景が、目に入った。

　小太りの中年男性を前に、デミス＝アルギスを構えて何やら怒ど鳴なりつけている様を見て、俺達はため息を吐つくと、

「とりあえず」

「馬鹿……いや、失礼。シルフィーさんに話を聞きましょうか」

　そういうわけで、彼女のもとへ。

「あのう、シルフィーさん？　いったい何をしているんです？」

「あっ、アードに姐ねえさん！　こいつ《魔族》なのだわ！　間ま違ちがいないっ！」

「いやいやいやいやいや！　違いますよぉっ！　僕が何したって言うんですかぁっ！」

「見た目がなんだか怪しいのだわ！　アンタみたいなのはだいたい《魔族》なのよっ！　大人しく正体を現しなさいっ！」

「ひぃいいいいいい！　そ、その剣を下ろして！　お願いっ！」

　ドッタンバッタン大騒ぎしていると、喧けん噪そうを聞きつけたか、オリヴィアが駆かけてきた。

　すると中年男性は彼女へと走り寄り、その背中に隠かくれると、

「オ、オリヴィア様！　お助けくださいっ！　頭のおかしな少女が、あらぬ嫌けん疑ぎをかけて殺そうとしてくるんですぅうううううううううう！」

　は？　という顔になるオリヴィア。それから彼女は俺達を見て、問いを投げる。

「……おい。どういうことか説明しろ」

　状じよう況きよう説明をすると、その途と端たん、オリヴィアは大きくため息を吐いた。

「……彼は《魔族》ではない。わたしが行きつけにしている定食屋の店員だ。彼が揚あげるポテトフライは絶品で、一時弟で子し入りしたこともある。ゆえに身元はわたしが保証しよう」

　そうだったのか。……って、ちょっと待て。弟子入り？　定食屋に弟子入り？

　お前、腐くさっても四天王だろうが。それが芋いもの揚げ方教えてもらうために弟子入りって。

　姉貴分の芋狂ぐるいぶりに少々引いていると、シルフィーが脂あぶら汗あせを額に浮うかせて、

「ま、またアタシ、やっちゃったのだわ？」

　その後。シルフィーはオリヴィアによるキツい説教を食らい、涙なみだ目めになるのだった。

「はぁ……貴様はもう、警邏に参加せんでいい。わたしの判断が間違っていた」

　頭が痛そうな顔をして、盛せい大だいなため息を吐く。

　それから。
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「……まったく。よりにもよって、ここで騒ぎを起こすとはな。さしものわたしも、今回は肝きもが冷えた」

　ポツリと呟つぶやきながら、大樹へと視線をやる。その瞳には畏い怖ふの念が宿っており……

「オリヴィア様は、この大樹に関して何かご存じなのですか？」

　自然と、問いが放たれていた。

　オリヴィアは迷うような表情を見せたが、それも一瞬のこと。

　首を横に振ふって、俺達に背中を見せ、

「……これに関しては、相手が貴様等であっても話すことはできん」

「別の言い方をするならば。それほどに重大なものである、と？」

　この問いには何も答えることなく、オリヴィアは去って行った。

「《剣王樹》……先さき程ほどイリーナさんがおっしゃられたように、なんとも不可思議な感情を搔かき立ててきますね」

　どことなく懐なつかしいが、それと同時に……何か、おぞましく思える。

　そんな《剣王樹》のことを、俺達はしばらく凝ぎよう視しし続けるのであった──










　　　第二八話　元・《魔ま王おう》様と、予想外な展開







　結局のところ、一日目はシルフィーが起こした騒動を除けば平穏無事に終しゆう了りようした。

　そして一夜明け、学祭二日目が開幕。

　本日も気持ちの良い青空が広がり、さんさんと輝かがやく太陽が地面を照らす。

　客足は一日目に比べて増加傾けい向こうにあり、その賑にぎやかさもまた増す一方である。

　そんな中を、俺は一人、警けい邏らして回っていた。本日からは基本的に単独行動となる。シルフィーがクラスの出店内にて待機を言い渡されたため、その穴をイリーナが埋うめる形となった。無論のこと、彼女には常時監かん視しが付けられており、何かあれば即そく座ざに連れん絡らくがくる。

　とはいえ。現時点において、《魔ま族ぞく》達はその存在の片へん鱗りんさえも見せていない。

　事前に送られてきた脅きよう迫はく状は、偽にせ物ものかなにかであったのだろうか。

　奴やつ等らの動向に疑念を抱いだきつつ、学内を回っていく。

　そうしていると。

「はぁ～。一時間待ちとかマジかよ。めんどくせぇ」

「まぁ、しょうがねぇだろ。高級食材使った料理を格安提供なんて、滅めつ多たにねぇんだから」

「だよな～。ま、適当にだべって待つとすっかね」

　ガヤガヤとした声の群れが、鼓こ膜まくを震ふるわせる。

　そちらに目をやると、一軒の出店に並ぶ長ちよう蛇だの列が確かく認にんできた。

　途端、先刻耳に入った声が、下心に満ちたものであることを理解する。

　彼等が一時間以上も待って入りたい店。その名は──

　ビキニ少女喫きつ茶さである。

　彼等は高級食材など目当てにしていない。食しよく欲よくではなく、性欲を満たしに来たのだ。

　この、我がクラスの出し物に被かぶりまくっている出店を運営しているのは──

「おやおやぁ？　大魔導士様の息子むすこさんじゃないですかぁ。こんなところになんの用？」

　思考中、明らかな侮ぶ蔑べつの念を孕はらんだ声が、こちらへと飛んでくる。

　Ａ組の生徒達であった。

　その全員が貴族で、五人固まり、こちらへ敵意溢あふれる視線を向けている。

「……特段、理由はございません。警邏の最中、偶ぐう然ぜんこちらを通りかかったまで」

　俺の返答に、彼等のリーダーが鼻を鳴らして笑う。

「どうだか。卑いやしい平民のことだ。我々の店てん舗ぽを視察にでも来たんじゃないのか？」

　我々の店舗。その言葉通り、ビキニ少女喫茶はＡ組が運営するものだ。

　我がクラスのアイディアを大だい胆たんに盗ぬすんだだけ……であれば問題はないのだが、聞くところによると調理担当者に一流のシェフを起用し、従業員たる少女達も王都から選えりすぐった美形揃ぞろいと聞く。

「……それにしても。Ａ組の皆みな様さまは随ずい分ぶんと資金運用がお上手なようで」

　学祭の出し物は各クラスに支給される支し度たく金の範はん疇ちゆうでやりくりしなければならない。

　それなりのものを出したいなら支度金だけでは足りないため、金を増やす必要がある。

　ゆえに我がクラスでも先物取引などを行い、資金を倍額へ増やしたわけだが……

　Ａ組の店舗事情を思えば、支度金は八倍程度に増えていると予想される。

「この短期間でいかにして潤じゆん沢たくな資金を得たのか。ぜひともご教授願いたいものですね」

「ふん。平民如ごときが貴族の資金運用法を知ったところで宝の持ち腐ぐされというものだ」

　嘲ちよう笑しようしてくる。が、その悠ゆう然ぜんとした顔には一筋の汗あせが流れている。

　なんともわかりやすい。不正行こう為いをして金を水増ししたと、自白したようなものだ。

「……では、私は警邏中の身ですので、これにて失礼」

「せいぜい気張ることだな。まぁ、どう足あ搔がいても我々の勝ちは揺ゆるがないけどね？」

　あからさまにこちらを見下した笑い。それを背中に受けながら、俺は嘆たん息そくする。

　ちょっと叩いてやれば、いくらでも埃ほこりは出てくるだろう。そうすれば奴等を失格処分へと追いやることができる。しかし……あえてそれはやらん。

　このまま、相手が有利な状態のまま、勝負を続行する。そのうえで勝つ。

　そうせねば気が済まぬ。

　……どうやら俺も、少々熱くなっているようだ。

　自然と、足が我がクラスの出店へと向かう。

　お色気メイド喫茶。これ以上なくわかりやすい看板が掲かかげられたその店には、Ａ組のそれと比べても遜そん色しよくないほどの行列ができていた。

「ふむ。これは、入るのに時間がかかりそうだな」

　皆の働きぶりなどを視察しようかと思ったが、これではな。

　Ａ組の連中にも言ったことだが、警邏中ゆえ、そこまで時間は割さけぬ。

　盛せい況きようを確認できただけ、マシとしよ──

「うぉおおおおおおおおおお！　なにしやがるのだわ、ゴラァアアアアアアアアアッ！」

　……聞き慣れた馬鹿の声が轟とどろいた直後。

　店の壁かべを突つき破る形で、黄こ金がね色の奔ほん流りゆうが駆け抜ぬけていった。

　予定変へん更こう。不ぶ躾しつけを承知で、俺は列に割って入り、待機客に謝罪しつつ店内へ。

　瞬しゆん間かん、俺の目に一人の少女が映る。

　露ろ出しゆつ度ど高めの改造メイド服を纏まとった馬鹿……シルフィーである。背せ伸のびしまくったちんちくりんといった姿の彼女は、一人の客に対し聖せい剣けん・デミス＝アルギスを構え、叫さけぶ。

「アンタぁああああああああああ！　今アタシのお尻しり触さわったでしょおおおおおおおおおおおおッ！　痴ち漢かん野や郎ろうには死の制裁をくれてやるのだわぁああああああああああッ！」

「ひぃいいいいいいいいいいいいいいいい!?」

　なんか、昨日も似たような光景を目にしたな。

　……ともあれ。馬ば鹿かの騒そう動どうに割って入って鎮ちん圧あつし、狼ろう藉ぜきを働いた客に関しては出入り禁止処分を言い渡わたしてご退場願った。

　馬鹿のせいで空いた大穴については……仕方ないので、俺が魔法でなんとかした。

「す、すごい……！　まるで時間が巻き戻もどったみたいに……！」

「じ、時間操作までできるとか、アード君マジパないわ……！」

「あぁ、結けつ婚こんしたい……！　切実に結婚したい……！」

　改造メイド服姿の女子達が、熱ねつ烈れつな視線を送ってくる。

「……そんなにたいしたことはしておりませんよ。回復魔法の術式を少しばかり弄いじっただけのこと。これしきであれば、皆さんもできるようになります」

　そのように言い訳をした後、シルフィーに説教を食らわせる。

　十分に反省したところを見届けると、俺はため息を吐ついて。

「では、私はこれにて失礼──」

「そんなこと言わないでくださいよっ！　せっかくいらしてくださったんですし、私達のおもてなし、ぜひとも受けてくださいっ！」

　爽さわやかな笑え顔がおと共にジニーが歩み寄ってきて、腕うでを組んでくる。

　そのままこちらの腕を自身の豊満な乳ち房ぶさへと押し付けてきて……肌はだ色いろの双そう丘きゆうに腕が沈しずんでいく様子と、それに伴ともなう極ごく上じようの柔やわらかさが、理性を侵しん食しよくする。それゆえ、

「わ、わかりました。では、ちょっとだけ……」

　咄とつ嗟さにこんなことを言ってしまった。

　ジニーはどこか黒さを感じさせる微び笑しようを浮かべると、

「では皆さん！　訓練通りに行きますわよ！　アード君の一〇〇人ハーレムに入れるかどうか、全すべてはここで決まると思いなさいっ！」

「「「イエス・マム！」」」

　それはまるで、統制された軍隊のようであった。

　手の空いている女子達だけでなく、接客中の女子さえも職務を放ほう棄きし、流りゆう麗れいかつ無む謬びゆうの動作で躍やく動どうする。全ては、俺をもてなすために。……接客を投げ出すのはいかんだろう、というツッコミを入れられぬほど、女子達の顔には気き迫はくが宿っていた。

　それはまるで、獲え物ものを狩からんとする肉にく食しよく獣じゆうのようで。

「まずはご挨あい拶さつっ！　せ～のっ！」

「「「お帰りなさいませご主人様っ！」」」

　全員が一列に並び、一糸乱れぬ調子でお辞じ儀ぎ。……重力に従って地面へと垂れる乳房を強調しているのは、きっとわざとであろう。普ふ段だんならばそのエロティックな姿に、僅わずかながらも情じよう欲よくの念を禁じ得なかったであろうが……

「続いて、お席にご案内っ！」

「「「イエス・マムっ！　こちらへどうぞ、ご主人様っ！」」」

　全員、目が血走ってて怖こわい。肉食獣の群れに放ほうり込まれたような気分だ。

　その格好こそエロスに満ちあふれたものだが……性欲を刺し激げきされないのは、彼女等の下心が丸見えだからか。

「「「ご注文はなんでしょうかご主人様っ！　ドリンク？　ご飯？　それとも、わ・た・し？　わたしがお勧すすめですよっ！　ご主人様っ！」」」

「……ではドリンクをお願いします。オレンジジュースを一つで」

「「「わかりましたっ！　特とく濃のうミルクですねっ！　わたし達のおっぱいをどうぞっ！」」」

「誰だれもそんなの頼たのんでませんが!?」

　大勢の女子達が、こちらの全身に胸を押し付けてくる。

　これはもはや、おもてなしという名の狩りであった。

　そんな乱らん痴ち気き騒さわぎの中、運命の悪戯いたずらか、イリーナちゃんが入店し──

「なっ、ななな、なにしてんのよーーーーーー!?」

「ご主人様へのご奉ほう仕しですが、なにか？」

　ジニーとの舌戦が繰くり広げられた末に。

「あ、あたしだって、ご奉仕ぐらいできるもんっ！」

　そう叫んで店の奥へと消えていき、少しして……

「ど、どう？　似合う、かな？」

　ジニーに対たい抗こうしてのことだろう。イリーナちゃんが改造メイド服を纏まとい、やってきた。

　その姿が晒さらされた途と端たん、野郎共の歓かん声せいが飛ぶ。

　改造メイド服は、以前ジニーが見せたデザイン画の通りに制作された。

　上はマイクロビキニとメイド服が融ゆう合ごうしたような斬ざん新しんかつ前衛的なデザインで……

　イリーナの白くて滑なめらかな肌はだと、豊かに育った乳房が大胆に露ろ出しゆつ。

　隠かくすべきところがもう少しで見えてしまう。そんな危あやうい状態である。

　その一方で、下に関してはもはや何も隠してはいない。スカートなどあってないようなもので、柔らかそうなお尻しりと黒いＴバックの下着がほとんど丸見えである。

　……彼女の姿を見て、前まえ屈かがみになっている野郎共の眼球を、ことごとく抜き取ってやりたい。こ、こんな破は廉れん恥ちな格好、お父さんは認めんぞ！

「イ、イリーナさん。ふ、普ふ通つうのメイド服に着き替がえてらっしゃい」

「やだっ！　この格好でご奉仕するのっ！」

「し、しかし、恥はずかしいでしょう？　その格好は」

　そう述べてみると、イリーナは顔を僅かに赤らめて、こちらから目を外す。

　そしてもじもじと太ももを擦こすり合わせながら、

「べ、別に恥ずかしくなんかないもん。む、むしろ……ゆ、誘ゆう拐かいされてから、あたし、素す肌はだを見られたら気持ちよくなるっていうか……」

　誘拐というのは、エルザードの一件であろう。

　……あのとき、この子は全ぜん裸らに剝むかれ、その柔やわ肌はだを多くの《魔ま族ぞく》共に晒したわけだが。

　その際、おかしな性せい癖へきに目覚めてしまったらしい。

　……こうなってしまった要因たるエルザードと《魔族》に、この上ない憎にくしみが芽生える。特にエルザード。次に遭そう遇ぐうした暁あかつきには、必ずや血祭りにあげてくれようぞ。

「イ、イリーナ姐ねえさん、す、すごくエッチなのだわ……！　ぐへ、ぐへへへへ……！」

　どこぞの馬鹿もヤバい扉とびらを開きかけているが、こっちに関してはどうでもよかった。

　……かくして。

「給仕もご奉仕もあたしが全部やるからっ！　あんた達は引っ込んでなさいっ！」

「横暴ですわ、ミス・イリーナっ！　アード君は皆みんなのご主人様っ！　そこらへんをご理解くださいなっ！」

「「「そーよ、そーよっ！」」」

「あぁもう、うっさい！　アードはあたしのなの！　あたしだけのご主人様なのっ！」

「皆、揉もめるのはよくないのだわっ！　だ、だから……間をとって、こ、このアタシがご奉仕してあげても……いいわよっ!?」

「いえ、シルフィーさんは何もせず、大人しく待機してくださるとありがたいのですが」

「だわわっ!?」

　お色気メイド喫きつ茶さにはしばらく、少女達の姦かしましい喧けん噪そうが轟き続けたのであった。




　……ご奉仕という名の戦争を終えて、店内にはようやく平へい穏おんが戻ってきた。

　そして客足が落ち着き始める時間帯となった頃ころ。

「あのう。アード君、ちょっとお時間よろしいですか？」

　ジニーが声をかけてきた。これが色いろ恋こいを期待した顔であれば、警けい邏らを理由に断っていたのだが……その面おも持もちは真しん剣けんなもの。

　俺は彼女に了りよう承しようの意を返すと、案内されるがままにバックヤードへと移動した。後ろにはイリーナやシルフィーが付いている。しかしジニーはこれを黙もく認にんし、小言すら漏もらさない。そしてバックヤードにある従業員の休きゆう憩けい室へと入室。俺達以外には人がおらず、いかような話もできる空気が整っていた。

「……Ａ組との売上勝負ですが、何も手を打たない場合、こちらの敗北は確実かと」

「えぇっ!?」

　不安げな顔のジニーに、シルフィーが驚きよう愕がくの声を漏らす。イリーナもまた、困ったような顔で俺のことを見ている。

「ふむ。そうした予想は、何を根こん拠きよに立てたのですか？」

「はい。何度か人を出して偵てい察さつしたんですが……女の子と料理の質、残念ながらどちらもＡ組が上と言わざるを得ないかと。その結果が、お客さんの数に直結しています」

「現段階で売上に差がついているということですか」

「た、たたた、大変だわっ！　ど、どうすれば……！」

「具体的に、どれぐらいの差があるの？」

「さすがに正確な数字はわかりませんが……あちらの売上は、ウチの１・５倍ほどではないかと予想されます」

　ふむ。中々の差がついているようだな。

「な、何か手を打たなきゃ……！　あっ、そ、そうだわ！　演劇をやるときにウチの宣伝をすればいいんじゃないかしら!?　そうすればきっと、お客さんが増えるはずだわ！」

「そうですね。シルフィーさんがおっしゃる通り、我々には演劇という、宣伝の場があります。……とはいえ」

「Ａ組の連中も、そこは織り込み済みよね」

「えぇ、間ま違ちがいなく。だからきっと、なんらかの切り札を用意してますわね」

　ゆえに我が方としても、もう一つ、何か手を打つ必要がある。

「……ここは一つ、信しん頼らいと伝統のお色気じゃんけんを復活させるしか」

　何やらジニーが珍ちん妙みような単語を吐はき出した、そのときだった。

『学内の皆みな様さま！　今年もやってまいりました、剣けん王おう武ぶ闘とう会！　三代目ラーヴィル王の御み魂たまに捧ささげる、剣者達の祭典！　今年も学園内外問わず、広く参加者を募ぼ集しゆうしております！　本日昼二刻までが参加募集締しめ切りとなりますので、それまでに──』

　休憩室にまで響ひびく、学内放送。その途と中ちゆう、シルフィーがガタッと音を立てて立席し、

「こ、これだわぁあああああああああああああああッッ！」

　天てん啓けいを得た賢けん者じやの如ごとく、仰のけ反りながら絶ぜつ叫きようした。

「剣王武闘会に皆で出るのっ！　アタシ達なら大活かつ躍やくは間違いないのだわっ！　そんで、戦うたびにお店の宣伝をするのっ！」

　ふむ。古代世界でも似たようなことはしていたな。闘技場にて日々争う闘士達に、商会などの名を刻んだ衣い装しようを着させ、広こう告こく塔とうとする。シルフィーの意見はそれに似たものだ。

　そしてこの方法は、実のところ結構な利益を生む。

「いいわね、それ。あたしもちょうど、出たいと思ってたところだし」

　昔を懐なつかしむような顔になるイリーナちゃん。

「パパも昔、出たことがあるんだけどね。あのときのパパは格好良かったなぁ。優勝賞品の聖剣のレプリカを抱かかえてる姿が、すごく画えになってて……」

「聖剣のレプリカ？　なんですか、それは？」

　俺の問いに、ジニーが返答を寄よ越こした。

「三代目ラーヴィル王から拝領した宝物、だそうですよ。三代目ラーヴィル王は《勇者》・リディアを崇すう拝はいしてて、彼女が扱あつかった聖剣のレプリカを作り、それを国宝にしたとか」

　……奴やつの聖剣、か。レプリカとはいえ、正直、見たくもないな。何せあの剣は……

「それで、ですね。我が校が創設する際、聖剣を握にぎるに値あたいする人物の到とう来らいを願って、学園へ聖剣のレプリカを預けた、とのことです」

「……そんな大事なものを、優勝賞品にしてもいいのですか？　剣王武闘会は学園の内外問わず、参加が可能なのでしょう？　となれば──」

「あぁ。外部の人間が優勝し、国宝を持ち去ることもある」

　俺が言葉を紡つむぐ最中、いつの間に入室していたのか、オリヴィアが口を挟はさんできた。

「だが、あのレプリカには曰いわくがあってな。厄やつ介かいなことに、すぐさまこの学園へと戻もどってくるのだ。……収まるべき鞘さやを求めるが如く、な」

　まるで外部の人間が持ち去り、そのまま永遠に学園から失われることを望んでいるような口ぶりであった。そこについては気になるところであるが、彼女の様子からして、真実を教えてはくれまい。

「ともあれ。今年の剣王武闘会にはわたしも参加を表明している」

「それはそれは……もはや、優勝者は決まったも同然ですね」

　剣王武闘会は剣術と身体機能強化の魔法のみを用いての大会である。

　そのルールであれば、オリヴィアに勝てる者などこの世界のどこにもいない。

　それについては当人が一番自負しているであろうに、なぜ参加表明など──

「いいや。わたしが優勝となるかはまだわからん。なぜなら……アード・メテオール、貴様が参加するからだ」

「……は？」

　突とつ然ぜんブチ込まれた巨きよ大だいな爆ばく弾だんに、俺は思わず素すの声を出してしまった。

「い、いやいやいや。何をおっしゃるのですか、オリヴィア様。私は参加など──」

「悪いが、貴様の参加表明書はわたしの方で勝手に書いて、勝手に提出させてもらった」

　なんてことをしてくれやがるのだ、この女。

「し、しかし、ですね。私は己おのれの力を誇こ示じすることは──」

「やかましい。貴様の都合など知らん。もしも出ないと言い張るのであれば……わたしはとある案件について、一方的に決めつけてかかるが、それでもいいのか？」

　こ、こいつ……！

　とある案件というのは、俺が《魔ま王おう》の転生体であるか否いなか、という疑問であろう。

　身の潔白を証明するには、大会に出た上でオリヴィアの疑ぎ惑わくを払ふつ拭しよくするような戦いをするしかない、ということか……！

「フフフフ。楽しみだなぁ。ここでようやく、決着がつくんだろうなぁ」

　思わず反へ吐どが出てしまいそうな、素敵過ぎる笑え顔がおを浮うかべるオリヴィア。

　そんな彼女に、俺は冷ひや汗あせが止まらなかった。

「アード君が出るなら私も参加しよっかな。ぶつかっちゃったら、試合形式で手取り足取り剣術を教えてくださいね♡」

「……剣術を教えてもらうってのはただの建前で。どさくさに紛まぎれてえっちなことがしたいだけなんじゃないの？」

「まぁ。それは邪じや推すいというやつですわ、ミス・イリーナ」

「そうかしら。あんたらサキュバスって、年がら年中えっちなことばっか考えてる変態種族だから、信用できないわ」

「……ねぇ、ミス・イリーナ。私のことは悪く言っても構いませんけど、種族ごと侮ぶ辱じよくするのはやめてくださらない？」

「やぁ～よ。事実を言ったまでじゃない」

　バチバチと火花を散らす二人。

「そういえば、以前のバトルイベントでは決着が付けられませんでしたねぇ。……今回はボッコボコにしてあげるから覚かく悟ごなさいな」

「やれるもんならやってみなさいよ、この淫いん乱らんサキュバス」

　激しい闘気が両者の総身から放たれ、互たがいの狭はざ間までぶつかり合う。

　だが、そんな彼女等の様相など、今の俺には興味の埒らち外がい。

　我が脳内では、ある一言が永遠の如くリフレインしている。即すなわち──




　どうしてこうなった？










　　　第二九話　元・《魔王》様の名めい芝しば居い







　ラーヴィル国立魔法学園は、無む駄だに広大な敷しき地ち面積を持っている。

　その校庭内には大型の闘技場もあり……あんなものいつ使うのだと思っていたが、どうやら剣王武闘会で使用するためのものだったらしい。

　そして現在。俺は遺い憾かんながらも、他ほかの参加者と同様、控ひかえ室にて待機中である。

　一〇〇人近くを収容してもなお狭せまさを感じさせぬこの室内には、中央に巨大な水すい晶しようが設置されており、その鏡面じみた全体に会場の様相を映している。

　これは最新の魔導科学が生んだ映像配信機器、らしい。

　水晶には場内を埋うめ尽つくす膨ぼう大だいな観客と、その熱を煽あおる実じつ況きよう者の姿が克こく明めいに映し出されていた。この盛せい況きようぶりからして、ゴルド学園長は今いま頃ごろホクホク顔であろう。

『さぁ、今年もやってまいりました、剣王武闘会！　ルールや進行内容は例年と変わりありません！　扱えるのは剣の技術と身体機能強化の魔法のみ！　それ以外の使用は即そく座ざに失格処分となります！』

　ルール説明の後、実況者は今後の大会進行に関して語り出した。

『本日行われますは、予選トーナメントの一日目！　この予選は第一から第八までブロック分けがなされておりまして！　そのブロックの優勝者のみが、学園祭最終日に行われます、本戦トーナメントの出場権を獲かく得とくするのです！』

　予選は三日に分けて行うらしい。一日で済ませようと思えば可能なのだろうが……数日に分けた方が入場料をガッポリ儲もうけられると、そういう魂こん胆たんがあるのだろう。

『闘技ルール、大会進行、そして優勝賞品。全すべて例年通りではありますが……しかしお客様！　ご安心ください！　今年はマンネリ感など微み塵じんも感じる暇ひまはございませんよ！　なぜならば……今年の参加者には、規格外な人物が三名も揃そろっているのですッ！』

　実況者の言葉に、思い当たる節がある者達が表情を僅わずかに変えた。

　まず、俺の隣となりに立つイリーナちゃん。「あたしのこと言ってるわ、ふふん」といった得意げな顔で胸を張る。マジ可愛かわいい。

　そして俺達から少し離はなれた場所、壁かべ際ぎわに体を預け、腕うでを組んで瞑めい想そうしていたオリヴィア。

　彼女はやれやれといった調子で嘆たん息そくする。

　で、最後に……

「規格外だなんて、そんな、褒ほめても何も出ないのだわ～～～」

　照れたようにニコニコしてるシルフィー。……だが、

『規格外のうち二名は！　本校在ざい籍せきのあの二人！　そう、皆様もご存じ、大英えい雄ゆうのご子息、ご令れい嬢じようであります！　先の《魔族》が引き起こした事件を解決に導いた彼等が、いったいどのような活躍を見せるのか、期待に胸が躍おどりますッ！　そして──最後の一人はッ！　なんと！　なな、なんとッ！　かの生ける伝説ッ！　全ての剣者の始祖にして頂点ッ！　そう──四天王ッ！　オリヴィア・ヴェル・ヴァイン様だぁああああああああああッ！』

　場内が一いつ瞬しゆん、静せい寂じやくに包まれた後、すぐに割れんばかりの大だい歓かん声せいが広がる。

　客達の熱気も凄すさまじいものだったが、しかし、控え室にて待機する闘とう技ぎ者達もまた、一様に熱量を高めていた。

「オリヴィア・ヴェル・ヴァイン……まさか、本物なのか？」

「あの剣聖に挑ちよう戦せんできるとは……！　これ以上の名めい誉よはない……！」

　全ての闘技者の熱量を一身に受け止めるオリヴィア。彼女からすれば慣れ親しんだ状じよう況きようなのだろう。その瞳ひとみは相も変わらず閉じられ、瞑想の構えに微塵の変化もない。

　……一方、勝手に期待して順当に裏切られたシルフィーはと言うと。

「えっ？　ア、アタシは？　ねぇ、アタシは？」

「……まぁ、元気出しなさいよ。きっといつか、いいことあるから」

　涙なみだ目めになってプルプル震ふるえるシルフィーを、イリーナが優やさしく慰なぐさめている。

　……さて。前置きが全て終わると、ついに予選の一日目が本格的に開幕した。

　多くの参加者達が大おお舞ぶ台たいへと上がり、剣けん技ぎを競きそう。中には名人、達人の類たぐいも複数いたが……中でも注目すべきは四名。奇くしくも、その全員が身内である。

　まず、なんといってもこの人。

「うぉらぁああああああああああああああああああッ！」

　そう、イリーナちゃんである。彼女は幼少期から俺の手ほどきを受けた才女。魔法の腕うで前まえはもちろんのこと、剣術に至っても達人の領域に在ある。

　そんな彼女はなんなく勝利を収め、翌日の予選二日目へと駒こまを進めた。

　続いて二人目は、

「アードくぅ～～～ん！　見てますかぁ～～～～！　私、勝っちゃいましたっ！」

　倒たおれた相手の傍そばで、こちらにピースサインをしながら微笑ほほえむ。

　そんなサキュバスの少女、ジニーである。

　彼女の相手はなかなか骨がありそうで、苦戦は必至かと予想したのだが……

　それを見事覆くつがえし、楽々と勝利を収めて見せた。

　初めて会った時とは違ちがい、ジニーの顔に弱々しさは微塵もない。これならば優勝争いにも食い込んでいけるだろう。

　……そして、三人目はやはり、

「だぁああああああああわぁあああああああああああああッ！」

　馬ば鹿か、もといシルフィーである。こいつについてはまぁ、勝って当たり前というか。

　アレでも奴やつは、あの時代を生きた人間だ。物心ついた頃ころにリディアに拾われ、以来、ずっと彼女の弟で子しとして戦い続けた。その戦歴は幼いながらも輝かがやかしいもので……あのまま軍に残っていれば、間違いなく神殺しを成していただろう。

　さもなければ、あのリディアが酔すい狂きようで聖せい剣けんを託たくすわけもない。

　もしかすると、奴こそが優勝の筆頭候補かもしれんな。

　……で。最後はなんといっても、あいつだろう。

「はぁ。やはり、つまらんな」

　我が姉貴分、オリヴィア・ヴェル・ヴァイン。

　その威い名めいは世界に轟とどろいており、歴史上最強の剣士として名高い。その評価は決して誇こ張ちようされたものではなく、事実、あいつ以上の剣者は後にも先にもいないだろう。

《魔素》濃のう度どの低下により、全ぜん盛せい期に比べれば大きく劣れつ化かしているが……それでも、この時代では敵なしである。

　相手方も名の知れた剣者であったようだが、対たい峙じと同時に絶対的な力量差を悟さとったか、一合も打ち合うことなく降参を宣言。

　その結果、オリヴィアは戦うことなく勝利を収めたのだった。

　……それで。肝かん心じんの自分について、だが。この予選で負けてしまった場合、間違いなくわざとだと思われてしまう。そのため当たり障さわりのない内容を演じ、翌日へと駒を進めた。

　負けるとしたら本戦だろう。イリーナちゃんかジニーあたりとぶつかり、敗北。これが理想的なシナリオだ。……まぁ、大いなる意思は俺のことを嫌きらっているので、どうせそういうことにはならんのだろうが。

　ともあれ。

　剣王武闘会の一日目は、なんの問題も発生することなく、終わりを迎むかえたのだった。




　大会の参加という思わぬ事態に苦しんだ二日目。

　本日、学祭三日目は、平へい穏おん無事に過ぎていってほしいものだが……やはり難しかろう。

　何せ本日は、演劇の公開日である。

「わ、私はちょい役だけど……そ、それでも、緊きん張ちようしちゃいますね」

　舞台裏にて。観客達の声を聞きながら、ジニーが冷ひや汗あせを流す。緊張しているのは彼女だけじゃない。クラス一同、平民・貴族問わず、皆みな一様に落ち着きがなかった。

　……特に、

「ア、アアアア、アタシ、だ、だだだ、大だい丈じよう夫ぶ、かかか、かしら？」

「へ、へへへ、へーきよ、こ、こここ、こんなの。た、たた、楽しんでいきましょ」

　演劇の三本柱ともいえる役どころ、そのうち二つ、悪役とヒロインを演じる二人が、一番の動どう揺ようを見せている。

　イリーナとシルフィー。いずれも滝たきのような脂あぶら汗あせを流し、その全身は残像が発生するほどの高速振しん動どうを続けている。

「……お二人とも、どうか落ち着いてください。完かん璧ぺきな芝居をしようとか、お客様の期待に応こたえようとか、そういったことは考えなくてもよろしいのです。お二人は場に存在するだけで華はなをもたらすような方々。ゆえに、ただ用意された台詞せりふを読み上げ、適当な身み振ぶりと手振りを行う。それだけでことは終わります。ですから気を楽に……」

「そ、そそそ、そうよねっ！　ア、アアア、アードの言う、言う、言う、とととと……」

「気、気が、気が楽に、ななな、なたのだわわわわ！　あ、ああ、ありが、がががが……」

　ダメだこりゃ。

　もう、不安で不安でしょうがない。できれば始まりが永遠に来なければと思う。

　だが、時は残ざん酷こくにも過ぎていき……とうとう、開幕へと至る。

　脚きやく本ほんは当初の予定通りだ。《魔ま王おう》と《勇者》、二人の主役が《邪じや神しん》の一柱たるアヴィア＝デサ＝ヴィルスを討とう滅めつするまでの物語。

「わ、わた、私の声が聞こえるなら！　た、立って戦え！　諦あきらめることは、許さないっ！」

　敵軍の猛もう攻こうを受け、半はん壊かいとなった自軍を奮起させる。そんな場面を演じるイリーナ。

　開幕前は不安でしょうがなかったのだが、今のところ問題なく進んでいる。

　それはシルフィーもまた同様であった。

「ふ、ふは、ふはははは！　恐きよう怖ふにのたうち回れ、下等生物どもっ！」

　台詞こそかなりの棒読みだが、殺た陣てのシーンなどは完璧である。さすが脳のう味み噌そまで筋肉でできた少女といったところか。感情に関係なく、体が勝手に動くのだろう。

　このまま順調に、終わりへと進んで行ってほしいものである。

　……それにしても。

「我が武ぶ威いを以もつて血路を開くッ！　この《魔王》に続けッ！」

　は、恥はずかしい……！　これは、予想以上に恥ずかしい……！

　何が悲しくて、美化された自分なんぞ演じねばならんのだ！

「キャー！　アードさま素す敵てきー！」

「本物の《魔王》様みたいっ！　チョーカッコいいっ！」

　俺が芝しば居いをする最中は、こんな黄色い悲鳴がずっと飛び交かっているのだが……

　その、本物の《魔王》様はな、この戦いくさの際、格好のいいところなど一いつ切さいなかったよ。

　……あぁ、演じていると、否いやが応でも思い出す。

《邪神》……当時は《外なる者達アウター・ワン》と呼ばれし者共の一柱、アヴィア＝デサ＝ヴィルス。

　奴の討とう伐ばつに至るまでの顚てん末まつは、永遠に忘れられぬものである。

《外なる者達アウター・ワン》はどいつもこいつも異常極きわまりない力を有しており、奴等との戦いにおいて、悲劇が発生しなかった例ためしがない。

　奴等と戦うたび、俺達は大切なものを失い続けてきた。

　そんな宿敵との長き戦いの歴史において。

　このアヴィア＝デサ＝ヴィルス討伐戦は、異色極まりない内容であった。

　もうだいぶ昔のこと。荒こう野やの只ただ中なかに城を構えたあの男を打ち倒すべく、俺達はまず城を包囲して結界を張り、敵がどこにも逃にげられぬよう準備を整えたうえで軍議を行った。

　場に集つどった面子メンツはリディア率いる軍勢と、我が軍の主要を務める者達。合わせて一二名。

　皆、まさしく一いつ騎き当とう千せんの怪かい物ぶつ。単独で大国を落とすことなど造作もない。そんなそうそうたる面々を見回しながら、俺は口を開いた。

「……出だしに関しては、いつもの通りだ。俺とリディアが突とつ貫かんし、敵方の情報を得る。これについて異論がある者は手を挙げよ」

　これに対し、すぐさま嚙かみついたのが……当時、一二歳のシルフィーであった。

「アンタに姐ねえさんの背中は預けられないのだわっ！　だからアタシが──」

「うるせぇ。てめぇは黙だまってろ」

　底冷えするような声を放つリディアに、ビクリと全身を震わせるシルフィー。

　普ふ段だんのリディアであれば、可愛かわいがっている妹分にこういう言い方は決してしない。

　それだけ、彼女も精神的に追い詰つめられているのだ。

　無理もない。リディアもまた、奴等との戦いで大切なものを失い続けてきた。

　普段の戦であれば無茶と馬鹿をやり通し、俺の策をメチャクチャにする女だが……こういうときばかりは、さすがに空気を読む。

「で、でも、姐さんっ！」

「……オレは、黙れと言った。聞こえなかったのか？」

　これ以上何か言えば、無理やりにでも黙らせるぞ。そういう顔だった。

　これにシルフィーは悲しげな表情をして、瞳を涙で濡ぬらす。

　……キツい言い方をするのは、リディアなりの愛情である。これだけ言えば、あのシルフィーとて、余計な動きをすることはあるまい。結果として、彼女を失う確率も減る。

　全すべては妹分への愛情ゆえの冷然。しかしこのときのシルフィーは今よりさらに幼く、おそらくはリディアの真意を摑つかめてはいなかったろう。

「アタシだって……アタシだって……！」

　俯うつむき、涙を流しながら、悔くやしそうにする。

　一言二言、何か声をかけてやりたかったが、時間もない。ここは敵地のド真ん中。いつ敵方が出てくるかもわからんのだ。ゆえに俺は、心を鬼おににして軍議を進めた。

「俺達が戦っている間……ヴェーダ、お前は敵方の分ぶん析せきだ。隅すみ々ずみまで研究し尽つくせ」

「りょ～かいっ！　ドキが胸々だねぇ～！　ゲヒャヒャヒャヒャ！」

　四天王の一人にして、我が軍随ずい一いちの頭脳を持つ少女が、不気味に笑う。

「オリヴィア。お前は不測の事態に備えよ。俺達がやられた際、その時点でまだヴェーダが打開策をはじき出していなかった場合、お前が俺達の代わりを務めるのだ」

「……あぁ。任せておけ」

　神しん妙みように頷うなずき、閉じていた瞳ひとみを開ける。その姿はまさに、歴戦の武人であった。

「ライザー。お前は後方支し援えんだ。俺とリディア、あるいはオリヴィアなどを援護せよ。やり方は任せる」

「委い細さい承知」

　力強く頷く。四天王のまとめ役であるこの老将は、まさに我が軍の縁えんの下。彼がいれば、安心して前に出ることができる。

　……そして。俺は、あの男へと目をやった。

「アルヴァート。お前は……好きにせよ。思うがままに戦場を駆かけるがいい」

　そう告げると、奴は美女めいた絶世の美び貌ぼうを、狂きよう的てきな笑えみで歪ゆがめ、

「ふはん。こちらの扱あつかいがよくわかってきたようじゃあないか。然しからば、我が主あるじのご命令通りにするとしよう。極ごく上じようの地じ獄ごくを、堪たん能のうすることにしよう」

　元は敵方であり……俺を殺すため誰だれよりも俺に近づく、といった理由で我が軍に下った男。信用は一切できぬがその力量は信しん頼らいに値あたいする。ゆえに俺は、奴やつを四天王に据すえたのだ。

　この戦せん闘とう狂きようは、今回もまた戦場を荒あらすだろう。その末に……

　敵方を討滅する、至上の一手を打つに違ちがいない。

　それから、リディアの手勢にも配置などを伝えんと口を開いた……そのとき。

『はは。精が出るなぁ、ムシケラ共』

　我々の脳内に、声が響ひびいた。これは、そう、敵方のそれである。

『明日の昼まで待ってやるゆえ、入念に話し合うがいい。それと……今宵こよいはなんぞ、好きなものでも食い、恋こい人びとがおる者は飽あきるまで抱だいておけ。明日になれば、二度とできぬことゆえなぁ。ははははははははは！』

　笑しよう声せいが尾おを引いて……やがて、消える。

　その後。敵の言う通り、入念な打ち合わせを行い、解散。

　それから一人、幕舎にて夜を過ごしていたときのことだった。

「ね、ねぇ、ヴァル。ちょっと、いい？」

　珍めずらしいことに、シルフィーがしおらしい態度で入ってきた。

「どうした。俺はてっきり、リディアと共に過ごしているものと思っていたが」

「アタシも、そうしたかったんだけど……姐さん、ピリピリしてて……」

「ふむ。近寄ることもままならぬ、と。……それで、なにゆえ俺のもとへ？」

　問いを投げたところ、シルフィーは拳こぶしをギュッと握にぎりしめて、

「アタシは、本当に、姐さんの代わりになれないの……？　軍議で言われたことも、後衛での待機だし……ふ、二人はアタシのこと、役立たずだと思ってるの……？」

　その大きな瞳は涙なみだで潤うるんでいて、今にも泣き出しそうだった。

「アタシだって……アタシだって、ちゃんとやれるのだわ……！　足を引っ張ったりなんかしないし……皆みんなを守るために、強くなったのに……！」

　言葉が、勝手に溢あふれてくるといった様子だった。

　……普段、俺はこいつに対し、割と辛しん辣らつに当たっているのだが。

　さすがに、このときばかりはそういう気になれなかった。

「……認めているさ。俺もリディアも。お前のことを、ちゃんと認めている」

「じゃあ、なんで!?　なんでいつも、アタシばっかり前に出してくれないの!?」

「それは、お前を失いたくないからだ。特に、リディアはな。……あいつからは口止めされているが、こんなときだ。かまわんだろう」

　そう前置くと、俺はシルフィーの目をジッと見み据すえて、

「リディアはな、お前を自身の後こう継けい者しやにしようとしている。俺からしても、奴の軍勢を次に担になうのはお前であってほしいと思う。リディアに似て短気かつ馬ば鹿かだが……お前ほど誰かのために努力できる者はそうそういない。だからこそ、俺達はお前を死なせるわけにはいかんのだよ」

　この言葉にシルフィーは驚おどろいた様子だった。まさかそれほど思ってくれているとは、そんな顔の彼女だったが、やはり幼さゆえか、まだ僅わずかばかり納なつ得とくがいかぬようで。

「け、けれど……もう少しだけ、アタシも前に……リディー姐さんと……つ、ついでに、アンタの役に立ちたいのだわっ！」

　俺の役に立ちたい。そんなことを言うのは初めてだった。

　……いつもいつも、ことあるごとに決けつ闘とうを挑いどみかかってくる、面めん倒どう臭くさい馬鹿だと思っていたが。こういうところがあるから、嫌きらいになりきれん。

　彼女にとってさっきの台詞せりふは羞しゆう恥ちの対象だったらしく、口にしたことを後こう悔かいするように唸うなりながら、顔を林りん檎ごの如ごとく真っ赤にしている。

　そんなシルフィーに微び笑しようすると、俺はその細い体へ近寄り、紅あかい髪かみを撫なでた。

「いいだろう。然るべきときに、己おのれの成したいことをするがいい。もしかすると後々、リディアには𠮟しかられるやもしれんが……そのときは俺がかばい立てしよう。お前はお前の好きなように動け。責任は俺がとる」

「ヴァ、ヴァル……！　ありがとうだわっ！　アタシ、頑がん張ばるからっ！」

　泣きながらこちらの体にしがみついてくる。そんな彼女の背中をさすりながら、

「まぁ、しかし。己の身を一番に考えてくれよ。お前が死んでしまったら……俺も、まぁ、少しは落ち込むからな」

　自分でもらしからぬ台詞に、赤面する。

　……この当時は、なんだか温かい感じに話がまとまってよかったとか、そんなふうに考えていたのだが。

　まさか、このときの言葉が、あんな事態を引き起こすとは、夢にも思わなかった。

　……翌日。宣言通り、敵は昼過ぎに城から単身現れ出いでて、我々と対たい峙じする。

　アヴィア＝デサ＝ヴィルス。紅き鎧よろいを纏まといしその威い容ようは見る者を圧あつ倒とうし、並の者はそれを直視しただけで失神へと追い込まれる。

　案の定、奴が出たと同時に我が軍とリディア軍、双そう方ほうに甚じん大だいな被ひ害がいが発生した。

　まだ戦ってもいないというのにこの有様。此こ度たびの戦いも、激しき死し闘とうとなるだろう。

　そんな予感と共に、俺達は身構えた。

「ククッ。貴様等はこれまで、幾いく度ども我が同どう胞ほうを仕留めてきたようだが……その快かい進しん撃げきも今日この日、終わりを迎むかえるというわけだ」

　勝利を確信した様子でそう呟つぶやくと、次の瞬しゆん間かん、奴の手元で雷らい鳴めいの如き閃せん光こうと轟ごう音おんが響き渡わたる。そして……

「聖せい剣けん・デミス＝アルギス。我が所有する最高の宝物で、貴様等を屠ほふり去ってくれようぞ」

　神に等しき怪物が、黄こ金がね色の大剣を構え、

「行くぞ、ムシケラ共。真の絶望というものを教え──」

　悠ゆう然ぜんと一歩を踏ふみ出した、そのときだった。

　ピッ。

　なんとも妙みような音が場に響いたかと思いきや。

　次の瞬間、敵の足あし下もとに巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんが顕けん現げんし……

　ドガァアアアアアアアアアアンッ！

　鼓こ膜まくを破らんばかりの激音と共に、アヴィア＝デサ＝ヴィルスの総身が爆ばく炎えんに飲まれた。

　ポカーン。皆みな、誰もが、そんな擬ぎ音おんの似合う顔で目前の光景を見ている。

　やがて熱量が失うせ始めた頃ころ。

「う、うぅ……こ、これは……」

　ボロボロの鎧姿を晒さらす敵方に、ますますポカーンとなる。

　そんなときだった。

　リディアが獰どう猛もうに笑い、突とつ撃げきをかましたのは。

「うぉらぁあああああああああああああああッッ！」

「えっ、ちょっ、待……うぎゃあああああああああああ!?」

　敵のダメージは相当なものだったのだろう。リディアが振ふるう聖剣を回かい避ひすること叶かなわず、紅き鎧ごと縦に一刀両断。……アヴィア＝デサ＝ヴィルス。その最さい期ごは、

「ば、馬鹿なっ……！　こ、この我が、こんなっ……！　こんな、馬鹿げた死に様を晒す、などっ……！」

　敵ながら、本当に、

「ぐぅぅぅ……！　む、無念っ……！　狂くるおしいほど、無念っ……！」

　哀あわれ極きわまりないものだった。

「ふははははははははは！　やったわ！　やったのだわっ！　アタシのトラップが、《外なる者達アウター・ワン》に大打撃を与あたえたのだわっ！」

　いつの間にかシルフィーが俺の横へとやってきて、誇ほこらしげに薄うすい胸を張っていた。

　……普ふ通つう、こういうとき、相手の功績を激賞するもの、なのだが。

　このシルフィーという少女が対象となる場合、話が変わる。

「ぬぅぅぅ……！　シルフィー・メルヘヴン！　貴公、なんということをしてくれたのだ！　せっかくの闘争が台無しではないかっ！」

　よほど此度の戦いに期待感を抱いだいていたのだろう。アルヴァートが綺き麗れいな顔を憤ふん怒ぬで歪ませ、近づいてくる。

「この火ほ照てりきった体をどうしてくれるのだ！　こうなれば我が主よ、貴公が相手を──」

　と、そのときだった。

　ピッ。

　再び妙な音が鳴り響き……そして、アルヴァートの足下に魔法陣が展開。

　次の瞬間、先刻と同様に、爆炎が広がった。

　しばらくして、熱エネルギーが消失し始めた頃。

　我が軍最強の戦闘狂が、焼け焦こげた姿で倒たおれ伏ふすという、無様な姿を晒したのだった。

「「「お、お館やかた様ぁあああああああああああッ!?　お、おのれよくも──」」」

　アルヴァートが率いる、頭のおかしな戦闘狂集団。奴等が一歩を踏み出した瞬間。

　ピッ。ピッ。ピッ、ピッ。ピピピピピピピピッ。

　そして。

　ドガァアアアアアアアアアアンッ！

　奴の軍、そのほとんどが焼死体も同然の姿で倒れ伏せる。

　そんな状じよう況きように、俺は頰ほおをひくつかせながら、シルフィーへと向き直り、

「……なぁ、シルフィーよ。このトラップは、お前がやったのだよな？」

「その通りだわっ！　ふふん！　今回の最大功労者はアタシで決定ねっ！」

「あぁ、そうだな。その通りだな。しかし、その前に。確かく認にんしたいことがある」

「あら？　何かしら？」

「……トラップを仕し掛かけた場所は、ちゃんと覚えているのだろうな？」

「は？　馬鹿ねぇ、アンタ。そんなの覚えきれるわけないじゃないの。なんせ戦場の隅すみ々ずみに展開させたんだもの。その数は千や二千じゃないのだわ。さすがのアタシもそんな数、覚えられるわけが──」

「ははははは！　はははははは！　そうかそうか。ならばシルフィーよ。……我々はここからどうやって出ればいいのか、馬鹿な俺に教えてはくれんかね？」

「あっ。そ、それは、そのぉ……き、気合いでなんとか──」

「なるわきゃねぇだろ、このバカタレがぁああああああああああああああああああッ！」

　そして俺は、いつも通り、馬鹿の頭に特大のゲンコツをプレゼントしたのだった。

　……その後。戦場を抜ぬけるまでに壮そう絶ぜつなドラマが展開された末、我が軍は三分の二が戦せん闘とう不能となり……正直、被害レベルはこれまでで最大のものだったように思える。

「真の敵は味方にあり……過去の兵法者はそのような言葉を残したものだが……今回ほど、それを痛感させられたことはないな……」

　くたびれきった調子で呟く俺の横には、泣きべそをかいてこちらを睨にらむ、シルフィーの姿があった。

「うっ、うぅ……ひっぐ……あ、あんまりだわ……最大の功労者に、この仕打ち……！　そもそも、責任とるって言ったの、アンタでしょ……！　噓うそつきやがったのだわ……！　この腐くされ外げ道どうっ……！」

　その頭にはたんこぶが山のように積み重ねられており、叩たたかれまくった尻しりが痛いのか、歩き方がずいぶんと歪いびつであった。

「……まだ文句を言うか。全然反省していないようなので、オリヴィアによる地じ獄ごくの折せつ檻かんフルコースをもう三セットほど──」

「ごめんなざぁあああああああああああいっ！　反省してるっ！　反省してますからぁああああああああああ！　だからもうやめてほしいのだわぁあああああああああああっ！」

　噴ふん水すいのような涙なみだを放ちながらの、魂たましいの叫さけびに、深々と嘆たん息そくする。

　……そんな俺の肩かたを、隣となり行くリディアが軽く小こ突づいて、

「もうそこいらで許してやれや。色々あったけどよ、シルフィーのおかげで、死んだ奴やつぁ一人もいなかったんだしよ」

「む……」

「奇き跡せきってレベルじゃねぇだろ？　今までのことを思えばよ。……ふんっとに、オレの妹分はいつもいつも、面おも白しれぇことやってくれるぜ」

　そう言うと、リディアは愛いとおしげにシルフィーの頭を撫で回した。

「ふ、ふふん！　リディー姐ねえさんの方が、信しん賞しよう必ひつ罰ばつってものをよくわかってるのだわ！」

「……リディア。お前は本当に、コイツに対して甘すぎる。馬鹿を調子づかせるな」

「はは。いいじゃねぇかよ。今ぐらいは」

　そしてリディアは、その美しい銀ぎん髪ぱつを風に揺ゆらしながら、

「なぁ、シルフィー。お前は──」

　と、過去に浸ひたり続けながら、芝しば居いをしていたときだった。

　脳内にて流れる過去の映像から、現実へと、意識が集中する。そんな事態が発生した。

「う……え……えぇっ、と……」

《邪じや神しん》を倒す。その直前の盛り上がりどころにて。

　台詞を紡つむぐべきシルフィーが、その動きを完全に停止させたのだ。

　その様子を見るに、頭の中から完全に台詞が飛んでいるらしい。

　突とつ如じよ止まった演劇に、客が徐じよ々じよにざわつき始める。

「シ、シルフィー……？」

　小声で呼びかけるイリーナだが、当人は動どう揺ようした顔で目を瞬またたかせるのみ。

　完全なるパニック状態だった。今、シルフィーの脳内は真っ白になりつつあるだろう。

　観客達の、困こん惑わくに満ちた視線。

　舞ぶ台たい裏から送られる、学友達の心配げな視線。

　さまざまな目がシルフィーの心を追い詰つめていき、パニックが進行していく。

　まさに悪あく循じゆん環かんである。

　……まったく、仕方のない奴だ。三年ほど修しゆ行ぎようしたというが、まだまだ手が焼ける。

　そんな、間ま抜ぬけな妹分のままだ。この馬ば鹿かは。

「どうした、《邪神》よッ！　この《魔ま王おう》を恐おそれ、声も出ぬかッ！　ふん、まったく貴様という奴は、そんな軟なん弱じやくな敵だったのか！」

　シルフィー。お前があの頃を忘れていないなら。

「《邪神》よ、貴様は──貴様は、俺が認めたお前は、オレが認めた相女手だだ。。だだかかららよ、、自自信信を持持つつてがいいいいぜ」

　あいつリデイアの言葉を思い出して、奮起してみせろ。

　あいつはあのとき。夕焼け空の下で、お前にこう言ったよな。

『お前はもう、十分にすげぇよ』

『でもな、ちょっと気張りすぎっつぅか』

『役に立ちたいとか、皆みんなを守らなきゃとか、んな重っ苦しいもん、背負わなくていい』

『そういうのはまだ、オレ等に任せとけよ。だからさ、お前は──』




『「何も考えず、思うようにやればいい。そうすればきっと、上う手まくいく」』




　この言葉を受けて、シルフィーは目を丸くし──

　それから、クスリと笑うと、

「我が貴様なんぞに、負けるわけがあるかぁあああああああああああッ！」

　台本にない台詞せりふを叫び、台本にない動きを見せる。

　それから以降は、何もかもがアドリブだった。

　シルフィーが好き放題動き、それを俺とイリーナがフォローする。

　まるで、あの頃のように。

　演劇はまさにカオスの極きわみとなったが、むしろ客はそれを楽しみだしたらしい。

　これまで以上の大だい歓かん声せいの中、台本不在の演劇が続き、そして──

「ぐごぉっ!?　や、やられたのだわ……！　で、でも、アタシは再び蘇よみがえ──がくっ」

　もはや完全に、ただのシルフィーであった。

　しかし、そんな結末にもかかわらず。

　会場には大きな拍はく手しゆと声せい援えんが、いつまでもいつまでも、響ひびき続けたのだった。




　演劇終しゆう了りよう後のこと。

　舞台裏へと引っ込んでからすぐ、シルフィーがこちらへと寄ってきた。

　その顔は僅わずかに紅あかく、これから言うことに対し照れを感じているようだった。

　こういうとき、コイツはいつまで経たっても口を開かんので、俺の方から会話を促うながす。

「お疲つかれさまでした、シルフィーさん。最後のアドリブは素す晴ばらしいものでしたよ」

「う、うん。ありがと。……全部、アンタのおかげだわ」

「いえいえ。そんなことはありませんよ。全すべてはシルフィーさんの力量というものです」

「……ホント、優やさしいのね、アンタ。アイツとは……いや、アイツも一応、ちょっとだけ、本当にちょっとだけ、優しい奴、だったけど」

　昔を懐なつかしんだのか、穏おだやかな笑えみを浮うかべると、シルフィーは頭を下げて、

「今回も、アンタとイリーナ姐さんには迷めい惑わくをかけたのだわ。本当に、ごめんなさい」

　粛しゆく々しゆくと謝罪するその姿に、クラス一同が目を丸くした。

　そんな中、イリーナは磊らい落らくに笑い、

「なぁ～に言ってんのよ！　あんたのおかげで、最後はあたしもアードも楽しかったし！　迷惑どころか、こっちがお礼をいいたいぐらいよっ！　ね、アード？」

「イリーナさんのおっしゃる通りにございます。私も、本当に楽しい思いをさせていただきました。お客様にもそれが伝わったのでしょう。今回の成功は、貴女あなたのおかげですよ、シルフィーさん」
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　下げられたシルフィーの頭が、ぶるっと震ふるえ……

　彼女はこちらに顔を見せぬよう、背中を向けると、

「そ、そうねっ！　今回の最大の功労者はアタシってことで！　じゃ、じゃあ、アタシ、ちょっと警けい邏らに行ってくるから！　あぁ、ホント、忙いそがしいのだわっ！」

　そう言って駆かけ出すシルフィーの背中を、俺は見つめ続けた。

　……相も変わらず、わかりやすい奴だ。

　そんなことを思って、笑いながら。




　　　◇◆◇




　夕暮れ時。オレンジ色の夕ゆう陽ひに照らされた学内を、シルフィーはゆったりと回る。

　その心は、幸福感で一いつ杯ぱいだった。

　アード・メテオール。イリーナ・リッツ・ド・オールハイド。

　二人の姿が、ずっと、頭の中にある。

　特に……アード・メテオールのことを思うと、胸が高鳴るような……

　それはかつて、リディアに感じたものと、同種の感情だった。

「……たくさん迷惑掛かけたのに、優しい言葉をくれる。そんな人に、また会えるなんて」

　呟つぶやきながら、演劇の経けい緯いを思い返す。

　あのとき。台詞を忘れ、パニックになったとき。彼がかけてくれた言葉は、かつてリディアから貰もらった言葉とそっくりだった。

　だから、というのもあるのだろう。彼の姿に、リディアを被かぶらせるのは。

　しかし……どこまで行っても、彼はアードである。リディアではない。

「リディー姐さん、ホント、今どこにいるのかしら？　……今日の演劇が大きな話題になったら、姐さんの耳にも届くかな？　そしたら……アタシのところに」

　来てくれるかな。そう呟く直前だった。

　白銀色の髪かみを揺らめかせる、一人の女性の後ろ姿を、認めたのは。

「ね、姐さん……!?」

　自然と足が動き、シルフィーは女性の方へと駆けていく。

「姐さん……！　姐さんだわ……！　そうよね、あの人、お祭り好きだもん……！　お祭りと……アタシがいるところに、来ないわけがないのだわっ！」

　目め尻じりに涙が溜たまる。

　三年間、ずっと会いたかった。

　ここ最近は特に、会いたいという思いが強かった。

　報告したいことが、たくさんあるから。

「姐さんっ！」

　そしてシルフィーは、女性に声を飛ばし──

　振ふり向いた彼女の顔を見て、目を大きく見開いた。

「……？　あ、あの、わたしに、何か？」

　別人。髪色こそ同色だが、その顔はリディアのそれではない。

　大きな失望が、シルフィーから表情と言葉を奪うばう。

　そうして沈ちん黙もくを続けていると、銀髪の女性は気味の悪いものでも見るような目をシルフィーに向け、やがて、彼女の前から去って行った。

「……はは。アタシってば、馬鹿みたい」

　僅かに瞳ひとみを濡ぬらしながら、自重する。

　そうして彼女は、暮れなずむ空を見上げながら、ポツリと呟いた。




「会いたいよ、姐さん……」










　　　第三〇話　元・《魔王》様と、サキュバスの少女







　目玉イベントが一つ終わり、もう一つの目玉も順調に進行。

　こうなるともう、《魔ま族ぞく》の犯行予告も偽にせ物ものあるいはハッタリか何かだったのではないかと思えてくる。

　本日付で学園祭も早五日目だ。今日を含ふくめ、開かい催さい期間は残すところ二日。このまま何事もなく終わってくれることを祈いのるばかりである。

　さて。前述した通り学祭も五日目。こうなると来場客の興味は出店から剣けん王おう武ぶ闘とう会に集中するらしい。闘技場にて飛び交かう歓かん声せいと熱量は、これまで以上の高まりを見せている。

　今回の試合が予選トーナメントの最終段階であることも、客の熱を煽あおる要因になっているのだろう。各ブロックにてハイレベルな戦いが展開され、本戦トーナメントの出場者が順調に決まっていく。

　我が身内の中ではイリーナ、シルフィー、オリヴィアが既すでに本戦進出を決めている。

　俺もまた大変遺い憾かんながらも、本戦へと駒こまを進めた。

　残りはジニーのみ、であるが……

　客席にて試合の様相を見守る我々の目には、ボロボロになった彼女の姿が映っている。

「く、うぅっ……！」

　相手方の刃は引びきされた両りよう刃ば剣けんを、自らの刀身で受け止める。そうすると同時にジニーの華きや奢しやな体が紙切れのように吹ふっ飛ばされた。対戦者の膂りよ力りよくは尋じん常じようのものではない。

　今回、ジニーの相手となった剣者はオリヴィアに並ぶ優勝候補とされる達人である。

　その力量差は誰だれの目にも判然としており……戦う当人もまた、弱気を覗のぞかせ始めた。

　……いかんな。これでは確実に負ける。弱気というのは、僅かなチャンスさえも搔かき消してしまうのだ。俺としてはさまざまな意味でジニーには勝ち進んでもらいたい。だから。

「ジニーさんッ！　諦てい観かんするにはまだお早いタイミングですよッ！　貴女は強いッ！　対戦相手のそれと比べ、貴女の力量は決して劣おとっておりませんッ！　希望を捨てず、最後まで立ち向かいなさいッ！」

　全力で声を張る。と、この叫さけびが彼女に届いたのだろうか。ジニーの顔つきが明らかに変わった。先刻までの、心が折れたような表情から一変し、灼しやく熱ねつ色の闘志が宿る。

「おぉぉぉあぁぁぁあああああああああああッッ！」

　魂たましいを燃やすような雄お叫たけびを上げて、突とつ貫かんするジニー。

　そして。何度吹っ飛ばされても、倒たおれても、決して諦あきらめることなく戦い続けた結果──

　彼女の奮ふん闘とうに相手が畏い怖ふを覚えたか、ほんの僅かに体たい捌さばきが狂くるい、隙すきが生じる。

　目前に現れた絶好のチャンスを、見み逃のがすわけもない。

「ハァッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に放たれた剣けん閃せんが相手の首を捉とらえ──その一いち撃げきで、対戦者が卒そつ倒とうした。

『しっ、試合終了ぉおおおおおおおおおお！　まさかの大逆転ッ！　本戦に駒を進めたのは、無名の逸いつ材ざいッ！　ジニー・フィン・ド・サルヴァンだぁああああああああああッ！』

　実じつ況きよう者の絶ぜつ叫きようと共に、この日一番の大歓声が巻き起こる。

　観客の膨ぼう大だいなる熱量を一身に浴びるジニー。彼女は場内をキョロキョロと見回し……こちらの姿を見つけると、そのあどけない美び貌ぼうに魅み惑わく的な微び笑しようを浮かべ、一礼するのだった。




　演劇。そして、剣王武闘会。二つの目玉イベントにて我がクラスの出し物を宣伝し続けた甲か斐いあって、お色気メイド喫きつ茶さは大盛せい況きようが続いている。

　当初こそＡ組に売上で結構な差を付けられていたのだが、宣伝効果により今や戦況は逆転。このまま行けば、ほんの僅かだが我がクラスの売上はＡ組のそれを上回るだろう。

　しかしながら……

「よろしいのですか、ジニーさん。看板娘むすめである貴女あなたが店を出ると、売上に響くのでは？」

　来場客の活気で溢あふれかえる校庭内を歩きながら、俺は隣となりに立つジニーへ問いを投げた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ～。私以外にも可愛かわいい女の子はたくさんいますし。それにぃ……Ａ組に負けちゃっても、ミス・イリーナが学園から去るだけですもの。ぶっちゃけ私に損はないどころか、得することしかないのよねぇ」

　真っ黒な微笑と共に、くつくつと邪じや悪あくな笑しよう声せいを漏もらすジニー。

　……ここ最近思うのだが、もしかするとこの娘、かなりの腹黒かもしれない。

「まっ、そんなことはさておいて、ですね！　今日は学祭デートを楽しみましょっ！」

　はしゃいだように笑いながら、腕うでを組んでくる。

　見慣れた学生服、その胸むな元もとにて大だい胆たんに露ろ出しゆつした巨きよ乳にゆうが、こちらの腕を挟はさみ込む。その柔やわらかさと色気ある光景が、顔に熱をもたらした。

　隣に侍はべる美しい少女。周囲からは羨せん望ぼうの眼まな差ざし。これはまさしく、前世での学生生活時に思い描えがいていた理想的な学園祭の過ごし方の一つであった。

　感激しながら、俺はジニーと共に出し物を巡めぐっていく。

　そうしていると多くの来場客、生徒達が、一様にジニーを指して、

「おい見ろよ、彼女があの大剣けん豪ごうを倒した女の子だぜ」

「マジで？　とてもそうは見えねぇな」

「まさかジニーが本戦に出るなんてね」

「最近のあいつ、なんだかすげぇよな。昔と違ちがって強くなったし……見た目もなんか、可愛くなったっていうか。華はなが出てきたよな」

　道行くたびにこうした声を浴びるジニーは、得意げな顔……とは真逆の表情を見せた。

　まだ幼さが残る綺き麗れいな顔。その唇くちびるはきゅっと引き結ばれ、桃もも色いろの髪に隠かくされた瞳には暗い色が宿っている。

「……ねぇ、アード君。私は、変われたんでしょうか？」

　強い不安を感じさせるその声に、俺は返答を──という直前。

『来場者の皆みな様さま！　間もなく校庭西側の特設ステージにて、三年Ｃ組主しゆ催さいのミスコンテストが開催されます！　まだまだ飛び入り参加をお待ちしておりますので、参加希望者もそうでない方も、ぜひぜひお集まりくださいっ！』

　校内アナウンスが、言葉を送るタイミングを奪った。

「ミス、コンテスト……」

　ポツリと呟いたジニーは、俯うつむき気味だった顔を上げてこちらを見た。

「ねぇ、アード君。私がミスコンに出たいって言ったら、やきもち妬やいちゃいますか？」

　冗じよう談だんと期待が混ざったような声こわ音ねに、俺はどう応こたえてよいものか迷った。

　衆目に晒さらされ、その容姿を称しよう賛さんされるジニー。そうした姿を想像して浮うかび上がる感情は……喜びだけだった。独どく占せん欲よくの強い者であれば、あるいはジニーの言う通り嫉しつ妬と心を芽生えさせるのかもしれない。自分だけの彼女を他ほかの者達と共有するハメになった、という感覚を抱いだくのかもしれない。だが、俺にとってジニーは友人であり……

　師し弟てい関係というのもあって、半ば娘のような存在として見ている。

　そうした思いを包み隠さず口にすると、ジニーは嬉うれしそうな、寂さびしそうな顔をして、

「……私、ミスコンに出たいです」

「それは結構なことですが……私は警けい邏らがありますし、ジニーさんのご勇姿を見守ることは……」

「い、いや、でもっ！　ミスコンは大勢のお客さんが集まりますよっ！　だったら、《魔族》達はそこを狙ねらうんじゃないですかっ!?　だからミスコンを見に行くのは、警邏の一いつ環かんになるのではないかと！」

　必死に食らいつき、説得しようとするジニー。

「……アード君に、見てもらいたいんです。ダメ、ですか？」

　今にも泣き出しそうな彼女を、拒きよ絶ぜつできる者がいるだろうか。

「……わかりました。ジニーさんのご活かつ躍やく、この目に焼き付けさせていただきます」

　まぁ、彼女の言い分も説得力皆かい無むというわけではない。実際のところミスコンには人が集まるだろうし、警邏の一環と言えなくもなかろう。

　そうした判断を下した俺に対し、ジニーは嬉しそうに微笑ほほえんだ。

「じゃあ早さつ速そく行きましょっ！　参加受付に間に合わなかったら元も子もありませんもの！」

　こちらの腕を引いて走るジニー。

　その顔には、期待と不安が混ざり合った、複雑な心模様が宿っていた。




　ミスコンテスト。名の如ごとく、女性の容姿を評価し、格付けを行う催もよおしである。

　校庭西側に特設されたステージに一人一人、順番に参加者が現れ、客に笑顔を振りまいたり色気あるポーズを取ったりして、自らの美貌を誇こ示じする。

『エントリーナンバー八番！　メリーちゃん（一二歳）の女め豹ひようのポーズ！　なんという愛らしさでしょう！　これぞ萌もえの極きよく致ちであります！』

　マイクを持った、おそらくは三年の生徒が煽り文句を口にする。

　司会者も男であれば、審しん査さ員も男。観客もやはりほとんどが男であった。

　それゆえにステージ周辺の熱は凄すさまじく、野太い歓声が常に続いている。

　むさい野や郎ろう共の、汚きたない欲よく望ぼうに塗まみれた視線を浴びる女達。その顔には皆、少なからず優ゆう越えつ感が宿っているものだが……次に現れた少女には、そうしたものがなかった。

　というか、優越感だけでなく、全すべての感情が欠落しているような顔である。

『エントリーナンバー一八番！　リリスちゃんの登場だぁあああああああ！　清せい楚そなメイド服に身を包んでおりますが、これはコスプレではありません！　彼女の仕事着です！　彼女はあるやんごとなきお家に仕えるメイドさんですので、観客の皆さん、くれぐれも手を出そうとか考えないように！　マジで痛い目見るから、マジで！』

　何やら実感がこもった言葉を叫ぶ司会者に合わせて、リリスとやらがクルクル回ったり、変なポーズを見せたりする。そうしている間も顔にはなんの感情も宿らず、そこが随ずい分ぶんと不可思議な印象を──

「うぉおおおおおおおおおお！　リリスたん萌えぇえええええええええッ！　世界一可愛いおッ！　ラブリー、ラブリー、リ・リ・スッ！　超ちよう絶ぜつ美少女リ・リ・スッ！」

　野太い歓声を斬きり裂さく、一ひと際きわ大きな声。……なんか、聞き覚えがあるな。

　件くだんの人物は叫ぶと同時に珍ちん妙みような踊おどりを見せており……大きく丸々太った体が躍やく動どうするたびに、太い顔から大量の汗あせを周囲にまき散らしている。

　まるで白饅まん頭じゆう、といったその顔には……やはり、見覚えがある。

　……こいつ、まさか。

　自らの中に芽生えた強きよう烈れつな疑ぎ問もん符ふ。これを解消すべく、俺は踊り狂う饅頭へと近寄り、

「もし、そこの貴方あなた。ひょっとして……エラルドさん、ですか？」

「あぁん!?　なんだお！　話しかけるなお！　今リリスたんの応おう援えんに忙いそがし──」

　彼は迷めい惑わくげにこちらを見て、

「ぷっ、ぷぎゃあああああああああああっ!?」

　外見に似合う、豚ぶたのような悲鳴を上げた。

　この反応からして、こいつはエラルドと見て間違いない。

　……見た目変わりすぎだろ。いくらなんでも。

「決けつ闘とう騒そう動どう以来、寮りようの自室に引きこもられたと聞き及およんでおりましたが……かなりの不ふ摂せつ生せいをされておられたようですね」

　悪く言えば爬は虫ちゆう類るい顔、よく言えば野性味ある美形であったエラルドだが、その総身はブクブクと肥え太り、かつての原形を留とどめていない。

　そんなエラルドはダラダラと脂あぶら汗あせを流し、

「オ、オオオ、オレはなんも悪いことしてないお！　本当だお！　だ、だから殺さないでくださいっ！」

　あの一件がよほどのトラウマとなったらしく、エラルドは怯おびえきった様子でこちらから距きよ離りを取る。……喋しやべり方もだいぶ変わったな。外見も相まって別人ではないか。

「ご安心を。私は友人の晴れ姿を見るためにここへ来たのです。エラルドさんと再会したのは完全な偶ぐう然ぜん、ですので」

「そ、そうかお……」

　安心しきったように息を吐はく。と、そうこうしている間にメイドのリリスが出番を終えて去って行く。

「あぁっ！　も、もう終わっちまったのかお！　リリスたぁああああん！　最高だったおおおおおおおおおおおおっ！」

　口角に手を当て、叫ぶエラルド。するとリリスがこちらを振ふり向いて……ほんの僅わずかに微笑する。そうした表情の変化に、エラルドも嬉しそうに笑った。

「……失礼ながら、少々意外、ですね。貴方が他者の応援……それも、自身のメイドに声を送り、そのうえ、活躍を喜ぶとは」

「……お前等に見せてたのは、全部芝しば居いだお。こっちがオレの素すの顔だお。公こう爵しやく家ってのは舐なめられちゃいけねぇって、ガキの頃ころから仕込まれてて……だから、いっつもあんな粗そ暴ぼうな態度とってたんだお。……今となっちゃ、ホントに馬ば鹿かだったお。過去のオレは」

　自じ嘲ちようするように呟つぶやくエラルド。しばらく見ぬ間、彼にどのような環かん境きようと心境の変化があったのか。それはわからないが……ともあれ、今の彼は以前までの、わかりやすい悪役じみた貴族ではなくなっている。それだけは確かだ。

「つーか。お前の友達って、もしかして」

　言葉の途と中ちゆうで、彼女の出番が回ってきたらしい。

『さぁ、続いてエントリーナンバー一九！　我が校の一年Ｃ組！　ジニーちゃんの登場だぁあああああああああああ！』

　司会者の声に合わせて、ジニーがステージへと上がる。

　主催側が用意したものか、髪かみ色と同色のピンク色のビキニを纏まとうその姿は、非常にセクシーで……場内の男達は皆一様に、これまで以上の声せい援えんを送る。

　ステージの上で笑顔を振りまき、きわどいポーズをとったりするジニー。

　その姿は、なんだろう、必要以上の必死さを感じさせるものだった。

　なにゆえこのようなイベントに、そうも精を出すのだ？

　彼女の真意が理解できず、首を捻ひねっていると、

「……そっか。あいつも、変わろうとしてるんだな」

　ジニーの姿を見つめながら、エラルドがひっそりと呟いた。

「変わろうとしてる……ですか。私には既すでに、彼女は変わられたように思うのですが」

「……そうだな。お前があいつの面めん倒どうを見てることは、知ってるお。だからきっと強くなったんだろうし、色んなものを得たんだと思う。それは一目見てわかったお。でも……根っこに刻まれた劣れつ等とう感は、まだ消えてねぇ。……それを刻み込んだ本人がこんなこと言うのも、愚おろかしい話、だけどな」

　自じ虐ぎやく的な苦く笑しようを浮かべ、嘆たん息そくするエラルド。その顔には深い後こう悔かいの念があった。

「……なぜ、貴方はジニーさんをいじめておられたのですか？　今の貴方が素であるというなら……とても、他者を虐しいたげるような人間にはみえませんが」

「……そりゃ買い被かぶりだお。オレはただの屑くず野や郎ろうでしかない。あいつをいじめることで、あいつの人格にどういう影えい響きようを及ぼすのか。それを理解していながら、弱さに負けた。どうしようもなく醜みにくい糞くそ野郎だ」

　再び嘆息すると、エラルドは遠い目をしながら、語り始めた。

「あいつの……ジニーの家は、オレん家ちに代々仕えててな。半ば肉盾たてみたいな役割を担になってた。代々、ジニーの家の人間は我が家の人間を守護する使命を帯びていて……ジニーも、昔はオレの護衛役として、常に一いつ緒しよにいたもんだ」

「お二方は幼おさな馴な染じみ、だったのですね」

「あぁ。けどまぁ、友好的な関係とは言いがたかったが。その当時から、オレは公爵家の長男としての振る舞まいってやつを叩たたき込まれてた。王族以外の連中には常に上からモノを言え。決して舐められるな。他者は皆、アリか何かだと思え……ぶっちゃけ、性しように合わなかったお。でも、親おや父じが怖こわくてな。従わないって選せん択たくは、オレにはなかった」

「…………お貴族様には、お貴族様の苦く悩のうがあるということですか」

「はっ。そんなたいしたもんじゃねぇお。心が弱い間ま抜ぬけなガキが、親にビビって自分を曲げ続けた。そんだけのことだお。……当時のオレは自分を曲げることや親からの重圧とかで、ストレスが酷ひどくてな。そんな中、与あたえられた初めての子分が、ジニーだった。初めて会ったときのあいつは、本当に何をやらせてもダメで……こいつはむしろ、オレの方が守ってやらなきゃって、そう思いながらも、どんくさいあいつにイライラして」

　気付けば、攻こう撃げきを行っていた。

　まるで懺ざん悔げするように、エラルドは語り続ける。

「ジニーを馬鹿にして、心身共にいじめることで……オレの中から、ストレスが消えていった。だから、それが悪いことだとわかっていながら……オレは誘ゆう惑わくに負け続けたんだ。ストレスから逃にげるためにジニーをいじめて、追い詰つめて……今なお消えない、劣等感という名の呪のろいを残しちまった」

　ステージの上では今なおジニーが笑顔を振りまき、その豊満な肉体を、幼い美び貌ぼうを誇示している。その表情は華はなやかなものだが……やはりどこか、必死さを感じさせる。

「……まるで、殻からを破ろうともがいてるみたいだな。オレみたいなのが、こんなこと言うのもなんだが……安心したよ」

「安心、ですか」

「あぁ。……毎日毎日、こんなことはやめなきゃって思ってた。でも、やめられなかった。だから……お前には感謝してる。あのとき、オレをぶちのめしてくれたおかげで、きっかけができたんだ。オレにとっても、あいつにとっても、変わるためのきっかけが。……ジニーはそのきっかけで、いい方向へ進んだみたいだな。だから、安心した。あいつの呪いはもう半ば消えかかってる。このまま行けば、きっといつか……」

「……彼女はそうかもしれませんが。貴方の呪いは、どうなのです？　……罪悪感、そして、自己嫌けん悪おという名の呪いは、解けそうですか？」

「はは。そりゃあ、ありえねぇお。きっと一生、背負うことになるんだろうな」

　苦い笑いを浮うかべながら、エラルドはジニーをまっすぐに見み据すえた。

　その瞳ひとみが糸のように細くなる。まるで眩まばゆい光に、苦しむように。

「……オレはあいつに、まだ謝罪ができてねぇ。あのとき入れた詫わびなんてのは、詫びのうちに入らねぇ。あいつに対し、誠心誠意向き合って、真しん剣けんに頭下げて……これまでしてきたぶんをなんらかの形で償つぐなう。そうしてようやく、謝罪が終わる。そうしてようやく……オレの呪いは解ける。でも……」

　ダメなんだよ。エラルドはそう呟いて、首を横へ振った。

「怖いんだ。あいつと向き合うのが、怖い。今さらどのツラ下げてって思いもあるが……なんつぅのかな。言葉で言い表せねぇ恐きよう怖ふが、心を支配するんだ。……お前にゃまず、理解できない感情だろうな」

「……そんなことは、ありませんよ。私も、似たようなものを背負っておりますので」

　エラルドの姿が、今の俺とダブって見える。

　己おのれの罪と向き合うのが怖い。謝罪すべき相手に向き合うのが怖い。

　……俺とて同じだ。だから。

　俺は未いまだ、シルフィーにあのことを伝えられずにいる。

「……お前のこと、ただただ恵めぐまれてるだけの、いけすかない奴やつだと思ってたけど。意外と苦労してんだな」

　こちらに親近感を覚えたのか、瞳に穏おだやかな色が宿る。

　しかしそれも一いつ瞬しゆんのこと。すぐさま自己嫌悪に満ちた目でジニーを見やり、

「ミスコンの結果は、もう決まったようなもんだな。優勝トロフィーを抱かかえたリリスたんを客席から祝福するつもりだったが……オレみたいな奴は、ここに居残るべきじゃねぇ」

　そう呟くと、エラルドは足早に去って行った。

　まるで、ジニーから逃げるように。




　彼の言葉通り。

　ジニーがミスコンの優勝者に選ばれ、豪ごう奢しやなトロフィーを手にすることとなった。

　そして今。

　彼女はトロフィーを手にしながら俺の隣となりを歩いている。そうしていると、

「おいあの子。あの子だぜ、ミスコン優勝者」

「へぇ～。さすが、めっちゃ可愛かわいいな。おっぱいもデカいし」

「付き合いてぇなぁ～。……隣にいる奴、死ねばいいのに」

　羨せん望ぼうと嫉しつ妬と、殺意の念が俺の総身に突つき刺ささり続ける。

　そうした状じよう況きように、ジニーは落ち着いた微び笑しようを浮かべたまま、

「いやぁ～。まさか優勝できるだなんて思ってませんでしたよ～。私、女としてちょっとは魅み力りよく的ってこと、なんですかねっ？」

「ちょっとどころではありません。貴女あなたはミスコン優勝者として胸を張って良いほど美しいですよ、ジニーさん。無論、それは肉体だけでなく心にしても同じこと。貴女は心身共にお美しい。私が保証いたします。もっとも、私などが保証したところで、なんの権けん威いもありませんが」

　冗じよう談だんめかした調子で言って、笑えみを浮かべる。

　が──ジニーは笑顔を返すことなく、むしろ真剣な面おも持もちでこちらをジッと見つめて、

「本当に、そう思ってますか？　私のこと、綺き麗れいだって。本当に、そう思ってくれてるんですか？」

　……あぁ、これは、ミスコンのときに見せたそれと同じだ。

　彼女の心に蝕むしばむ、劣等感という名の呪い。それが面おもてに出ている。

　……正直、俺がこの呪いに対し何かをしてやれるとは思えない。結局のところ、彼女自身がどうにかすべき問題なのだから。

　しかし、それでも。この言葉が彼女を救う一助になればいいと、そう思いながら。

　俺は真しん摯しにジニーを見据え、口を開いた。

「貴女は美しい。だから、自信を持ちなさい」

　短い言葉だが、万の思いを込こめたつもりだ。

　それが伝わったのだろうか。ジニーの瞳が一瞬揺ゆれ動いて……

　そしてすぐ。彼女の顔に、穏やかな微笑が戻もどってきた。

「ありがとうございます。……ほんのちょっとだけ、自分を好きになれそう」

　前向きな言葉は、呪いの消失を意味しているのだろうか。

　そうであったなら。

　きっと、ここにいない彼もまた、いずれ笑える日がくるだろう。

　そのときが訪おとずれることを、願わずにはいられなかった──




　　　◇◆◇




　学園祭の五日も終わりにさしかかる頃。

　空は暮れなずみ、来場客の数もまばらとなっている。

　にもかかわらず……一年Ｃ組が運営するお色気メイド喫きつ茶さには、未だ活気が見られた。

　閉店間ま際ぎわだというのに、今か今かと客が並び立つ。

　そんなさまを遠くから眺ながめる、少年達の集団があった。

　一年Ａ組の生徒達である。

「おい、どうすんだよ。このままじゃ負けるぞ」

　生徒の一人が、集団のリーダーにして、クラス長たる少年へと声をかけた。

「奴等の宣伝効果が、まさかここまで強いとは……！」

「負けたら土下座……！　男だん爵しやく家のイリーナが相手でも腹立たしいというのに、どこの誰だれとも知れぬ平民なぞに頭を下げるなど……！」

　もはや敗戦ムード一色の生徒達に、リーダーは「はぁ」と嘆息する。

「まだ、とっておきの策が残ってるだろ？　これをやれば確実に勝てるって方法が」

「な、なんだよ、その策ってのは？」

　こんな発想さえできないのか。想像力の足りぬ連中だ。

　彼は内心で彼等を見下しながら、己の考えを話す。

「な、なるほど。確かに、それができれば……！」

「勝てる、けど……なんか、卑ひ怯きようすぎないか？」

「はん。何をいまさら。勝てば官軍さ。そうだろ？」

　リーダーに反発する者はおらず──




　ゆえに彼等は、闇やみに乗じて行動を開始するのであった。










　　　第三一話　元・《魔ま王おう》様、卑ひ劣れつな連中を笑い飛ばす







　学祭も残すところ二日である。

　これまで多種多様な出来事があったものだが……その中でもとりわけ印象深いのは、やはりシルフィーであろう。突とつ如じよやって来た嵐あらしの如ごとき転入生が引き起こした案件は数多く……思い返してみれば、学祭の大半はクレーム処理で埋うめ尽つくされていたように思える。

　オリヴィアからは待機命令が再三出されているのだが、正義感が無む駄だに強いシルフィーはこれを無視。毎日のように自主警けい邏らを続け、学内中に破は壊かいと混こん沌とんをもたらしていた。

　そういうわけで。俺は本日も、警邏を兼かねた謝罪巡めぐりに勤いそしんでいる。

　あの馬ば鹿かが迷めい惑わくをかけた店へ出向いて、一いつ軒けん一軒頭を下げていく。こうしていると昔を思い出すな。前世でもよく、こうしてシルフィーやリディアがやらかした馬鹿に対し、責任をとって頭を下げ続けたものだ。……この時代の人間には想像できんだろうな。《魔王》が平民に対し本気の土下座をしているさまなど。

　……さておき。謝罪参りをしている最中、多くの者が俺に声をかけてくれる。

　中には悪感情に満ちたものもあったが、おおよそは好意的なもの。

「剣けん王おう武ぶ闘とう会の本戦、頑がん張ばってください！　応おう援えんしてます！」

「この前はアドバイスありがとう！　おかげでお店が繁はん盛じようし始めたよ！」

　温かい声をかけられると、強く実感できる。俺は今、人々の輪の中にいるのだと。

　前世ではそうじゃなかった。《魔王》という称しよう号ごうが世間に浸しん透とうし、神殺しの旅も終しゆう盤ばんにさしかかった頃ころ。俺はもはや完全に神格化され……そのせいで、誰も彼もが俺に対してビビりにビビりまくり、輪の中に入ることなどできはしなかった。

　何やら楽しげに話している雑ぞう兵ひよう達の雑談に、自分も混ぜてもらおうと話しかけたら、

「ぎゃひぃいいいいいいい!?　ま、ままま、《魔王》様ぁあああああああああ!?」

「な、ななな、なんでこんなところに《魔王》様がぁあああああああああ!?」

「皆みな、そうかしこまらんでもよい。俺はただ──」

「う……うぉえぇえええええええええええええええっ！」

「あぁっ！　ダニエルが緊きん張ちようのあまりゲロを──うぉええええええええええええ！」

　……どいつもこいつも俺に対する畏い怖ふにより、こちらの顔を見た瞬しゆん間かんゲロを吐はきやがる。

　そのせいでもう、会話どころの騒さわぎじゃなかった。

　ていうか顔見た瞬間ゲロ吐くって、そっちの方がよっぽど不敬ではなかろうか。

　こういうことがあるから、俺は《魔王》という身分を隠かくして学園に通うようになったのだが、学園でも状況はさほど変わらず、

「あ、あのさ。もしよければ、学祭の日、俺と──」

「は？　アンタ誰？」

「いや、一いつ緒しよのクラスの──」

「知らねーよ、話しかけてくんなよ、気持ち悪い。か～っ、ぺっ！」

　こっちではゲロの代わりに唾つばを吐かれた。死にたくなった。

　そうした辛つらい日々の積み重ねの末、俺は転生することを選んだわけだが……

　本当に、そうしてよかったと思う。こうして再び人々の輪に入れているのだから。

　幸せな気分で謝罪回りをしていると、「なにニヤついてんの？　反省してんの？」とか怒おこられたが、全然気にはしない。俺は今、人生の中でも最高レベルの幸福を──

「ア、アード君っ！　た、大変ですっ！」

　と、ふわふわしている最中、ジニーの声が耳じ朶だを叩たたいた。

　緊張と不安に満ちたそれを聞き、さっきまで陽気だった俺の心に、緊きん迫ぱくが訪れる。

「……どうされました？　何か問題でも？」

「く、詳くわしいことは後で説明しますっ！　とにかくついてきてくださいっ！」

　だいぶ急を要する話なのか。ジニーに引っ張られるままに、俺は学内を駆かけた。

　もしや、とうとう《魔ま族ぞく》が襲しゆう撃げきしてきたのか？　いや、それにしては魔力の反応がない。学内でテロが起きた、という気配もない。ならば、このジニーの慌あわてようは一体……。

　思考の途と中ちゆう、目的地へと到とう着ちやくしたらしい。俺を引っ張っていたジニーが立ち止まる。

　果たしてその場所とは、我がクラスの出し物、お色気メイド喫茶の店てん舗ぽ前であった。

　そのまま彼女は店内へと入り、厨ちゆう房ぼうへと足を運ぶ。その後ろをついていき、俺もまた厨房へ……入ったと同時に、ずいぶんと酷ひどい光景が、目に飛び込んできた。

　床ゆかに散乱する、木こっ端ぱ微み塵じんとなった野菜達。

　キッチンテーブルの上には、何をどうすればこうなるのか、炭化した肉や魚ぎよ介かいが並ぶ。

　そうした食材達が織り成す惨さん状じようのド真ん中で、

「びぇええええええええ！　ごめんね、皆みんなぁあああああああああ！　こんなはずじゃなかったのぉおおおおおおおおおおおっ！」

　ぺたんと座り込んだイリーナちゃんが噴ふん水すいのような涙なみだを流し、泣き喚わめいている。その周囲をクラスメイト達が取り囲み、世界の終わりでも迎むかえるような顔で惨状を見つめていた。

「……いや、本当に。どういうことなのですか、これは？」

　ここでようやく、ジニーからの説明が入った。

「Ａ組の連中が、最悪な妨ぼう害がい工作をしてきたんです……！　ちょっとこれを見てください」

　そう言って、ジニーが指差した木箱には……グシャグシャにされた野菜達があった。

　いや、台無しになっているのは野菜だけではないらしい。

　肉類の表面が真っ白な膜まくに覆おおわれている。これはカビであろうか。おそらく魔法による工作だと思われる。

　魚介は野菜と似たような有様で、特に、目玉メニューとなる虎とら鮫さめのフカヒレはそのことごとくが細かく分解され、元あった美しさと迫はく力りよくは見る影かげもない。

　また、小麦粉は学園の古い井い戸ど水みずをぶちまけられたのだろう。ダマになった粉が、黄色く変色している。

「ごらんの通り、食材の多くがダメになりました。しかし運営はまだ続けられると、ミス・イリーナが皆を勇気づけて……まず、グシャグシャにされた野菜について、これはまだ使えるとおっしゃられ、何か料理を作って見せると、そういうことになったのですが」

　ジニーは未いまだ泣き喚くイリーナを見やり、大きく嘆たん息そくすると、

「ミス・イリーナの料理スキルは、壊かい滅めつ的にダメだったんです」

　……あぁ、そうか。この惨状は、そういうことだったのか。

「私も皆も、信じられませんでした。何をどうすれば、これほど見事に食材をダメにできるのか……もはやこれは、わざとやってらっしゃるのでは？　そう思うほどに、彼女の手しゆ腕わんは最悪……いえ、ある意味では天才かも知れませんね。高級食材の数々を生ゴミ以下に変えるだなんて、なかなかできることじゃありません」

　明らかにストレスを孕はらんだ言い草。心なしか、イリーナを見る目も鋭するどく見える。

「……そういうわけで。食材はもうスッカラカン。ミス・イリーナの手によって、使えるものがほとんど消え失うせ……お店で出せる料理が、なくなってしまいました」

「ふむ。それは確かに、大変な事態ですね。当店は少女との触ふれ合いをウリにしておりますが、それだけでは不完全。やはり美味な料理を提供してこそ、売上が伸のびるというもの」

「その通りです。だから、このままですと客足は次し第だいに減っていき……最終的に、売上は僅きん差さでＡ組に軍配が上がるかと」

　この事態を打破する策を、どうにかもたらしてはくれまいか。

　ジニーだけでなく、俺を見る生徒全すべてがそういう顔をしていた。

　そんな中。シルフィーはイリーナへと近寄り、

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ、イリーナ姐ねえさん！　料理は愛情っていうじゃない！　だから、ほら！　この生ゴミだって、ちゃんとした料理だわっ！」

「な、生ゴ……!?」

「愛情さえ詰つまってれば問題ないのだわ！　料理ってそういうものよ！　見た目と味がどれだけ最低でも、愛情さえあれば大丈夫っ！」

「さ、さいて……!?　う、うわぁああああああああああああああああんっ！」

　あの馬鹿にとっては、励はげましたつもりなのだろうが。やはり馬鹿は馬鹿である。

　イリーナにトドメを刺さしたという自覚がないのか、シルフィーはしばらくうろたえた様子であたふたしていたが……やがて何かを思いついたらしい。パンと両手を叩くと、

「そ、そうだわっ！　他ほかのクラスの出し物に、食材をわけてもらえばいいのよっ！」

　この言葉に、生徒一同、「あぁ！」と声を出した。我が校は名門ゆえ、貴族は当然のこと、平民もまた地位の高い家の子供が多い。そのためか人に頭を下げるという、他者から舐なめられそうな行こう為いを、無意識のうちに選せん択たく肢しから外す傾けい向こうがある。

「確かに、他のクラスから食材を借りれば……！」

「いや、しかし、プライドが……」

「んなこと言ってる場合かよ！　もう少しで最さい優ゆう秀しゆう賞しようが手に入るんだぜ!?　その名めい誉よに比べりゃ、ちょっと頭下げる程度、なんてこたねぇだろうが！」

　多数決により、俺達は他のクラスに頭を下げ、食材を借り受けることになった……が。

「やだね！　お前等にくれてやる食材なんざ、どこにもねーよッ！」

　全てのクラスが、にべもなく断ってくる。その理由は……

「ウチもさんざんその馬鹿シルフイーに迷惑かけられてんだ！　そいつがいるクラスになんか、誰だれが協力してやるかよッ！」

　皆、口を揃そろえて言う。

　シルフィーが大だい嫌きらいだと。

　シルフィーがいるクラスには協力したくないと。

　これにはさしもの彼女も、堪こたえたらしい。

「み、皆……ア、アタシ……」

　脂あぶら汗あせを浮うかべ、暗い顔を俯うつむかせる。

　皆の視線は、シルフィーにのみ集中していた。

　しかし……彼女を批難する者は、一人もいない。

　平民だけでなく、名誉を欲ほつする貴族さえも、シルフィーを責めなかった。

　皆、シルフィーがただのトラブルメーカーではないと、理解しているのだ。

　これまでの付き合いで、彼女が常に他者のため動く優やさしい少女だと、理解したからだ。

「……まぁ、今回はしょうがねぇよ」

「だな。一位になれないのは残念だけど」

　むしろ、シルフィーを気き遣づかうような言葉を口にする者が大半だった。

「で、でも……！　ま、負けたら……アタシのせいで、姐さんが……！」

　水を向けられたイリーナだが、当然、彼女がシルフィーを責めるわけもない。

　困ったように微び笑しようし、「大丈夫よ」と呟つぶやくのみだった。

　……責められた方が、むしろシルフィーにとって最良であったろう。

　罪悪感が、彼女の瞳ひとみを涙で濡ぬらし始めた。

　……まったく。世話のやける妹分だ。

「シルフィーさん。例のプランを忘れたのですか？」

　声を張り上げ、彼女の涙を止める。

「れ、例の、プラン……？」

「おや、どうやら忘れてしまわれたようですね。こういう事態になった場合の対応策を、私に話されていたじゃありませんか」

　当とう惑わくしたように首を傾かしげるシルフィーに、俺は微笑を浮かべてみせた。

「貴女あなたがお忘れであれば、この私めが貴女に代わり、状じよう況きようを打破させていただきましょう」

　誰もがきょとんとした顔でこちらを見る。

　……安心しろ、シルフィー。

　お前にとっての新たな居場所は、俺が守るから。




　　　◇◆◇




　学祭六日目も夕暮れ時にさしかかり……

　ついに、雌し雄ゆうを決するその瞬しゆん間かんが訪おとずれようとしていた。

　一年Ａ組が運営する店舗、ビキニ少女喫きつ茶さのバックヤードにて。

　クラス長を中心とした集団が、キセル煙草たばこを吹ふかせつつ、雑談に興じている。

「我が店舗の総売上は、歴代最高位となっている。即すなわち」

「最優秀賞は間ま違ちがいなく、そして、目め障ざわりだった男だん爵しやく家の娘むすめも消えるというわけだ」

　全員で呵か々か大笑する。彼等からしてみれば今回の一件、常に目が向いていたのはイリーナであった。元げん凶きようこそシルフィーだが、あのような平民の行く末など貴族たる彼等からしてみればどうでもいいこと。貴族は貴族にしか、興味がないのである。

　そんな彼等からしてみれば、イリーナと彼女の家は目障りな存在であった。

　男爵家という最底辺の位であるくせをして、英えい雄ゆうなどと呼ばれもてはやされ、その発言権と影えい響きよう力は、公こう爵しやく家のそれと比ひ較かくしても劣おとらぬ。

　そんな特例的存在は、彼等中ちゆう堅けん貴族の生まれにとって、何よりも腹立たしいものだった。

「英雄男爵の娘が消えれば……一学年において、もっとも影響力が強いグループは我々ということになる。公爵家のエラルドも、半ば退学したような有様だしな」

「あぁ。しかし……あの平民はどうだ？」

「アード・メテオール、か。まぁ、奴やつも目障りではあるが、所しよ詮せんは平民。我々、貴族の領域には踏ふみ込めんだろう」

　クラス長からしてみれば、アード・メテオールは魔法の腕うでに長たけているだけの村人、という評価に過ぎなかった。所詮は平民の村人である。人間としての器量ではこちらが上だ。ゆえにアード・メテオールなど人としては恐おそるるにたらず、注目すべき存在ではないと確信を抱いだいていた。いくら強かろうとも、それだけで通用するほど社会は甘くない。

「ふぅ……なぁ、ここで駄だ弁べるのも、そろそろ飽あきてこないか？　一つ、楽しいアイディアがあるんだが」

「ほう。言ってみろ」

「これからＣ組の店に客として出向いてやるというのはどうだ？　もはや我が方の勝利が確定している中、勝者たる我々が敗者たる連中に僅わずかばかりの売上を恵めぐんでやるのさ。なかなか皮肉が利きいていて面おも白しろいだろ？」

「はは。それはいい。奴等がどのような顔をするか、見てみたいものだな」

　皆が賛成の意を示し、席を立つ。そうして店から出ると、Ｃ組の出し物、お色気メイド喫茶へと足を運んだ。

　もはや行列などはない。さすがに学祭終盤である。ここに至り、そうした盛せい況きよう具合はありえない。そこはＡ組の店とて同じだった。

「さて、中はどうなっているかな」

「僕等以外、人がいないんじゃないか？」

「そうだったら思い切り笑い飛ばしてやろうぜ」

　ニヤニヤと笑いながら、集団が店へと入る。と──

　その瞬間、彼等の目に飛び込んできたのは、意外極きわまる光景。

　大繁はん盛じようといった賑にぎやかな様相が、店内に広がっている。

　それは明らかに、自分達の店以上のもので……

「「「お帰りなさいませっ！　ご主人様さまっ！」」」

　当惑している最中、色気溢あふれる改造メイド服に身を包んだ女子達が、挨あい拶さつを飛ばしてくる。心なしか、その瞳には勝ち誇ほこるような色があった。

　その気に食わぬ目に何か言ってやろうかと、クラス長が口を開く、その直前。

「ようこそおいでくださいました」

　よく通る、流りゆう麗れいな声が耳に入った。

　アード・メテオールである。彼は悠ゆう然ぜんとした微笑を浮かべながら、次の言葉を投げた。

「さぁ、Ａ組の皆みな様さま方。お席はご用意しております。どうぞこちらへ」

　まるで当方が足を運ぶことを先読みしていたような口ぶり。

　そこに何か、嫌いやな感覚を味わう。それはクラス長だけでなく、集団全員の総意であった。

　ともあれ、店の出入り口で突つっ立っているわけにもいかず、アードの案内通り店の隅すみにある席へと座る。そうするとメイドの一人がメニューを持ってきたので、それを開く、と。

「……なんだ、これは？」

　そこには見知らぬ品名がビッシリと並んでいた。

　おかしい。こちらが把は握あくしているメニューとはまるで別物ではないか。

「くっ……！　おい、何か適当に料理を持ってこい！」

　品目の説明を求めるは、自らの知識不足を露ろ呈ていするのと同じ。それゆえ皆、こうした言い方を選んだのだった。そして料理がやってくる待ち時間の間、彼等は顔を突き合わせ、

「おい、なんだか妙みようだぞ」

「な、なぜこうも賑わってるんだ？　食材は──」

「シッ！　敵地の真ん中で迂う闊かつなことを言うな！」

「ま、まぁ、問題はないだろう。何か小細工でもしたのだろうが、所詮は──」

　侃かん々かん諤がく々がくと言葉を交かわす中、注文した料理が次々と運ばれてくる。

　無論のこと、この店は食事でなく女をメインとするものゆえ、さまざまなサービスがあった。しかしながらクラス長を中心とするこのグループに、色気など通じるわけもない。

　皆既すでに女を知り、性的欲よつ求きゆうに敗北するようなメンタルなど捨て去っている。

　ゆえに、女子達のもてなしは全すべて鼻で笑ってやったのだが……

　料理の方は、そうならなかった。

「このステーキの旨うま味み……！　尋じん常じようじゃないぞ……!?」

「黄金ピラフなどと、あまりにも大おお仰ぎような名前を……と、そう思っていたが……こ、この美しい煌きらめきは……！　あ、味も抜ばつ群ぐんにいい……！」

「ラーメンとかいう、わけのわからん名前の料理……見た目はスープパスタに似ているが……この麵めんの食感と風味……！　これまで味わったことのない麵料理だ……！」

　どれほど相手方をけなしたいと思っていても、これを不ま味ずいとは言えぬ。それはもはや、自分の舌が狂くるっていると喧けん伝でんするようなもの。

　悔くやしげに歯は嚙がみする面々に、アード・メテオールがにこやかに笑いかけながら、

「皆さんが召めし上がられた料理。その食材は、親切心溢れる方々によってもたらされたものでしてね」

　この言葉に、ピクリと、皆が反応する。

　まさか、これは……！

「皆さんはドライエイジングという肉に対する技法をご存じでしょうか？　肉類は乾かん燥そう熟成させることで風味・旨味が増していくもの。特に……白カビが表面を覆おおうほどの熟成具合となったものはエイジングビーフと呼ばれ、その味は普ふ遍へん的なものとは一線を画します」

　カビ。それは、自分達が行った妨ぼう害がい工作の一つではないか。

「当然のこと、食品の衛生管理は万ばん全ぜんですのでご安心を。……続いて、黄金ピラフですが。こちらも親切な御お方かたがあえてフカヒレをグシャグシャにしてくださいまして。それをライスの味付けと見み栄ばえの良さを造り出すために利用いたしました。味はもちろんのこと、黄金に煌めくフカヒレの欠片かけらが非常に美しい逸いつ品ぴんとなっておりますでしょう？」

　ぐうの音も、出なかった。

　これは、つまり。

「そしてラーメン。これもまた、親切な方が小麦粉に古い井い戸ど水みずをぶちまけてくださいまして。その水はどうやら、かん水に似た性質を持っていたようですね。ちなみにかん水とは高いアルカリ性を持つ水で、これを小麦粉に混ぜて練り込むことで独特の風味を持つ麵を作ることができるのです」

　自分達がやったことを、全て、プラスに変えたのか……！

「いや、本当に。世の中には親切な御ご仁じんがいらっしゃるのですねぇ。どれだけ感謝しても足りませんよ。その親切な方々のおかげで、学祭終しゆう盤ばんを乗り切るどころか……最さい優ゆう秀しゆう賞しようまでいただけるのですから」

　ニッコリと微笑ほほえむ。その表情こそ穏おだやかなものだが……

　クラス長はその顔の向こうに、悪あく魔まのような恐おそろしさを感じ取った。

　どうやら、自分以外の連中は全員、「全てが裏目に出た」とか「なんという不運」とか、そういった的外れな考えを抱いているらしい。

　それは違ちがう。確かに不運もいいところだが……それ以上に着目すべきは、このアード・メテオールという男の知識量と機転である。

　熟成肉だのかん水だの、そんな言葉、聞いたこともない。普ふ通つうの人間であれば肉にカビが生え、小麦粉に水を入れられた時点でそれはダメになったと判断する。

　それをこの男は、誰だれも知らぬような知識で以もつて切り抜ぬけたのだ。

　そして、フカヒレに関しては別の使い方をすることにより、斬ざん新しんな目玉メニューへと昇しよう華かさせている。やはり普通の人間であれば、形の崩くずれたフカヒレなど無価値と断じて廃はい棄きしてしまうだろう。それをこの男は……！

（所詮は平民と侮あなどっていたが、考えを改めねばなるまい）

（排はい除じよすべきはイリーナでなく──）

（アード・メテオール……！　こいつだった……！）

　この平民はいずれ、自分達貴族の領域を侵おかすほどの存在となろう。

　そんな予感を覚えながら、クラス長はアード・メテオールを睨にらむ。

（今回は負けだ。しかし……お前が今回摑つかんだ勝利は、その身を破は滅めつさせるものだと思え）

　内心で敵意を渦うず巻まかせる。

　しかし、それすらも見み透すかされているようで……

　彼は頰ほおに、一筋の汗あせを流すのであった。










　　　第三二話　元・《魔ま王おう》様と最優秀賞







　状じよう況きようを打破するための知識は、かつての配下から得たものであった。

　俺の配下には異世界からやって来たと称しようする者も多々存在し、今回の危機を乗り越こえられたのも、その大半が彼等のおかげだ。まこと、かつての配下達に感謝である。

　……それにしても。異世界人の配下は皆、ニホンとかいう国から来たと言うのだが。

　彼等の世界にはニホン以外の国はないのだろうか？　不可思議なことに彼等は皆、自分の国の知識だけを語り、他国に関しては喋しやべらなかった。

　当時はさほど異世界のことに興味がなかったので言げん及きゆうはしなかったが……

　今思い返してみると、なんとも不思議なことのように思える。今度異世界人と出会った際は、彼等の世界について少しだけ聞きだしてみようか。

　さておき。Ａ組の妨害を逆にチャンスへと変える形で切り抜けた我々は、無事に学祭六日目の終しゆう了りようを迎むかえた。出し物はこの日の時点で撤てつ収しゆうとなるため、ある意味では本日が学祭の最終日と言ってもよい。

　それからすぐ、学内放送にて生徒達への待機命令が出た。これより各店てん舗ぽの総売上が集計され、全クラスの頂点……最優秀賞獲かく得とくクラスが決定するのだ。

　しばらく待機していると、集計が完了したらしい。学内放送が全生徒に集会場へと集つどうよう指示を出してくる。それを受け、我々も緊きん張ちようと期待を抱いだきつつ移動を開始。

　そして現在。多くの生徒が集結し、手て狭ぜまとなった場内にて。

　我々は壇だん上じように上がった学園長、ゴルド伯はく爵しやくの言葉を待つ。

　彼は皺しわが刻まれた顔に満足げな笑みを浮うかべながら、口を開いた。

「まずは諸君、お疲つかれさまと言っておこう。この六日間、諸君は多種多様な苦労を経験したことじゃろう。それは必ず、未来に繫つながる財産となる。この六日間、そして学祭に至るまでの準備期間。そこで培つちかったものを決して忘れぬように」

　教育者としての言葉を前置きとして述べてから、彼は息を吸って、

「さて！　では早さつ速そく、今年の最優秀賞受賞クラスを発表しよう！　この賞を受けたとて、何か形あるものを得られるわけではない！　しかし、その名は我が校の歴史に刻まれ、永遠と語り継つがれることじゃろう！」

　物品は得られぬが、栄えい誉よは得られるというわけだ。時と場合によっては、そちらの方がプラスに働くこともある。我が校は名門ゆえ、その歴史に名を刻むというのは社会に出た際、一定のステータスとなろう。

　さて。そうした栄誉に預かったクラスは──

「一年Ｃ組！　歴代最高の売上記録を叩たたき出した新しん鋭えいが！　今年の最優秀賞じゃ！」

　結果を受けた瞬しゆん間かん、我がクラスの面々が大いに沸わき立った。

「よっしゃああああああああああああああああ！」

「フン。あれだけ手を尽つくしたんだ。当たり前だろう」

「なんだかんだ、色々あったけど……決め手はシルフィーのアイディアだったなっ！」

　皆みなの笑顔に囲まれ、困ったように頰を搔かくシルフィー。

　少し前まで批難の対象だった彼女だが、今やクラスの英えい雄ゆうとして称たたえられている。

　最後の危機を乗り越えたアイディアは、シルフィーの発案であるということにした。

　その結果、彼女はクラスのピンチを救った存在となり……

　無事、学内での居場所は守られたのであった。

　手て柄がらを譲ゆずる形となったわけだが、後こう悔かいなどあろうはずもない。むしろ我が心の中には安あん堵どだけがある。……まったく、とことん世話の焼ける奴やつだ。

「では、これにて解散とする。学祭は実質終了ではあるが……まだ翌日の剣けん王おう武ぶ闘とう会本戦がある。最後の最後まで学祭を楽しんでくれい」

　この言葉を受けて、生徒達が各おの々おの集会場から抜けていく。

　そうした中。イリーナがシルフィーとその取り巻きを引き連れ、彼等のもとへと進んだ。

　そう、Ａ組の連中である。

「あたし達の勝ちね！　さぁ、約束通り土下座してもらおうかしら！」

「ぐっ……！」

　彼女の一声に、忌いま々いましげな顔をする相手方の面々。

　すると、いつの間にかイリーナ達の周囲に我がクラスメイト一同も集結し、各々Ａ組の連中を睨む。どうやらこれまでの妨害工作について、クラスメイト全員が憤ふん慨がいしていたらしい。彼等は溜りゆう飲いんが下がる瞬間を今か今かと待ち望んでいた。

　そうした中、Ａ組の生徒達は当事者たるクラス長とその取り巻きに全ての責任を押し付けることにしたらしい。自分は無関係であると口々に言い合って、そそくさと逃にげていく。

　完全に孤こ立りつ無む援えんとなったクラス長達は、しばらくイリーナ達を睨んでいたが、やがて開き直ったような笑みを顔に浮かべ、

「そんな約束、した覚えはないな」

　鼻で笑いながら、誓ちかった内容を平然と反ほ故ごにした。

　まぁ、予想できた結末ではあるが、しかし、イリーナ達が納なつ得とくするわけもない。

「はぁ!?　そんなの通ると思ってんの!?」

「イリーナの言う通りだぜ！　さっさと土下座しろやゴラァッ！」

「さんっざん妨害工作しやがって、この腐くされ外げ道どう共がッ！」

　大ブーイングを浴びながらも、クラス長とその取り巻きは涼すずしげな顔をして肩かたを竦すくめた。

「君等がなぜそうも立腹しているのか、我々には理解しかねるね。妨害工作？　人聞きの悪いことを言うなよ。そんな卑ひ劣れつな真ま似ね、我々がするわけないだろう。それとも……証しよう拠こがあるのかね？　こちらが何かをしたという、確たる証拠が」

　それを言われれば、黙だまるしかない。彼等は巧こう妙みように動いており、決して自分達に繫がる痕こん跡せきを残さなかった。そこらへんは実に見事なものである。

「さて。では我々は失礼させてもらうよ」

　そう述べると、彼等はこちらに背を向け、立ち去ろうとする──が、その前に。

　学園長の秘書たる女がこちらへと歩み寄り、声を投げた。

「どこへ行かれようとも勝手ではありますが。その場合、貴方あなた達は退学処分となりますよ」

　逆光で眼鏡を光らせる秘書官に、Ａ組の連中がぎょっとした顔を向ける。

「た、退学!?　どういうことだ!?」

「どういうことも何も。心当たりがないとは言わせませんよ？　貴方達は学祭のルールに反しました。家の力を使ってはならないと再三説明したにもかかわらず、貴方達はそれを平然と破りましたね」

「な、何を根こん拠きよに、そんな──」

「証拠ならば全すべて揃そろっています。貴方達のようなお子様が、我々大人の目をごまかせるとでも？　……まぁ、もっとも。証拠がなかったとしても貴方達は我々に従うほかないわけですが。貴方達と我々、どちらの立場が上か、わからないわけありませんよね？」

　サディズムに溢あふれた笑みを唇くちびるに浮かべる秘書官に、Ａ組の連中が冷や汗を流す。

「無論のこと、貴方達とＣ組の確かく執しつについてもこちらは把は握あくしております。そこで、今回の不正を学園長に報告したところ……ルールに反したとはいえ、歴代二位の売上を残したことは天あつ晴ぱれ。ゆえに約束通りＣ組の面々へ土下座をしたなら不問に処す。それを反故にするならば、本校から放ほう逐ちく。そのように決定を下されました」

　冷然とした目を向けながら、秘書官は選せん択たくを迫せまる。

「土下座なさるか、名門校からの破門という汚お点てんを経歴に刻むか。お好きな方をどうぞ」

「ぐ、うぅ……！」

　クラス長を始め、集団の全員が苦く悶もんの表情となり、そして。

「く、そぉおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ！」

　クラス長が絶ぜつ叫きようを放ちながら膝ひざをつき……その両手と額を、床ゆかに擦こすり付けた。

　これに続いて、彼の取り巻き達もまた土下座を実行。

　我々を卑劣な手で苦しめた者達が、一様に地べたへと這はいつくばる。

　そうした光景に、我が学友達は皆溜飲を下げたらしい。

「へっ！　ざまぁみさらせ！」

「くくく……！　伯爵家嫡ちやく男なんの土下座姿……！　これは一生忘れられんなぁ……！」

「ほほほほほ！　今日も気持ちよく眠ねむれそうねぇ～！」

　平民・貴族関係なく、目前の光景に笑い合う。

　Ａ組の連中にはクラスの団結に一役買ってくれてありがとうといったところか。

「……覚えていろよ、アード・メテオール……！」

　なぜだか俺に対し敵意の念を向けてくるＡ組クラス長。

　このような逆さか恨うらみ、いちいち覚えてはいられんので、早々に忘れることとする。

　かくして。

　Ａ組との確執も、これにて決着と相成ったのであった。




　その後。俺とイリーナ、シルフィー、ジニーの四人は寮りようへと帰宅し……

　前もって決めていた通り、ささやかな打ち上げパーティーを行う。

　四人でテーブルを囲み、各々、葡ぶ萄どう酒入りのグラスを手に持つと、

「では、乾かん杯ぱいといきましょうか。我が方の勝利を祝い……乾杯」

「「「かんぱ～いっ！」」」

　俺の音おん頭どに合わせ、皆がグラスを打ち合う。

　小気味良い音を鳴らせたそれを口元へ運び、葡萄酒を一息に飲み干す。

　やはり、勝利を収めた後の酒は美う味まいものだ。

　そうしてから、各々思い思いにつまみを食したり、新たなボトルを開けたりなど、好きに動きながら言葉を交かわす。

　その全てが、俺に対する称しよう賛さんであった。

「いやぁ～、それにしても。アード君がいなかったら負けてましたね、私達」

「ほんっとにね！　さすがあたしのアード！　まさにクラスの英雄ね！」

「お褒ほめに与あずかり、恐きよう悦えつ至し極ごくにございます。しかしながら……今回の勝利は私のみの功績ではございません。皆さんの努力あってこそのもの。およそ一月ほどの時間でしたが、お三方も本当にお疲れさまでした」

　労ねぎらいの言葉を送り、微び笑しようする。と──

　シルフィーがこちらをまっすぐに見て、顔を紅あかくしながら、口を開いた。

「ね、ねぇ、アード。アタシ、あんたのことを誤解してたのだわ。アンタのこと、《魔ま王おう》の転生体だと思ってたけど……どうやら、違ちがうみたいね。だってアンタ、ものすごく優やさしくて、すごく頼たよりになるし……カ、カッコいいもの！」

　……なぁ、シルフィーよ。その言い草だと、《魔王》は優しくなくて、頼りにならず、格好悪い奴、と言ってることになるんだが。

　お前、いい加減にしないと本当にブン殴なぐるぞ。

　褒められてるのに、ぜんっぜん嬉うれしくないわ。

　……こちらの気持ちなどつゆ知らぬシルフィーは、ますます顔を紅くしながら、言葉を続ける。

「今回は本当に、迷めい惑わくをかけたのだわ。いつだって、アタシのせいで事態はややこしくなって……でも、アンタは文句一つ言わずに、フォローしてくれた」

「それは学友として当然のことをしたまで。気負うことはありませんよ、シルフィーさん」

　前世の頃ころであれば、「まったく、クソ迷惑をかけおって、この馬ば鹿か者が」と言いつつ、ゲンコツでも落としてやるところだが。そういうことをしたら自分＝《魔王》だと明かすようなものなので、俺はグッと堪こらえながら優しい言葉を投げ返した。

　するとシルフィーは目を伏ふせて俯うつむき、申し訳なさそうに言葉を紡つむぐ。

「最後の方なんか、アンタの手柄を横取りしちゃって……本当に、ごめんなさい。でも……アンタのおかげで、アタシは大切な何かを失わずに済んだ気がする」

　そして。シルフィーは紅い顔のまま唇を震ふるわせ、大きく息を吸うと。

「あ、ありがとうだわっ！　アード・メテオール！」

　恥はずかしそうに礼の言葉を叫さけぶと、もう俺の顔を見てられないとばかりに顔を逸そらし、「ト、トイレ行ってくる！」などと言い置いて、部屋から去って行った。

「……これは落ちましたねぇ～。間違いなく」

　ドアを見つめながら、ジニーがボソリと呟つぶやく。

「落ちたって、どういうこと？」

「そのまんまの意味ですよ～。ミス・シルフィーはアード君に惚ほれちゃったんです」

「なっ!?」

　目を大きく見開いた後、複雑そうに口をもごつかせるイリーナ。

　……あいつが、俺に惚れる？

　やめてくれ。本当にやめてくれ。想像もしたくない。

「う～ん。ミス・シルフィーのこと、実はあまり好きじゃなかったんですが～。まぁ、ハーレム要員として考えると中々ですね。彼女、なんだか妹キャラって感じですし。私が見み繕つくろってた女の子の中には、ちょうど妹系がいなかったんですね～」

　一人ぶつぶつと呟いてから、ジニーは瞳ひとみを煌きらめかせながらこちらを見て、

「きっと近いうちに告白イベントが来るかと思います！　そのときのために、今からお返事を考えておいた方がよいかと！」

「いや……はは……勘かん弁べんしてくださいよ……」

　こんなにも苦い笑いは生まれて初めてだ。

　と、そう思っていると。

「……ただいま」

　用を足し終えたらしいシルフィーが、部屋に帰ってきた。

「お、おおお、お帰り！　早かったわねっ！」

「……うん」

　ジニーが語った内容を気にしてか、イリーナの態度がどこか変である。

　しかし、変と言えば……シルフィーもまた、どこか様子がおかしいような気がしてならない。俺もイリーナと同様、ジニーの言葉に惑まどわされているのだろうか？

　どうも、シルフィーが俺に対し頻ひん繁ぱんに視線を送ってくるような……

　……もし、彼女が本当に俺に惚れたというなら。

　その思いには、応こたえられない。

　そんな資格、俺にはない。

　……告白されたときの返事を考えておけ、か。

　もしそうした瞬しゆん間かんが来るのなら。そのときは。

　いよいよ以もつて、彼女に全てを話すことになるだろう。自らの罪を告白し、自分にはその好意を受け取る資格がないと、明かすことになるだろう。

　……そのときが来ないでほしいと、願わずにはいられない。

　エラルドがジニーと向き合えぬように。

　俺もまた──




　この案件に関してだけは、目を背そむけていたかった。










　　　第三三話　元・《魔王》様ＶＳ──







　一週間に亘わたって続いていた学園祭も、本日で最終日となる。

　この日はまず、朝から昼にかけて各出店の撤てつ収しゆう作業が行われ、昼から夜にかけて最後の祭りが開幕する。

　そう、剣けん王おう武ぶ闘とう会の本戦トーナメントだ。

　全店てん舗ぽの撤収が確かく認にんされた後、再度一いつ般ぱん客きやくの入場が促うながされ……

　現在。学園の校庭内にデンと構えた闘技場の客席は膨ぼう大だいな観客で埋うめ尽つくされ、その熱気たるや天を突つくような勢いである。

　そうした状じよう況きようを、俺やイリーナ達は控ひかえ室に置かれた水すい晶しよう型映像器で確認。

　俺としては大おお舞ぶ台たいなど慣れ親しんだものなので、特別緊きん張ちようなどはなかったが、イリーナやジニーはそうでもないらしい。一定の緊きん迫ぱく感かんを抱いだいているようで、先さき程ほどから一言も喋しやべらない。それはオリヴィアを始めとした、他ほかの闘技者達も同様で……

　極きわめて意外なことに、シルフィーさえも腕うでを組んで黙だまりこくっていた。

　こうしたお祭り騒さわぎの際、彼女はいつでもテンションを上げて、鬱うつ陶とうしいぐらい絡からんでくるのだが……

　やはり、昨夜からどうも、様子がおかしいように思えてならない。

　水晶に映る光景を睨にらむシルフィー。そこでは第一の試合が今まさに、決定されようとしていた。

　本戦トーナメントはサプライズ性を重視しているとのことで、勝負の組み合わせはランダムで決定される。

　闘技場の中央上空にぷかぷかと浮うかぶ巨きよ大だいな水晶。そこには各選手の名前が映っては消え……しばらくそれを繰くり返した後、二人の名前が映り、そこで停止する。

　最初の試合は、シルフィーと外来の参加者となった。

「が、頑がん張ばりなさいよ！」

「まぁ、応おう援えんしてあげなくもないです」

　イリーナとジニー二人の声を受けて、シルフィーは、

「……うん」

　ニコリとも笑わず、無表情のまま、対戦者と共に部屋から出て行った。

「なんか、おかしいわね、あの子」

「思い悩なやんでるんですよ。アード君に告白するタイミングを。そんなんで試合に勝てるのかしら？」

　思い悩んでいる、という点に関しては、同意できる。

　シルフィーは何か、一つのものごとに対して考え込んでいるようにも見えるのだ。

　そんな彼女の試合内容は……やはり、らしくないものだった。

　あまりにも静かで、冷ややか。あいつのあんな戦い方は見たことがない。

　結果は圧勝である。地力が違いすぎるのもあるが、冷静沈ちん着ちやくな試合運びには危なげがなく、対戦者が哀あわれになるほど隙すきがなかった。

「す、凄すごいわね、シルフィー。いつもとは完全に別人じゃないの」

「気合いが入ってる感じですね～。……優勝していいところ見せてから告白、みたいなベタな作戦を思い描えがいてるのかな」

　ジニーの発言は横に置くとして。イリーナの言葉通り、今のシルフィーはまるで別人だ。

　控え室に帰ってきても明るさを振ふり撒まくことなど一いつ切さいなく、その目はどこを映しているのかもわからない。

　そうした様子に、オリヴィアさえも首を傾かしげる始末。

　いったい、シルフィーはどうしてしまったのだ？　まさか本当にジニーが言う通り、恋こい煩わずらいにかかったとでも？

　頭の中で悶もん々もんと疑ぎ問もん符ふが渦うずを巻き続ける。

　が──

『圧あつ倒とう的な力量差で決着がついた第一戦！　さぁ、次の試合はどのような展開を見せるのかッ!?　ルーレット、スタートッ！』

　次の対戦カードが決定された瞬間。

『お？　おぉ？　おぉおおおおおおおおおおおおおおおおお!?　だ、第二試合にして、早くもッ！　早くもビッグカードが実現したぞぉおおおおおおおおおおおおおおおッ！』

　頭の中が真っ白となり、シルフィーへの疑問など吹ふき飛んでしまった。

　果たして、第二試合の組み合わせは。

『伝説の使徒オリヴィア様と──ここ最近、世間を賑にぎわす大魔ま導どう士し様のご子息ッ！　アード・メテオールッ！　生ける伝説とナンバーワン・ルーキーが早くも衝しよう突とつだぁあああああああああああああああああああッッ！』

　沸わきに沸き上がる場内。それに反し、こちらの気勢は氷点下にまで落ち込んでいる。

「俊しゆん英えいと伝説のぶつかり合い、か……！」

「両者共に相手をしてみたかったが……仕方なし」

「小こ僧ぞうの方は魔法こそ達者なようだが……さて、その剣技がオリヴィア様に届くか否いなか」

　参加者達もにわかに盛り上がっている。それはイリーナやジニーも同様で、

「頑張って、アード！　あんたなら絶対大だい丈じよう夫ぶ！　オリヴィア様にだって勝てるわっ！」

「大金星をあげるお姿、この目にしかと焼き付けますからねっ！」

　そして──当事者たるオリヴィアは黒い猫ねこ耳みみと尻尾しつぽの毛を逆立たせ、美び貌ぼうに素す敵てきな笑えみを浮かべながら、こちらを見み据すえてきた。

「早くも、望んだ展開がやってきたなぁ？　ア・ー・ド・くぅん？」

　その顔に映る表情こそ友好的かつ爽さわやかなものだが……内心に渦巻く心理は真逆。

　この勝負で白黒ハッキリ付けて、場合によっては……

　姉貴分による地じ獄ごくの折せつ檻かんフルコースを、たらふく食らわせてやる。

　表情から伝わる意図に、俺は冷ひや汗あせを流した。

「両選手、出番となりましたので入場をお願いします」

　係員が室内にやってくる。……逃にげ出してしまいたいと思うのは、いつ以来か。

　オリヴィアと二人並び、場内へと向かう。

　そうして対たい峙じする瞬間を迎むかえるまで、俺は必死に頭を働かせた。

　……まさか、一番来てほしくない展開がやってくるとは。

　こちらの望みとしては、イリーナかジニーあたりとぶつかり、バレぬよう手を抜ぬいて勝ちを譲ゆずる、というものだった。

　しかし、相手がオリヴィアとなると……バレぬよう手を抜くのは難しいぞ……！

　さりとて、やり通さねばならぬ。

　姉貴分の本気折檻など受けたくはない。冗じよう談だん抜きで心を破は壊かいされてしまう。

　俺はまだまだ、イリーナ達と楽しいキャンパスライフを過ごしたいのだ。

　ゆえに、この勝負……

　全身全ぜん霊れいを以て苦戦を演じ、誰だれの目にもバレぬよう敗北を喫きつしてみせるぞ。

　そうして、俺＝《魔ま王おう》という疑ぎ惑わくを晴らすのだ。

　決意と覚かく悟ごを固めた俺は、支給された刃は引びきの剣を握にぎり締しめ──

　会場中央にて、オリヴィアと向き合う。

『す、凄すさまじい睨み合いです！　両者の体からは尋じん常じようならぬ闘気が放たれ……それにあてられたのでしょうか、先程から場内に響ひびく声はわたくしのそれのみであります！』

　手は抜く。が、バレぬようにするには、ある程度の本気具合を出さねばならん。

　ゆえに俺は、闘気のみ全力のそれを放っているのだった。

　やる気など、これっぽっちもないのだが。

「あぁ、懐なつかしいな、この感じ……貴様の気は、奴やつのそれとそっくりだ」

「……お褒ほめにあずかり、光栄の極み」

　短い言葉を交かわし、そして。

　始めの合図を受けた瞬間。

「久方ぶりにじゃれ合おうか。馬鹿弟」

　オリヴィアの全身から、激げき烈れつな殺気が放たれ──

　瞬まばたき一つする間に、奴は間合いを詰つめていた。

　斬ざん閃せん。こちらの頭頂部を目め掛がけ、縦一文字に繰り出されたそれは、数瞬後、一〇〇を超こえる斬ざん撃げきへと分ぶん裂れつする。

　最初に狙ねらった頭頂部を始め、指先、前ぜん腕わん・上じよう腕わん、胴どう、下腹部、大だい腿たいなど、あらゆる部位、それも急所とされる場所のみを正確に狙ってくる。

　ほんの一いつ瞬しゆんにして、無数の斬撃を繰り出すこの技わざを、オリヴィアは《刹せつ那なノ太た刀ち・一式》と呼んでいたな。

　無論、彼女の技量は知り尽くしている。回かい避ひは容易……だが、ここはあえて斬撃の一〇分の一を貰もらっておこう。

「ぐぅっ！」

　さすがにキツいな。頭ず蓋がいの一部を始め、一〇カ所の骨にヒビが入った。

　しかし、これでいい。全すべて避よければ自分が《魔王》だと明かしたようなもの。

　だから、ある程度は受けねばならんし……こちらも、攻こう撃げきする必要がある。

「シィッ！」

　鋭するどく息を吐はき、両手で握った剣を振るう。大気を引き裂さきながら半円を描くそれは、一応、渾こん身しんの斬撃であるが、

「遅おそい」

　狙い通り回避され、返礼の一撃を浴びて、俺は場内の端はしへと吹っ飛んだ。

『……えっ？　な、何が起こったのでしょうか!?　あ、あまりにも速すぎて、り、理解が……！　気付けばオリヴィア様が移動しておられて、アード選手が吹き飛んで……！　と、とりあえず、戦せん況きようはオリヴィア様の優勢ということでしょうか!?』

　先程の一合を理解できた者は、両手で数える程度だろう。

　それゆえ観客は誰もが我々を称しよう賛さんする。優勢のオリヴィアは当然のこと、俺に対しても一定の評価が飛んできた。

　されど、客の感情はこの際どうでもいい。

　もっとも重要なのは、オリヴィアの顔だ。

　……先刻までの笑みが、僅わずかに曇くもっているな。

　よし！　これは迷いを抱いている証しよう拠こだ！　このまま騙だまし通し、見事に負けてやる！

　敗北へのモチベーションを燃やしながら、俺は大きく息を吐いて。

「さすがは剣神と呼ばれるだけのことはありますね。しかし……私の力量を判ずるには、まだまだ早い段階ですよ」

　さもやる気十分といった、青あお臭くさい台詞せりふを垂れてから。

　今度はこちらから踏ふみ込む。

　そして、いい感じに手を抜いた斬撃を繰り出し……いい感じの応おう酬しゆうを繰り広げ、一撃、オリヴィアの顔面へと入れてやった。

　彼女の額からツゥッと、細く紅あかい流線が零こぼれ落ち、その白い肌はだに朱しゆ色いろを刻む。

『おぉッ！　オ、オリヴィア様がッ！　あ、あの生ける伝説がッ！　鮮せん血けつを流しておりますッッ！　な、なんということでしょうッ！　アード・メテオール一五歳ッ！　その歳としで伝説を射程圏けんに捉とらえているというのかぁああああああああああああああ!?』

　場が騒そう然ぜんとなる。が、それは想定通り。

　さすがに一本も入れぬまま負けては不自然だからな。

　そして、こういう展開を作れば──

「……面おも白しろい」

　実はかなり熱くなりやすいオリヴィアは、一撃入れれば確実に本気を出してくる。

　実際のところ、放つ殺気は先刻以上の禍まが々まがしさとなり──

「死んでくれるなよ」

　冷れい徹てつなる言葉を、氷のような無表情から放つ。

　そして、激しい攻こう勢せいが始まった。

　刹那にも満たぬ刻ときの中、殺さつ到とうする剣けん閃せんの数は億か兆か。

　完全に殺す気で仕し掛かけている。

　その猛もう烈れつな攻撃に対し、俺は苦く悶もんの表情を作り、まるで防戦一方という芝しば居いを打った。

　よし。あとは適当に、比ひ較かく的てき安全な斬撃を貰い、吹っ飛ばされよう。

　それから芝居でもなんでもなく、本当に失神すれば、この仕事は完かん了りようである。

　我ながら自分の演技力が怖こわい。演劇の稽けい古こで芝居の能力が上がってしまったかな？

　オリヴィアも完全に騙されているようだし、問題は何もない。

　いやぁ、当初は小便を漏もらしかねんほど恐きよう怖ふしたものだが、実際に臨んでみれば、なんということはないな。はは、存外チョロいではないか、我が姉貴分は。

　……よし。この、喉のどへの突つきを食らおう。失神は間ま違ちがいないが、死ぬ可能性は薄うすい。それぐらいの、ちょうどいい斬撃だ。

　オリヴィアが執とった剣がこちらへとやってくる。

　永遠と時間が引き延ばされ、その動きがゆっくりに感じ──

　その切っ先がこちらの喉を捉える瞬しゆん間かんを、今か今かと待っていると。

「なぁ、アード君」

　対面にて。

　オリヴィアの顔が──

「闘とう技ぎ場はなぁ」

　これまで見たことのない、黄金を思わせるような。

「芝居を打つ場じゃあないんだぜ？」

　美しすぎる笑顔に、変化した。

　この表情と、君付け、さらに荒あらっぽい口調。

　それを受けて、俺は確信する。

　あぁ、これは、失敗した、と。

　オリヴィアは騙されていなかったのだ。そういうフリをしていただけで、ずっと、俺の出方をうかがっていた。

　俺＝《魔王》だと、確信を抱いだきながら。

　そのことに気付いた瞬間、彼女が繰くり出した剣の先が動き──軌き道どうが変化。

　先さき程ほどまでの温ぬるい剣閃ではない。首を両断することを目的とした、苛か烈れつな一撃である。

〝手を抜かれるのは嫌きらいだと、昔から再三言ってるよなぁ？　死にさらせ、馬ば鹿か野や郎ろう〟

　彼女の目がそんなことを言った気がして。

　迫せまり来る必殺の剣が否いや応おうなしに緊きん張ちようを生み。

　そして──

　気付けば俺は、無意識のうちに魔法を発動していた。

　防ぼう御ぎよ魔法、《リフレクト・ウォール》。中級の防御魔法《メガ・ウォール》の術式を改変したこの魔法は、自らの全身を半はん透とう明めいの防ぼう壁へきで覆おおい──

　数秒間、命中した物理攻撃の威い力りよくを、相手へとそのまま返す。

　オリヴィアが放った斬閃は見事こちらの首を捉えたが、魔法によってその威力はゼロへと導かれ──

「ぐぁっ」

　運動エネルギーの全てを返されたオリヴィアが、小さな悲鳴を上げながら吹ふっ飛んだ。

　それだけなら、まだよかったのだが……大いなる意思の悪戯いたずらというやつか、オリヴィアの衣服にさえ、威力が反射したらしく……
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　彼女が纏まとっていた身軽そうな衣服が、より一層身軽になってしまった。

　つまりは全ぜん裸らである。あれならばもう、どのような動きにも布は干かん渉しようすまい。

　何せ、布が一いつ切さいないのだから。

「ぐ、うぅっ……！」

　一〇歩分離はなれた場所で、彼女が着地し、悩なやましげな声を放つ。

　それから彼女は己おのれの痴ち態たいに気付いたか、「ひゃんっ!?」とか聞いたことのない声を出して、自らの裸体を隠かくした。

　右みぎ腕うでで豊かな胸を。左手で乙女おとめの茂しげみを。

　……俺からしてみれば、姉貴分の裸体などなんの興奮材料にもならんのだが。

「う、うぉおおおおおおおおおお!?　オ、オリヴィア様の裸体じゃぁああああああああああああああああ!?」

「な、なんという見事なお尻しりっ……！」

「おっぱいも！　おっぱいも凄すごいぞ！」

「ていうかオリヴィア様、生えてなかった！　一瞬だったけど、オレは見たぞ！　オリヴィア様、ツルッツルだった！」

「マジかよ！　今日までライザー教だったけど、オリヴィア教に鞍くら替がえしますッ！」

　観客からすれば、それはまさに夢のような光景なのだろう。

　主に野や郎ろうの野太い歓かん声せいが、大地を揺ゆらさんばかりに轟とどろいている。

　そんな中。

「う、うぅ……！」

　オリヴィアが猫ねこ耳みみを伏ふせながら、呻うめき声を漏らす。

　その顔は熟うれた林りん檎ごのように真っ赤で、プルプル全身を戦慄おののかせながら、俯うつむいている。

　ま、まずい。どうなるんだ、これは？　こんな展開、今までないぞ。

　こ、こういうとき。オリヴィアはいったい、どういう行動をとるのだ……!?

　冷ひや汗あせをダラダラと流しながら、固かた唾ずを飲んで、相手の動きを待つ。と──

　彼女はガバッと顔を上げた。

　その瞳ひとみは涙なみだで潤うるんでいて、もうその時点で俺は引き気味だったのだが、

「き、ききき、貴様は……も、もしかすると、本当に奴やつでは、な、なな、ないかも、しれんな……！　奴はどんなことがあろうと……わ、わた、わたしに！　こんないやらしいこと、しなかったもんっ！」

　もん!?　あのオリヴィアが、語ご尾びに「もん」ッ!?

「こ、この屈くつ辱じよく、ぜ、ぜぜ、絶対に忘れないんだからなっ！　覚えてろよばか！　ばかばかばーかっ！　くたばれ、このばーかっ！」

　幼子のような悪口を言ってから、彼女は涙を零しつつ、柔やわ肌はだを腕や尻尾しつぽで隠しつつ、通路の方へと走り去っていった。

『え、えぇっと。使用禁止魔ま法ほうを扱あつかいましたので、この勝負、アード・メテオール選手の失格負け、ということになるのですが……し、試合に負けて、勝負には勝った、ということでしょうか……!?　あ、あのオリヴィア様に……!?　し、しかしながら。わたくし、オリヴィア様の裸体で頭が一いつ杯ぱいでして……正直、アード選手の凄すさまじさが、どうでもよく感じております……いや、凄かった……魔導式映写装置、持ってくりゃよかった……』

　うん。俺も実じつ況きよう者と同じだ。頭の中はオリヴィアのことで一杯である。

　だが当然、奴の裸体なんぞはどうだっていいが。

　とにかく……疑ぎ惑わくは晴れた、ということでいいのか？

　いや、そうだったとしても、新たに大きな問題が発生したので、嬉うれしくないのだが。

　……なんか、もう、本当に。




　どうしてこうなった？










　　　第三四話　元・《魔ま王おう》様、妹分の様子に首を捻ひねる







　第二試合……俺とオリヴィアの勝負はこちらの反則負け、ということになったのだが。

　どうやらオリヴィアは試合後、羞しゆう恥ちからか職員寮りように引きこもってしまったらしい。

　そのため彼女は失格処分となり……これで、誰だれが優勝者となるのかわからなくなった。

　ゆえに場内の活気は一層高まり、誰もが次の試合を今か今かと待ち望んでいる。

　俺もまた会場後方、立ち見席にて、次の組み合わせの発表を待つ。

　そうしていると、会場の中央、上空に浮うかぶ巨きよ大だいな水すい晶しように変化が見られた。

『さぁ、第三試合の組み合わせは──』

　実況者の声に合わせて、水晶に闘技者達の名が現れては消え……その末に。

　二人の名が、刻まれる。

　一人は、イリーナ。そしてもう一人は……

　ジニーだった。

『英えい雄ゆう男だん爵しやくのご令れい嬢じようとッ！　無名のダークホースッ！　第三試合も見み逃のがせない勝負になりそうだぁああああああああああああッッ！』

　場内が白熱する中、俺は腕を組みながら、彼女等の登場を待った。

　やがて二人が通路の奥から姿を現し、会場中央の大おお舞ぶ台たいにて睨にらみ合う。

　そして一言二言、言葉を交かわした。場内の大だい歓かん声せいにより、その声はここまで届くことはなかったが、両者の唇くちびるの動きから、俺は会話の内容を読み取った。

「バトルイベントのときは、邪じや魔まが入ったけど」

「今回はキッチリと、最後までやりましょう」

　互たがいに闘とう志し十分。

　……俺としては、複雑な心境だった。

　両者共に、こちらからすると弟で子しであり……大切な友人である。それが勝敗を争うのだ。

　できることなら、両方とも勝ってほしい。だが、それは叶かなわぬ願いである。

　悶もん々もんとした心情を抱かかえる中──試合が、開幕した。

「いやぁああああああああああッ！」

　イリーナが気き迫はくを放ちながら、先んじて仕し掛かける。

　踏ふみ込んで直線的に敵へと向かい、剣けんを大上段へと振ふり上げた。

　それに対し、ジニーは後の先をとる構え。

「フゥッ……！」

　どっしりと腰こしを落とし、イリーナの斬ざん撃げきを受け止める。ぶつかり合った刀身が火花を散らす中、ジニーは瞳を鋭するどくさせながら、押し込むように前へと出て、

「ハァッ！」

　剣を握にぎったまま体を捻り、接していた相手の刀身を逸そらすと、その勢いのまま肘ひじをイリーナの顔面へと叩たたき込む。

「ぐっ……！」

　痛打を受けたイリーナが苦く悶もんし、たたらを踏む。

　……その様子に、俺は思わず身を乗り出してしまった。

「ハァッ！」

　イリーナの様相を好機とみなしたジニーが、追撃せんと踏み込む。しかし、

「調子にッ……！　乗らないでよッッ！」

　渾こん身しんの一撃。縦一直線に振られたそれは極きわめて荒あら々あらしく、パワー感に満ちていた。

「ちぃ……！」

　追撃から防ぼう御ぎよの構えへと即そく座ざに変化させるジニー。

　刀身で斬撃を受け止め、再び轟ごう音おんと火花が飛び散った。

　イリーナの膂りよ力りよくは凄まじく、今度は止めたジニーが苦悶の顔となり、その足あし下もとで地面が砕くだけて破は片へんが四散する。

　以降、両者共に一進一退。互ご角かくの勝負が展開される。

　まさに手に汗あせ握にぎる戦い。場内は沸わきに沸きあがり、客のボルテージは天てん井じよう知らずに高まり続けた。

　そうして、俺も含ふくめた観客全員が勝負の行ゆく方えを見守る中。

　とうとう、均きん衡こうが崩くずれ出す。

　イリーナが、じわりじわりと押し始めたのである。

「く、ぅ……！」

　地力と膂力の差が、ゆっくりとだが、確実に出てきた。

　無理もない。ジニーはサキュバスである。どちらかと言えば、彼女等は攻こう撃げき魔法を得手としており、身体機能強化には不向き。

　その反面、イリーナが属する種族──エルフは、特筆して得意とする分野こそないものの、あらゆる魔法を高水準で使いこなす。肉体強化もまた、得意中の得意だ。

　そうした種族差というのも、現状に繫つながる要素であろう。

　次し第だいに防戦一方となり、被ひ弾だんも目立ち始めるジニーだが。

　その瞳に宿った戦せん闘とう意思は、微み塵じんも萎なえてはいない。

「貴女あなたなんかにッ……！　貴女なんかにッ！　負けてたまるもんですかッ！」

　強引に前へと出て、つばぜり合いの形へと持って行く。

　そうして顔を寄せ合いながら、力を込こめ合いながら、

「貴女みたいにアード君を独どく占せんしようとする輩やからにッ！　私は負けませんッ！」

　……んん？　なんか、妙みように雲行きがおかしくなって……

「貴女はアード君を友達として見てるんでしょ!?　だったら別に構いませんよねぇ!?　アード君が私を始めとした、大勢の女の子に囲まれていてもッ！　所しよ詮せん友達でしかない貴女には、なんの関係もないでしょうがッ！」

「関係ないことなぁあああああああああああああいッ！　何がハーレムよッ！　絶対に認めないわ、そんなものッ！　アードの隣となりにいていい女の子は、あたしだけなんだからぁあああああああああああああああああああッッ！」

　叫さけびながら絶大な力を込めていくイリーナ。

　つばぜり合いの均衡もまた、崩れようとしている。

「くぅッ……！　なんっ、ですか！　その台詞せりふ！　貴女、本当は彼のこと友達以上に思ってるんでしょ!?　だったら男として好きだってハッキリ言いなさいよッ！」

「うっ、うるさいうるさいうるさぁ～～～～～～～いッ！　そんなの、今はどうだっていいでしょッ！」

　顔を真っ赤にしたイリーナが、つばぜり合いを制す。押し負け、体勢を崩したジニーへ剣けん閃せんを浴びせるが、しかし、それでもジニーは倒たおれない。

「アード君は……皆みんなのものですッッ！」

「アードはあたしのものよッッ！」

　こんなことを叫び合いながら、再び激しい打ち合いへと突とつ入にゆうした。

　……もう、恥はずかしくて見てられん。

『一人の男を奪うばい合ってのキャットファイトッ！　果たしてこの試合は！　そして恋こいの行方は、どのように転がっていくのでしょうか!?』

　煽あおるな。頼たのむから、煽らないでくれ。

　周りの客も。俺のことを見るのはよせ。試合にだけ集中していろ。

　……あぁもう、早く終わってくれんかな、この試合。

　そうした願いが天に届いたのか、決着のときは、唐とう突とつに訪おとずれた。

「あっ……!?」

　激しい戦闘の中、穿うがたれた地面の穴。

　そこにイリーナが足をとられ……体勢が大きく崩れてしまう。

　この絶好のチャンスを、ジニーが見逃すわけもない。

「アード君はッ！　私達が貰もらい受けるッ！」

　こんなことを叫びながら、ジニーは剣を構え、踏み込んだ。

　そして──イリーナの頭頂部目め掛がけて、刀身が振り下ろされる。

　直撃は免まぬかれぬ。俺を含め、誰もが決着を確信した、その瞬しゆん間かん。

「アードはッ！」

　叫びながら、イリーナは……あえて、さらに体勢を崩していった。

　真横へと倒れ込んでいく。そうして、

「誰にもッ！　渡わたさないんだからぁああああああああああああああああッッ！」

　絶ぜつ叫きようと共に、握り締しめていた剣を、ジニーの喉のど元もとへと投げつけた。

　超ちよう近きん距きよ離りからの投とう擲てきは、ジニーにとって想定外のものだったらしい。

　動どう揺ようは剣の振りに現れる。半円を描えがくその挙動から僅わずかに鋭さが失われ──

　両者の攻撃は、まったく同時にぶつかり合った。

　ジニーの剣がイリーナの頭部を捉とらえ、イリーナの剣がジニーの喉を突つく。

　果たして、勝負を制したのは──

「わた、しは……負け、な……」

　かすれた声は、ここで途と切ぎれて終わる。

　意識を失い、倒れ伏ふすジニー。

　対して、イリーナはほぼ無傷。一撃を頭部に浴びたものの、倒れ込みながらのそれであったため、威い力りよくは大きく半減されたのだ。

　ゆえに、両者共地に倒れ伏せたが。

　イリーナは体を揺ゆらめかせながらも、すぐさま立ち上がった。

　それに反して、ジニーは倒れたまま。それゆえに、

『ジ、ジニー選手ッ！　戦闘不能ッッ！　勝負を制したのは、英雄男爵のご令嬢ッ！　イリーナ・リッツ・ド・オールハイドだぁああああああああああああッッ！』

　勝負あり。

　その言葉を受けて、イリーナはしばらく呆ぼう然ぜんとしながら、荒あらい息を吐はいていたが。

「やっ……たぁあああああああああああああああああああっ！」

　満面に華はなが咲さいたような笑えみを浮うかべ、嬉うれしそうにピョンピョン跳とびはねる。

　その様子はとても微笑ほほえましく……敗れたジニーには気の毒だと思うが、俺は心の底から、イリーナの勝利を祝福した。

「う、うぅっ……」

　判定がくだってからしばらくすると、ジニーは目を覚ましたらしい。

　首が痛むのか、はたまた敗戦の悔くやしさからか、眉まゆ根ねを寄せながら半身を起こす。そんな彼女にイリーナがムスッとした顔で手を差し出し……ジニーの総身を引っ張り上げた。

　そうしてから、互いの健けん闘とうを憮ぶ然ぜんとした顔のまま称たたえ合う。

　……やはり、二人は良き人格を持つ、素す晴ばらしい少女達だ。

　そんな彼女等の師となれたこと、心の底から誇ほこりに──

「これで！　誰だれがアードの隣にいるべきか、完全に決まったわね！」

「……はぁ？　なに言ってんですか？　たかだか剣術試合に勝っただけで、そんなもの決まるわけないでしょ。馬ば鹿かですか、貴女」

「……は？」

　イリーナの額に、青筋が浮かび、そして。

「だぁぁぁぁぁれが馬鹿よッ！　このふしだらサキュバスがぁああああああああッ！」

「ふしだらで結構ッ！　体だけ立派な精神的ちんちくりん女よかマシですううううう！」

　取っ組み合いの喧けん嘩かを始めた二人。係員などがそれを引きはがそうとするが、そのたびに弾はじき飛ばされ、収拾が付かない。

　……まぁ、なんというか。

　元気があって、けっこうなことだと思いました。




　…………

　……

　第三試合が終わって以降、四つの勝負を経へて、剣けん王おう武ぶ闘とう会本戦はまず、第一フェイズを終しゆう了りようした。次の第二フェイズは二時間程度の休きゆう憩けいを挟はさんでから行われるとのこと。

　この休憩時間中、選手は自由に過ごすことができるため……俺は勝ち残ったイリーナとシルフィー、惜おしくも敗戦を喫きつしたジニーと共に、飲食店へと足を運んだ。

「では、少々気が早いかもしれませんが……イリーナさんとシルフィーさんの勝利を祝うことにいたしましょうか。お二人とも、見事な戦いでしたよ」

「ふっふ～ん！　まぁ、あたしにかかれば──」

「調子に乗らないでよ、まぐれ勝ちのくせに」

「……は？」

「……あ？」

　火花をバチバチと散らせ合うイリーナとジニー。

　二人を必死になだめる中。

　俺はシルフィーに目をやった。

　やはり、様子がおかしい。イリーナの勝利を喜びもせず、無言のまま水を啜すすっている。

　強きよう烈れつな違い和わ感かんが心中にわだかまる。

　と──シルフィーがそんな俺をジッと見て、口を開いた。

「ねぇ、アード。アタシ、この大会、絶対に優勝するわ。それでね……大会が終わったら、《剣けん王おう樹じゆ》の前に来てほしいの。話したいことが、あるから」

　拒きよ否ひは許さない。そんな強い意志を感じさせる瞳ひとみ。

　これを受けては、素直に頷うなずくほかなかった。

「……グッドラック」

　ジニーが俺の肩かたを叩たたき、サムズアップする。

「ぐぬぬぬぬ……」

　イリーナはどのようにしてよいものか悩なやんでいるらしい。歯は嚙がみしながら、俺とシルフィーの顔を交こう互ごに見やるばかり。

　……シルフィーよ。本当に、そういうことなのか？

　もしそうなら、俺は……




　…………

　……

　苦く悩のうと葛かつ藤とうの昼を過ごした末に、剣王武闘会は再開の運びとなった。

　第二フェイズ、第三フェイズと試合が展開していき、闘技者達の数も減っていく。

　そして、遂ついに。

　今年の覇は者しやを決めるための勝負。決勝戦が、開幕する。

　その組み合わせは──

　イリーナＶＳシルフィー。

『今年の剣王武闘会を一言で表すなら──予想外。この一言に尽つきるでしょう。オリヴィア様の参戦に始まり、優勝候補者の予選敗退、ダークホース達の台頭など、今年の剣王武闘会はとかく予想外の展開が次々とやってきました。そして──決勝の舞ぶ台たいへとあがる両者の顔ぶれ！　これについてもまた、予想外の極きわみでありますッ！』

　実じつ況きよう者が客の熱を煽る中、イリーナとシルフィーは舞台中央にて見つめ合う。

　どうやらイリーナが何度か声をかけているようだが……シルフィーは反応を示さない。

　そこに彼女の本気を感じ取ったのだろう。イリーナは口を噤つぐんで、真剣な面おも持もちでシルフィーを睨にらんだ。そして、両者共無言のまま時は流れ──

『さぁ！　大大大大大注目の一戦ッ！　剣王武闘会決勝が今ッ！　スタ────』

　ト。

　その一文字が実況者の口から放たれるよりも前に。

　シルフィーの姿が、消失した。

　これは、桁けた外はずれな踏ふみ込みによるものである。

　俺の目にさえ、消えたように映るほど、シルフィーの初動は激げき烈れつな速度であった。

　その動きは、今のイリーナが捉えきれるものではなく──

「がっ……!?」

　首を強したたかに打たれ、小さな苦く悶もんを漏もらすと。

　イリーナが、後方へと倒れ込む。

　卒そつ倒とう。大の字に転がったイリーナ。指一本動かせぬその様相が、一つの単語を脳内に浮かび上がらせる。

　即すなわち──決着の二字。

　試合開始から一秒にさえ満たぬ瞬しゆん殺さつ劇に、場内が静せい寂じやくに包まれた。

『えっ……？　し、試合、終了……？』

　客を盛り上げるべき実況者もまた、困こん惑わくを口にするのみ。

　かくして。

　学園祭最大のイベントは、冷ややかなムードのまま、終わりを迎むかえたのであった。

　……会場中央。イリーナを見下ろすシルフィーの様子を、俺は腕うでを組んで見つめながら。

　覚かく悟ごを、決めた。

　シルフィーよ。お前が本気であるならば、俺もそれに応こたえよう。

　お前を傷付ける覚悟を、決めよう。

　もう逃にげも隠かくれもしない。俺は、真実を明かす。その結果──




　お前に殺されたとしても、後こう悔かいはしない。










　　　第三五話　元・《魔ま王おう》様、驚きよう愕がく







『これにて、我が校の学園祭の全過程が終しゆう了りよういたしましました。ここからは恒こう例れいのスピリット・フェスティバルが開幕いたします。皆みな様さまどうぞ、その場に待機し、めくるめく精せい霊れい達の舞ぶ踏とうをお楽しみください』

　剣王武闘会終了後。

　場内から人がいなくなった頃ころ合あいを見計って、学内にこんなアナウンスが流れた。

「今年はどんなプログラムなんだろうな」

「さすがに去年のは超こえられないだろ～。ありゃ凄すごすぎた」

　メインイベントであった剣王武闘会が終了してもなお、学内には多くの一いつ般ぱん客きやくが生徒達と混ざり合い、闇やみ色の天てん蓋がいを眺ながめながら待機している。

　皆が学園祭のフィナーレを迎えようとする中、俺は《剣王樹》へと向かっていた。

　シルフィーとの約束を果たすためである。

　……足取りは重い。これから待ち受ける展開を思うと、どうしても歩調は鈍にぶくなる。

　おそらく、シルフィーは既すでに目的の場所で待っているだろう。

　彼女には悪いが、もう少し待ってもらいたい。

「……まったく、なぜこうなったのか」

　嘆たん息そくし、空を見上げる。

　何もかもを他者のせいにすることは容易たやすい。だが……

　手を下したのは俺自身だ。

　この問題の責任は、全すべて俺にある。だから──

「結末がどういうものであれ、受け入れるほかあるまい」

　緊きん張ちようと不安を胸に抱いだきながら歩を進めていく。

　目的地への距きよ離りは確実に縮まっていき……そして、俺はとうとう、そこへと辿たどり着いた。

《剣王樹》。夜闇の中に堂々と佇たたずむその威い容ようは、一種の神秘性を帯びている。

　そんな大樹の周囲には人が誰もおらず……

　ぽつねんと、シルフィーが一人、樹木の前に立つのみであった。

　大会の優勝賞品たる聖剣のレプリカ……リディアが振ふるいしそれを模したものを、胸に抱きながら。

　その光景は、どこか胸の痛むもので。それと同時に……

　とうとう因果が巡めぐってきたのだと、覚悟を決めさせるような光景でもあった。

　……そんなふうに悲ひ壮そうを抱く中、背後に気配を感じ取る。

「あいつ、なんで聖剣のレプリカなんて持ってるのかしら？」

「褒ほめてもらうために決まってるでしょう。そんなこともわかんないんですか」

　イリーナとジニーである。物もの陰かげに隠れてこそこそやっている二人を、さてどうしたものかと悩む。その最中のことだった。

「ねぇ、アード・メテオール。この一カ月間、アタシはずっと、アンタのことを見続けてきたのだわ」

　穏おだやかな声こわ音ねで、柔やわらかい微び笑しようを浮うかべながら、シルフィーが言葉を紡つむぎ出す。

「アンタはいつだって優やさしくて、頼たよりになって……アタシの尻しりぬぐいを、愚ぐ痴ちの一つも零こぼさずやってくれたわね」

　送られる言葉は全て、称しよう賛さんの思いだった。

「あぁ、これ完全に告白ですわ。間ま違ちがいない。アード君がどんな返事をするのか、見物ですねぇ～」

「……あ、あたし、止めてくるっ！」

「えっ。ちょ、ちょっと！　邪じや魔ましちゃダメですって！」

「は～な～し～な～さいよ～～～～！」

　後ろでわいわいとやっている二人については、俺もシルフィーも無視を決め込んだ。

「ねぇ、アード。アタシね──」

　ここまで来たら、色いろ恋こい下手の俺でもわかる。

　シルフィーは、己おのれの好意を伝えようとしているのだ。

「アンタのこと──」

　その思いを、言わせるわけにはいかない。

「シルフィー。聞いてくれ、俺は」

　彼女に全てを明かすことで、どういう事態が発生するのか。

　何もかもを理解してなお、それを実行に移す。

　が──そんな俺の言葉を遮さえぎる形で、シルフィーはさらに言葉を紡いだ。

　穏やかな表情から放たれたそれは、あまりにも。

　あまりにも、予想に反するものだった。




「アタシ、アンタのこと──殺したくてしょうがないの」




　わけがわからず、ただ呆ぼう然ぜんとするしかない。

　一方で、シルフィーが浮かべる微笑に、殺意と狂きよう気きが宿り──

　刹せつ那な。

　彼女が抱かかえていた聖せい剣けんのレプリカが、淡あわく発光し始めた。

　それに伴ともなって。

　彼女の背後に在ある大樹が、白銀色のオーラを放つ。

「これ、は……！」

　大樹が放つ白銀の煌きらめきは、どこか懐なつかしさを感じさせるもので……

　ドクリと、胸が高鳴る。

　心臓の反応ではない。これは……我が身の内に宿る、リディアの魂たましいが呼応しているのだ。

「《我》《ここに》《封ふう印いんの解除を》《宣言す》」

　詠えい唱しようがシルフィーの口から放たれた直後。

　聖剣のレプリカと《剣王樹》が、まったく同時に、光の粒りゆう子しとなって弾はじけた。

　その膨ぼう大だいな光の粒つぶは群体の如ごとく流動し、やがてシルフィーの目前へと集結。

　そして──

　一ひと振ふりの大剣を形造り、その実態を露あらわにする。

「な、に……!?」

　宙に浮かぶそれを見た瞬しゆん間かん、俺は目を見開いた。

　心臓の鼓こ動どうが、急速に速まっていく。脂あぶら汗あせが、ブワリと噴ふき出してくる。

　それに伴って……ドクリ、ドクリ、ドクリと。

　俺の中に宿るリディアの魂が、呼応する。こんなにも強い反応は、初のことだ。

　その要因は間違いなく、シルフィーの目前に浮かぶアレであろう。

　蒼そう穹きゆう色の複雑な模様が刻まれた、白銀の刀身。過度な装そう飾しよくがない、無骨なシルエット。

　あの剣は──

「聖剣・ヴァルト＝ガリギュラス。かつて、《勇者》・リディアが愛用せし神造兵器」

　無機質な声で呟つぶやきながら、シルフィーがそれの柄つかを握にぎりしめた。

「《剣王樹》に封印されていたものの正体がこれ。聖剣のレプリカは、封印を解くための鍵かぎだったというわけだ。貴公が通う学園に隠されていたというのが、実に面おも白しろい。まさしく運命というやつか。いずれにせよ、これで目的の一つは果たされた」

　その口調は、明らかにシルフィーのそれではなかった。

　まるで何者かに操あやつられているような様子、だが……

　彼女の総身から放たれる殺意と憎ぞう悪おは、偽いつわらざる本心のように思えた。

「……デミス＝アルギス」

　彼女が声を漏もらしてからすぐ、空いた方の手元へと、もう一振りの聖剣が召しよう喚かんされる。

　黄こ金がね色の刀身を持つデミス＝アルギス。

　白銀色の刀身を持つヴァルト＝ガリギュラス。

　二振りの聖剣を携たずさえたその姿は──

　かつての親友、《勇者》・リディアを連想させるものだった。

　ズグン、と胸が痛む。……俺の中に宿りしリディアの魂が、聖剣に共鳴しているのか。

「シルフィー……お前は……！」

　何をするつもりだ。そう紡ぐ前に、彼女はその目的を明確に、行動で示した。

「《アルステラ煌めけ魂》《フォトブリス我、聖なる光となつて》……《テネブリック闇を打ち払わん》ッ！」

　聖剣・ヴァルト＝ガリギュラスの刀身に刻まれし蒼あおき模様が、超ちよう古代言語による詠唱に呼応し、明めい滅めつする。

　そして──シルフィーの総身が、白銀色のオーラに包まれた。

　まるで銀の鎧よろいを纏まとったような様相となった彼女は、その瞳ひとみを爛らん々らんと、殺意の光で輝かがやかせ、まっすぐに、踏ふみ込んできた。




「ブチ殺してやるのだわ、アード・メテオール」










　　　第三六話　元・《魔王》様と、巡りし因果







『皆様、お待たせいたしました！　スピリット・フェスティバル、スタートです！』

　アナウンスと共に、闇色の天蓋にて五色の光源が煌めいた。

　赤、青、緑、金、土。鮮あざやかな色しき彩さいを放つ精霊達が、大空の中をめまぐるしく躍やく動どうし、見る者を楽しませる中。

　地上にて。俺とシルフィーは激しくぶつかり合っていた。

　直線的かつ感情的な踏み込みを見せるシルフィー。

　激げき烈れつな突とつ貫かんが暴風を生み、彼女の紅あかい髪かみを揺ゆさぶる。

　彼ひ我がの間合いは瞬しゆん時じにゼロとなり──

「きぃいいいいいいいいあああああああああああああああああッッ！」

　狂きよう的てきな殺意を叫さけびとして放出しながら、シルフィーが二刀を振るう。

　まさに嵐あらしのような斬ざん撃げき。桁けた外はずれの速度と威い力りよくは、かつてリディアが愛剣としたヴァルト＝ガリギュラスの効力によるものだ。

　銀の鎧を思わせる、彼女の全身に纏まとわり付いたオーラ。アレは使用者の身体能力を飛ひ躍やく的に上じよう昇しようさせるだけでなく、刀身の殺傷力なども大きく高まる。

　その反面……副作用が一つ。

　アレを扱あつかう間、使用者は狂気に飲まれていくのだ。

「あががががががが！　死ね！　死ね死ね死ね死ね死ね！　死ねねねねねねねね！」

　狂くるったように叫びながら、斬撃を繰くり出していくシルフィー。それらは全すべて単純であるがゆえに回かい避ひは容易たやすい。

　このデメリットがあるため、これまであの聖剣を使いこなせた者はリディアしかいなかった。強きよう靭じんな精神力と鋼はがねの如き信念を持つ彼女でなければ、たちまち狂気に支配され、むしろその力量を鈍らせてしまう。

　だが……そうであっても、シルフィーの戦せん闘とう能力はあまりにも危険だ。

　近くに潜ひそむイリーナやジニーを戦闘に巻き込みかねんし……なんらかの拍ひよう子しで大おお技わざを使われたなら、間違いなく学園全域が消しよう滅めつし、多大な犠ぎ牲せいが出てしまう。

　ゆえに俺は、飛行魔ま法ほう《スカイ・ウォーカー》を発動し、瞬時に天高くへと飛んだ。

「ぐがぁあああああああああああああああッッ！」

　血走った眼を向けながら、彼女もまた飛行魔法を発動し、こちらへと突とつ撃げき。

　そうして闇やみ色の天てん蓋がいを舞ぶ台たいに、戦いを続行する。

　そこでは五色の精せい霊れい達による幻げん想そう的な舞ぶ踏とうが展開されており……

　その只ただ中なかへと、乱入する形になった。

　互たがいに夜空を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回り……俺はヴァルト＝ガリギュラスを奪うばうタイミングを探さぐる。アレを取り上げれば、狂気も消えるのだ。

　そうしてから、シルフィーにかけられたなんらかの魔法……おそらくは洗脳の類たぐいを解除する。そうしなければ、まともに話し合いもできん。

　……とはいえ。

　彼女を元に戻もどしたとしても、結果は何も変わらないだろうが。

　夜闇に覆おおわれた空をシルフィーと共に駆けながら、俺は苛いら立だちと共に呟いた。

「あぁ、まったく……！　どうしてこうなった……！」




　　　◇◆◇




　夜の闇が広がる天空に、色いろ鮮あざやかな流線が絶え間なく描えがかれていく。

　五大属性を司つかさどる精霊達による幻想的な風景こそが、このスピリット・フェスティバルのウリであるが……

「最初は、去年の劣れつ化かコピーかと思ってたけど」

「さっすが国立なだけあるわ～。まさか五大属性だけでなく、禁断二属性まで使うなんて」

　禁断二属性とは、光と闇の属性を指す。いずれも強力な反面、制せい御ぎよが難しいため一いつ般ぱん的には使用を禁止されている。また、それらの属性を司る精霊達も気き性しようが荒あらく、人がコントロールできるものではない。

　それゆえ、禁断二属性を司る精霊は原則として召喚を禁止されているのだが。

「いや、すげぇな、今年は……見ろよ、あの光と闇の精霊による……演武ってやつか？」

「まるで本気の殺し合いって感じだな」

「いや、どっちかっていうと、光の精霊が一方的に闇の精霊を押してるように見えるぞ？」

　ガヤガヤとした喧けん噪そうを創つくり出す民衆達。

　彼等が目にしている光景はまさに、一生忘れられないような激げき闘とうであった。

　光の精霊と闇の精霊が白と黒、二色の軌き跡せきを描えがき……

　光の精霊が、莫ばく大だいなエネルギーの奔ほん流りゆうを放つ。

　闇の精霊が防ぼう壁へきによってそれを搔かき消して、返礼とばかりに紅い熱線を繰り出す。

　他ほかの五大属性を司りし精霊達の舞踏も相まって、今年のスピリット・フェスティバルは歴史に残るほどの出で来き映ばえとなるだろう……

　などと、そう考えているのは、何も知らぬ一般客と生徒のみである。

　事情を知るイリーナとジニーからすれば、現状はあまりにも肝きもが冷えるもの。

「ど、どうなってるのよ、いったい……！」

「《剣王樹》がいきなり消えて、剣が出てきて……ミス・シルフィーが、突とつ然ぜん……」

　何がどうしてこうなったのかはわからない。ただ、ハッキリしていることは……

　あの演武を行っているのが、闇と光の精霊ではなく、アードとシルフィーだということ。

　……しばし、二人は呆然と状じよう況きようを見つめていたのだが。

「イリーナくん！　ジニーくん！」

　聞き慣れた声……学園長ゴルドのそれを耳に入れ、視線をそちらへ移す。

「何があったのか、説明してくれんかね？」

　表情こそ落ち着いたものであったが、その額には脂汗が浮うかんでいる。

　イリーナ達は見たこと聞いたことを全て、包み隠かくすことなく説明した。

　それを聞き届けたゴルドは、苦々しい顔をしながら。

「まさか……シルフィーくんが裏切り者であったとは……」

　そうした呟きを聞いた瞬間。イリーナの中で、何かが爆ばく発はつした。

「シルフィーは裏切り者なんかじゃないッッ！」

　この怒ど声せいに、ゴルドが吃驚びつくりしたように目を見開く。

　イリーナもまた無意識の発言であったため、自分で自分に驚おどろき、瞠どう目もくするが、すぐに表情を暗くして俯うつむくと。

「……ごめんなさい。でも、あいつは悪人じゃないわ。これには何か、事情があるのよ」

　拳こぶしをギュッと握り締しめるイリーナ。それから伏ふせていた顔を上げ、天を睨にらむ。

　悔くやしいと、そう思った。

　アードにばかりシルフィーの面めん倒どうを見させているこの状況が、悔しいと思った。

　自分の無力さが、許せなかった。

「……とにかく。しばらくはアードくんに任せるとして。もし万一、いや、億に一、アードくんが状況を鎮しずめられなかった場合……」

　最悪の状況を想像し、三人が三人とも、顔を青くさせた。

「……なんらかの手を用意しておこう。一般客と生徒の避ひ難なん……は、さほど意味がないじゃろうな。アード君を退けるような存在であれば、もはやこの王都のどこに行こうと安全ではない。何か……何か、あるとよいのじゃが……」

　険しい顔をして何ど処こかへと去って行くゴルド。

　まるでシルフィーを敵として処理することを前提に考えているような口調に、イリーナは憤いきどおりを覚えたが……

　その一方で、そういう判断をされてもおかしくないことを、あの妹分がしているということを、イリーナは理解している。

　だからこそ……心の底から、悲しかった。

「アード、そいつを頼たのむわ。元に戻してあげて。……でも、もし、そうできなかったら」

　そのときは。




「あたしが、なんとかしなくちゃ……！」
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　王都・ディサイアスは歴史ある古都としての一面を持つ。全体の街並みこそ微び妙みような変化を遂とげていったが、それでもなお、古代の景観を強く維い持じしたままである。

　中でもとりわけ、この王都が形成された頃ころから屹きつ立りつし続けている巨きよ大だいな時計塔とうは、王宮に並ぶディサイアスの代表的な建造物として知られている。

　天を突つくように高いその塔の頂点。刻々と時を刻む巨大な時計よりもさらに上。

　まるで針のように尖とがったその先せん端たんにて、夜空を見上げながら佇たたずむ者が一人。

　闇に溶とけ込むような漆しつ黒こくの衣い装しように身を包み、独特な形状の仮面で顔を隠す彼または彼女は、中性的な声で楽しげに言葉を紡つむぐ。

「嗚あ々あ、なかなかの喜劇じゃあないか。かつての師が扱いし武器を手に、仇かたきを討うたんとする少女。必死に逃にげる仇きゆう敵てき。学園祭で見せたつまらん芝しば居いよりもよほど見み応ごたえがあるというものだ」

　くつくつと笑いながら、仮面の某なにがしはここに至るまでの過程を追つい憶おくする。

　アード・メテオールからすれば、まさに現状は想定外の極きわみであったろう。

　さりとて、異変には気付いていたはずだ。

　そう……学園祭の六日目。彼のクラスが最さい優ゆう秀しゆう賞しように輝かがやいた夜のこと。

　ささやかな打ち上げパーティーの際、シルフィーが席を立ったあとの出来事だ。

　用を足しに出た彼女のもとに、仮面の某が姿を現した。

　廊ろう下かにて対面したとき、無論のこと、シルフィーは警けい戒かいの念を露あらわにした。

「アンタ、なんでこんなところに……!?」

「まぁ、いわゆる不法侵しん入にゆうというやつだが、気にしないでくれたまえよ。そんなことよりも重大な案件が世にはいくつもある。そう、例えば……貴公が未いまだ、《魔ま王おう》を討ち果たしていないという現実。これに比べれば、不法侵入など些さ事じの極みだ」

　この言葉を受けて、シルフィーは肩かたを震ふるわせ、整った眉まゆをひそめた。

「アンタはアード・メテオールを《魔王》の転生体と言ったけれど。アタシはそう思わないのだわ。アイツはヴァルと違ちがって──」

「はぁ、やれやれ。相も変わらず馬ば鹿かだな、お前は」

　明らかな侮ぶ蔑べつの意思が、その声と態度には宿っていた。

　それに対しシルフィーが何か反応を見せるよりも前に。

　仮面の某は彼女のすぐ目前へと一いつ瞬しゆんにして移動。

　シルフィーの細ほそ面おもてを無ぶ遠えん慮りよに摑つかむと、

「彼は《魔王》の転生体。これは覆くつがえせぬ真実である……と、そう述べたところで、愚おろかにも仇敵に惚ほれた馬鹿の心には我が言葉など届くまい。ゆえに……」

　その瞬間。仮面に隠された顔が笑えみに歪ゆがんだような、そんな気配があった。

　そして。

「無理やり踊おどらせることとしよう」

　邪じや悪あくな色を含ふくむ、楽しげな声がシルフィーの耳に入ると同時に。

　彼女の視界が、暗転した。

　それからすぐ、これまで映してきた像とはまったく違う光景が視界に広がる。

　それは──シルフィーを愕がく然ぜんとさせるようなものだった。

　荒あれに荒れた大地。

　空は暗雲に覆われ、雷らい鳴めいが轟とどろき、地上へと黒い雨を落とし続けている。

　滴しずくが大地へとぶつかり、弾はじけた音を鳴らす中──

　一人の男が、一人の女を見下ろしていた。

　黒と赤を基調とした荘そう厳ごんなる装しよう束ぞくを纏まといし男。

　絶世の美び貌ぼうを悲ひ哀あいに歪めた彼は──かの《魔王》・ヴァルヴァトスに間違いない。

　その足あし下もとに転がる女は。

　美しい白銀の髪かみを泥どろ水みずで汚よごし、絶望の表情で血けつ涙るいを流すその女は。

　シルフィーにとって、最愛の存在。

　師であり、姉貴分であり……母も同然の、命より大切な人。

《勇者》・リディアだった。

　彼女の瞳ひとみからは次し第だいに生気が失われていき──

　それに合わせて、《魔王》の掌てのひらには膨ぼう大だいな魔力が血色の奔流となって凝ぎよう縮しゆくされていく。

　そして。

「……さらばだ、我が親と友もよ」

　震える唇くちびるから、悲ひ壮そう感に満ちた言葉が吐はき出された直後。

　彼は躊躇ためらうことなく、倒たおれ伏せたリディアへと、攻こう撃げき魔法を打ち込んだ。

　視界一面が、紅あかい波動で覆おおい尽つくされる──

　と、ここで、視界に映る光景が先刻までのそれへと戻もどった。

　薄うす暗ぐらい学生寮りようの廊下で、シルフィーは涙なみだを流す。

　勝手に溢あふれるそれと、嗚お咽えつ。

　心中は当とう惑わくに満ち満ちて、何も考えることができない。

　仮面の某が彼女の頭から手を離はなすと、シルフィーは力なくくずおれ、ぺたんと尻しり餅もちをついた。そんな様子を仮面の某はくつくつ笑いながら見下ろして、

「貴公に見せたのは、数千年前の真実だ」

　その口から紡がれるは、

「かの《魔王》陛下はな、己おのれにとっての親友を。お前にとっての恩師を。その手にかけたのだよ。即すなわち──」

　シルフィーにとって、残ざん酷こく極まりない現実だった。

「もはや、お前が求める存在はどこにもない。この世界から《勇者》・リディアは消え失うせ……今や彼女は、ただただ語り継つがれるだけの虚きよ構こうとなったのだ」

　理解できない。したくない。

　滂ぼう沱だの涙を流しながら、現実から逃げようとするシルフィー。だが、仮面の某がそれを許さなかった。

　再びシルフィーの頭を摑むと、

「仇敵を殺せ。《魔王》を討て。お前の存在意義はそこにしかないのだよ、激動の勇者」

　瞬間、シルフィーは己の中に、別の何者かが紛まぎれ込むような感覚を味わう。

　そこからはただ、茫ぼう洋ようとした意識が続き……

　この時点で、彼女は半ば操あやつり人形と化したのだった。

「よし。これにて仕込みは完かん了りようといったところか。では皆みなのもとに戻り、平へい穏おんを楽しみたまえよ。シルフィー・メルヘヴン」

「……うん」

　瞳の輝きを失ったシルフィーがコクリと頷うなずき、静かにその場から離れていく。

　……そうした過去の映像を脳内で思い返しながら。

　仮面の某は現在の様相に目を向ける。

　闇やみ色の天てん蓋がいにてジグザグの激しい軌き道どうを描えがき続ける両者。

　ここはまさしく、特等席であった。

「絶景哉かな、絶景哉。両役者共、最高の喜劇にて吾わたしを愉たのしませておくれ。ここから先は、吾も結末までの過程が読めぬ。ゆえに面おも白しろい。さりとて……」

　仮面の向こう側で、その顔が邪悪に歪む。

　そして仮面の某は、両手を広げ、踊るようにくるくる回りながら言葉を紡ぐ。

「定められしエンディングに変わりはない。最後は道化が道化を演じきり、この物語は喜劇で終わる。嗚々、そのときが愉しみだ。とてもとても、愉しみだ」
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「あぁあああああああああああああ！　ああああああああああああああああッッ！」

　夜空の中に、シルフィーの絶ぜつ叫きようが轟き続ける。彼女は狂くるったように悲鳴にも似た叫さけびを放ちながら、今もなお単調な行動を繰くり返していた。

　大気を引き裂さき、周囲に衝しよう撃げき波はを放ちながら、天空を駆かけ抜ぬける。

　そうしてこちらへ接近すると、喧けん嘩かする子供の如ごとく乱雑に二刀を振ふるう。

　やはり回かい避ひ自体は簡単……ではあるが。

　全ぜん盛せい期であればまだしも、この体では聖せい剣けんの二刀流に対し余よ裕ゆうは一いつ切さいない。

　そのうえ。

（くっ……！　リディア……！　かつての愛剣が、それほど……！）

　己おのが内に宿る彼女の魂たましいが暴れるように呼応し、戦せん闘とうに集中できなかった。

　ゆえに未だ、シルフィーの手元から聖剣を奪うばうタイミングを作れなかった。

　……固有魔法オリジナルの発動という選せん択たく肢しが、一瞬、頭をよぎる。

　それがもっとも効果的であることは、間違いがない。しかし……

　どうしても、躊躇ってしまう。

　俺の固有魔法オリジナルはリディアとの融ゆう合ごうである。ということはつまり、シルフィーに対してリディアと共に戦うことになってしまう。

　彼女の愛する者を奪ったこの俺が、人形も同然となったそれと共に、シルフィーを攻せめるなど……あまりにも、罪深いことじゃないか。

　そんな思いが躊ちゆう躇ちよを生む。だから俺は、自分の言葉だけで彼女に隙すきを作ろうともがいた。

「やめろシルフィー！　その力は！　その聖剣は！　そんなふうに使うものじゃない！　今のお前は、リディアの思いを裏切るような──」

「あぁあああああああああああああああああッ！　お前がッ！　お前が姐ねえさんを語るなぁあああああああああああああああああああああッッ！」

　俺の言葉に、シルフィーが強きよう烈れつな反応を見せた。

　そのあどけない美貌をくしゃくしゃに歪めながら。血涙を流しながら。

　俺を呪のろうように、言葉を吐き出した。

「お前がッ！　お前がお前がお前がお前がッ！」

　それはまさに、

「お前がッ！　リディー姐さんを殺したからッ！　こうなってるんだろうがぁああああああああああああああああああッッ！」

　己の罪を突きつけられた形で。

　だから、俺は相手を動どう揺ようさせて隙を作るどころか。

　むしろ、シルフィーの言葉に動揺し、隙を晒さらしてしまった。

「死ぃぃぃぃぃぃぃねぇええええええええええええええええええええッ！」

「くっ……！」

　ほんの一瞬の隙だったが、それは致ち命めい的てきなミスだった。

　同時に振るわれた二刀を、俺は回避することができず──

　自身の胴どうが×の字に斬きり裂かれ、大量の鮮せん血けつが夜の闇に迸ほとばしる。

　その映像を最後に。




　意識が、闇の中に沈しずんだ。




　　　◇◆◇




　二振りの聖剣による斬ざん撃げきをまともに浴びたアード・メテオールは、放物線を描えがきながら、夜の街の中へと墜つい落らくしていった。

「…………死んだ。死んだ死んだ死んだ」

　命を刈かり取った手て応ごたえが、両の指先から全身に伝わっていく。

　だが、それでも。

「姐さんは、帰ってこない。もう、どこにもいない……」

　胸が張り裂けそうな悲しみが、涙となって溢れていく。

「うぁあああああああああああああああああッ！　ああああああああああああああッッ！」

　喪そう失しつが慟どう哭こくを生み、シルフィーはしばらく、獣けもののように泣き喚わめいた。

　しかし……時が経たつにつれて、悲しみが別の感情へと変化していく。

　憎ぞう悪おである。

　仇きゆう敵てきを殺害してもなお、心の中では憎悪が渦うずを巻き──

「……許せない」

　無意識のうちに呟つぶやくと、シルフィーは街の大通りへと降り立った。

「えっ……!?　ひ、光の精せい霊れいが、降りてきた……!?」

「いや、そもそも……これって精霊なのか……!?」

　ざわつく人々が今──

　無む性しように、憎にくらしく思える。

　自分はこんなにも悲しいのに。こんなにも辛つらいのに。

　なぜこいつらは、平然とした顔で過ごしているんだ？

　リディアがいないのに。リディアがいない世界なのに。

　なんで、どいつもこいつも平穏に生きてるんだ。

　……こんな世界、なくなってしまえばいいのに。

「そう。そうよね。姐さんがいない世界なんて、存在しててもしょうがないわ」

　聖剣・ヴァルト＝ガリギュラスがもたらす狂きよう気きと、仮面の某なにがしによって植え付けられた精神的呪じゆ縛ばくが、彼女に不条理な怨おん念ねんをもたらす。

　そして、シルフィーは両の聖剣を構えた。

　かつて人々のために振るわれたそれで以もつて、目に映る者全すべてを殺さつ戮りくするために。

「《ヴェル邪悪なる者よ》・《ステナ我が一刀のもとに》──」

　デミス＝アルギスの大おお技わざを発動すべく、古代言語による詠えい唱しようを敢かん行こう。少なくとも万を超こえる人間が犠ぎ牲せいとなるであろう一撃を、彼女は躊ちゆう躇ちよなく放とうとする。

　その直前のことだった。

「なにやってんのよ、あんたはぁッ！」

　頰ほおに衝撃を感じ、次の瞬しゆん間かん、全身が宙を舞まった。

　詠唱は中断され、デミス＝アルギスはなんの反応も示さない。

　校庭の只ただ中なか、弧こを描いてブッ飛ぶシルフィー。その全身は地面に衝しよう突とつ後、ゴロゴロと転がって、建造物の壁へき面めんにぶつかることで停止。

　それから彼女は、立ち上がりながら、衝撃が飛来した場所へと目をやる。

　果たして、そこに立っていたのは。

「……イリーナ姐さん」

　白銀の髪かみを逆立たせ、怒いかりの形相で仁に王おう立ちする──

　この時代で出来た、姉貴分だった。




　　　◇◆◇




　騒そう乱らんの真っ只中へと駆けつけたイリーナ・リッツ・ド・オールハイド。

　その姿を前にして、シルフィーは頭を抱かかえ、苦く悶もんの声を吐はき出していた。

「ぐ、が、がががが……」

　まるで何かに抗あらがっているような様相だが、今、彼女がどういった状態にあるのか、イリーナには判然としない。

　とにかく、自分がすべきことは決まっている。

「あんた達！　さっさとここから離はなれなさい！　さもなきゃ死ぬわよ！」

　周囲の人々へと声を放つ。

　イリーナの緊きん迫ぱくが伝わったのか。あるいは、シルフィーの異常さに畏い怖ふを覚えたのか。

　人々の判断は非常に迅じん速そくであった。

　皆みな、一目散にその場から離り脱だつしていく。彼等の表情には一定の冷静さがあり、誰だれもパニックを起こしていない。一月ほど前に《魔ま族ぞく》による大事件を経験しているからだろう。

　危機に対する慣れが民衆の心に生じていたことは、イリーナにとって嬉うれしい誤算だった。

　しかし。

　誤算は、もう一つ。

「はぁ……はぁ……追いつきましたよ……」

「ちょっ!?　ジニー!?　あんた、なんでついてきてんのよ！　学園で待ってなさいって言ったでしょ!?」

「えぇ、えぇ。確かに聞きましたわ。でも……そんなのまっぴらごめんです」

「はぁ!?」

「私だってね、ミス・イリーナ。ちゃんと戦えるんですよ。……もう、エルザードのときみたく、蚊か帳やの外でいるのは嫌いやです」

　頑かたくなにその場から離れようとしないジニー。

「あぁもう！　このわからずや！　死んじゃっても知らないんだからねっ！」

「ご心配なく。自分の身ぐらい、自分で守れますもの」

　ふん、と互たがいに鼻を鳴らして。

　イリーナはシルフィーを見やる。

「姐さん……姐さん……でも、姐さんだけど、姐さんじゃ、ない……」

　うわごとのようにブツブツと呟くシルフィーに、イリーナは毅き然ぜんとした表情で声を放つ。

「あんたねぇッ！　自分が何してるのか、わかってんのッ!?　あたしが止めてなきゃ、あんた、大勢の人を殺してたのよッ!?　そんなこと──」

「あぁああああああああああああああああッッ！」

　イリーナの怒ど声せいを斬り裂さくように、シルフィーが絶ぜつ叫きようする。

　そうしてからすぐ、姿勢を低くして、まるで獣のような突とつ撃げきを見せた。

「くっ……！」

　その荒あら々あらしい踏ふみ込みに、イリーナはどうにか反応する。

　回避……は不可能。

　瞬時にそう判断したイリーナは、覚えたての上級魔法《ギガ・シールド》を発動する。

　複雑な幾き何か学模様、魔ま法ほう陣じんが彼女の左ひだり腕うで全体を覆おおうように顕けん現げん。次の瞬間、それが黄こ金がね色の半はん透とう明めいな大おお盾たてへと変化した。

「ぎぃあああああああああああああッッ！」

　盾の形成と同時に、シルフィーが聖せい剣けん・デミス＝アルギスを振ふるう。

　袈け裟さ懸がけの軌き道どうを描えがくそれへと、イリーナは盾を構えた。

　衝撃。

　シルフィーの人外じみた膂りよ力りよくが、魔法の盾にヒビを入れる。

　この《ギガ・シールド》は《ウォール》系統の防ぼう御ぎよ魔法と比べ、守しゆ備び範はん囲いが狭せまいという弱点を持つ。だがその一方、純じゆん粋すいな防御力という点で《ウォール》系の防御魔法を大きく上回るという利点があった。

　しかし……そうした強きよう靭じんな防御魔法を以てしても、聖剣の一撃は荷が重い。

「くぅっ……！」

　小さな悲鳴を上げるイリーナ。その身を案じたのか。

「ミス・イリーナ！　……もう！　容よう赦しやしませんからね、ミス・シルフィーッ！」

　怒ど気きを孕はらんだ声を放ちながら、ジニーがシルフィーへと魔法を放つ。

　上級の火属性攻こう撃げき魔法、《ギガ・フレア》。

　渦うず巻まく豪ごう炎えんがシルフィー目め掛がけて殺さつ到とうする。そこに手加減の色はない。ジニーとて理解しているのだ。シルフィー・メルヘヴンという少女が、下手をするとエルザードに匹ひつ敵てきする脅きよう威いであることを。だからこその、全身全ぜん霊れいであった。

　しかし。

「うがぁッ！」

　シルフィーはそんな、ジニーの精せい一いつ杯ぱいを。

　剣の一振りで以て、アッサリと搔かき消してしまった。

「そ、そんなっ……！」

　青ざめるジニー。足が震ふるえだし、絶望が顔に宿る。

「るぅああああああああああッッ！」

　立ちすくむジニーへ、シルフィーが聖剣・デミス＝アルギスを振るう。

　剣風が轟ごう音おんを立てて逆巻き、一直線に殺到。

　それは風ふう刃じんとなってジニーの総身を斬り刻み……

「きゃあっ！」

　小さな悲鳴と共に、彼女は遠く彼方かなたまで吹ふき飛んで、動かなくなった。

「ジニーッ!?」

　目を見開き、彼女の安否を気に掛かけるイリーナだったが。

「ぐがぁああああああああああああああッッ！」

　シルフィーが再び、突とつ貫かんする。

　一いつ瞬しゆんにして肉にく迫はくし、紅あかい髪を振り乱しながら、聖剣を振るう。

「くっ……！」

　受け止めた一撃が、イリーナの全身へ桁けた外はずれの衝撃を伝えてくる。

　特に、大盾を装備している左腕への負担は凄すさまじく、たった一発で彼女の腕わん骨こつは粉々に粉ふん砕さいされていた。

　女子供ならば即そく座ざに泣き出して、戦意を喪失するような激痛。

　しかし、イリーナの心に宿る戦意はいささかも萎なえることはなかった。

　回復魔法でダメージを癒いやし、大盾へ魔力を流すことで損傷を直す。

　そうしてから。

「こ、のぉッ！」

　右拳こぶし。全身全霊の身体強化魔法を施ほどこしたそれを握にぎり締しめ、返礼の一撃を振るう。攻撃後の隙すきをついたそれは、見事にシルフィーの鼻っ柱を捉とらえ、彼女の美しい鼻び梁りようを潰つぶす。

「ぬ、ぁっ……!?」

　大量の鼻血を噴ふき出しながらたたらを踏み、後退するシルフィー。

　イリーナは拳を握り締めながら踏み込んで。

「あんたはッ！　激動の勇者でしょうがッ！」

　険しい顔で叫さけび、シルフィーの横っ面つらへと打撃を叩たたき込む。

　直撃した頰の肉と皮ひ膚ふがたわみ、灼しやく熱ねつ色の髪が派手に揺ゆれ動く。

「あんたはッ！　誰かを守るために戦ってきたんでしょうがッ！　なのにッ！　なんでッ！　こんなことしてんのよッッ！」

　叫びながら、次々と拳を叩き込んでいく。

　顔面へ。胴どう部ぶへ。握り締めた鉄てつ拳けんを、容赦なく。

「ぐ、ぬぅ、あああああああああああああああああッッ！」

　まるで悲鳴のような雄お叫たけびを上げながら、シルフィーが反撃に転じた。

　先刻までイリーナがそうしたように、なんの躊ちゆう躇ちよもなく二刀を振るう。

　激動の勇者という称しよう号ごうに似合いの、激しい乱らん舞ぶ。

　重く、鋭するどく、力強い斬ざん撃げきの数々を、イリーナは魔法の大盾で受け続けた。

　その負担たるや、尋じん常じようではない。

「く、うぅッ……！」

　無意識のうちに苦悶の声が漏もれ出す。

　だが、それでも。

　イリーナはシルフィーの乱打を受け止め続けた。

　破は砕さいされゆく大盾へ魔力を送り込み、修復。

　防御時の衝しよう撃げきで粉砕された腕骨を、回復魔法で治ち癒ゆ。

　常に激痛が、全身を駆かけ巡めぐった。

　常に恐きよう怖ふが、心の中を侵おかし続けた。

　しかし、それでも。

　イリーナは戦うことをやめなかった。

（こいつは。シルフィーは。あたしよりも、ずっと強い……！）

（今のあたしじゃ、絶対に勝てっこない）

（そんなの、わかってる……！）

　彼ひ我がの力量差は、剣けん王おう武ぶ闘とう会にて嫌というほど思い知っている。

　こうして戦闘状態を維い持じできていることがそもそも、奇き跡せきに近いのだ。

（でも！　だからと言って！）

　歯を食いしばりながら、イリーナは大盾を装備した左腕へと力を込こめ、

「逃にげるわけにはッ！　いかないの、よぉおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　絶叫と共に、タックルをかますような形で大盾を突つき出す。

　斬撃に合わせての突とつ進しんが、シルフィーの乱舞を止めた。

　強行的に突出された盾が彼女の体へとぶつかって、その体勢を崩くずす。

「う、ぉおおおおおおおおおおおおッ！」

　猛たけ々だけしい気き迫はくを放ちながら、イリーナが反撃へと移る。攻こう守しゆが、再び逆転する。

　けれどもそれは、勝利へと繫つながる攻勢ではない。

　もはや魔力は枯こ渇かつ寸前で、《魔導士》としては満まん身しん創そう痍いといってもよい状態だった。

　このまま続ければ、狂きよう気きに陥おちいったシルフィーに殺されてしまうかもしれない。

　そうした恐おそろしい結末を予感しながらも……イリーナは、決して退かなかった。

（ここに、アードはいない）

（だから……あたしが、アードの代わりになる）

（アードの代わりに、皆を守るんだ……！）

　正直に言えば、怖こわい。怖くて怖くて、仕方がない。

　だが。ここで恐怖に負けてしまったなら。

（あたしは、いつまで経たっても……！　アードの隣となりに、並べないッ！）

　エルザードに誘ゆう拐かいされ、救われたときに見た、彼の強大なる力。

　それがもたらすであろう、絶対的な孤こ独どく感。

　おそらく、アード・メテオールに並び立つような者などこの世にはいないだろう。

　だからこそ。アード・メテオールはどこまでいっても、孤独な存在なのだ。

　どれほど好意を受けようとも。どれほど友愛を深めようとも。

　同じ場に誰だれも立っていないというのなら、それは孤独と変わりがない。

　だから、イリーナは彼のもとへと行こうとしている。

　大切な友を、本質的な孤独から救うために。

　しかしながら──この奮戦は、友のためだけではなかった。

「う、おぉおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　シルフィーの顔面へ強きよう烈れつな打撃を叩き込んで、後退へと追い込む。

　もはやイリーナは、限界を超こえた状態にある。

　しかし……不思議なことに、疲ひ労ろうを感じない。それどころかむしろ、力が湧わき上がる。

（アード……！　あたしは、あんたの代わりになる……！）

（あんたの代わりに、この子を……いや、違ちがうわ）

（あたしが。あたしが、止めるのよ）

（アードの代わり、とかじゃなくて。このイリーナ・リッツ・ド・オールハイドが）

（このあたしが。自分の意思で、シルフィーを止める）

（だってあたしは……この子の、姉貴分だもの……！）

　アードへの思い。シルフィーへの思い。

　そして、守るべき人々への思いが。

　イリーナの弱音と恐怖を駆く逐ちくし、不可思議な、膨ぼう大だいなるパワーをもたらす。

　これぞまさに──勇気の力。

　体の中心、奥底。魂たましいから、莫ばく大だいなエネルギーが生まれる。

　それが満身創痍のイリーナを突き動かしていた。

「シルフィー！　あんたの力はッ！　人々を守るためのものでしょう!?　あんたはいつだって、誰かのために動いてたッ！　いつもいつも迷めい惑わくばっかかけてたけどッ！　でも！　あたしにはわかるッ！　あんたが、優やさしい女の子だってことがッ！　あんたが、激動の勇者と呼ばれるに相応ふさわしい人間だってことがッ！」

　湧き上がるエネルギーが勢いを生む。

　その勢いに任せて、イリーナはシルフィーを攻せめ立てた。

　いつの間にか左ひだり腕うでに装備していた盾たてがなくなり、今やなんの防御手段もない。

　だが、シルフィーの反撃はことごとくがイリーナの肉体に弾はじかれ、効力をなさない。

　何か。イリーナの中で何か。殻からが破れていくような感覚が生じる。

　不思議な気持ちを味わいながら、彼女はシルフィーへと言葉を送り続けた。

　それはまさに、魂の叫びだった。

「誰かのために必死になれる！　そんな優しいあんたが！　誰かを不幸にするなんて、そんなの許せないッ！　だって、そんなことをしたら……！　あんた、嫌きらわれちゃうじゃないのッ！　皆みんなのために戦い続けたあんたが、そんな結末を迎むかえるだなんて！　そんな悲しいこと、許せるわけがないでしょうがぁああああああああああああああああッッ！」

　人命を守り、そして、シルフィーの名めい誉よをも守り通す。

　そのために。

　イリーナは今、渾こん身しんの力を込めた右拳を、彼女の顔面へと叩き込んだ。

「く、ぁっ……！」

　小さな悲鳴と共に、シルフィーの顔面が跳はね上がり……その総身が後方へと倒たおれ込む。

　尻しり餅もちをついた彼女の姿を、イリーナは荒あらい息を吐はきながら見下ろした。

「姐、さん……」

　拳に込められた思いが、狂きよう乱らんに惑まどう心に届いたのだろうか。

　シルフィーの瞳ひとみに、僅わずかではあるが、生気が戻もどってくる。

　成功した。妹分を止めることに、成功した。

　安あん堵どと達成感が心の中を駆け巡る。だからか、先さき程ほどまで感じていた不可思議なエネルギーが急速に消しよう沈ちんしていき……莫大な疲ひ労ろう感かんが全身を襲おそう。

　自然と体が前のめりに倒れ込み、イリーナは片かた膝ひざをついた。

　そうすると、シルフィーとの目線が同じ位置になり、二人は見つめ合う形となる。
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「姐、さん……アタシ、は……」

　もうほとんど、元に戻っているような様子。

　自分が何をしていたのか、わかっていないのだろうか。当とう惑わくしたような顔をしている。

　そんな彼女をまずは安心させるために、その華きや奢しやな体を抱だきしめようと、膝を擦すりながら近づこうとする……が。

「素す晴ばらしいアドリブだったよ、お嬢じようさん。しかし、ここから先はやり過ぎというものだ」

　横合いから、衝撃が飛来する。

　気付けばイリーナは浮ふ遊ゆう感かんを味わっていて。

　次の瞬しゆん間かん、建造物の壁へき面めんへと全身をめり込ませ、血ち反へ吐どを吐いていた。

「ぐ、は……!?」

　口から紅あかい体液を噴ふん出しゆつし、地面へと衝しよう突とつする。

　断たれゆく意識を必死に繫ぎ止めながら、イリーナは顔を上げた。

　ぼやけた視界に、当惑しきったシルフィーと……その横に立つ、仮面の某なにがしの姿が映る。

「アドリブが生み出す想定外はいつだって愉たのしいものさ。その点で言えば、お嬢さん。貴公の働きはまっこと見事と言わざるを得ない。が、しかし。結末は脚きやく本ほんの通りになってもらわないと困るのだよ」

　面めん倒どう臭くさげに肩かたを竦すくめると、仮面の某はイリーナからシルフィーへと視線を移した。

「いやはや。それにしてもまったく。お前は三流役者もいいところだな。定められた役を最低限こなすこともできんとは。失望や絶望に底はないというのが吾わたしの信条であるが、まさかこの歳としになって再実感することになろうとは思わなんだよ、この屑くずめが」

　悪態をつきながら、シルフィーの頭を片手で摑つかむ。

「あん、た、何、を……！　やめな、さい……！」

　必死に体を動かそうとするのだが、指を動かすことさえ億おつ劫くうな状態だった。

　そんなイリーナを嘲あざ笑わらうように。

　仮面の某が、なんらかの魔ま法ほうを発動する。

　シルフィーの頭部を法ほう陣じんが包み込み、そして──

「あ、が……あがががががががががががッッ！」

　陣が消えた頃ころ。元に戻りかけていたシルフィーが、再び狂気に飲まれていた。

「さてさて。軌き道どう修正も済んだことだし、そろそろクライマックスと行こうか」

　クルクルと回りながら呟つぶやく仮面の某。

　その全身はやがて夜の闇やみに溶とけるかの如ごとく消失し……

「あ、がががががが。姐ねえさん、姐さん姐さん姐さん姐さん姐さんんんんんんんんん！」

　白目を剝むいて、発はつ狂きようしたように金切り声を放つシルフィー。

　両手に二振ふりの聖せい剣けんを構えた彼女は、確かな殺意をイリーナに向けていて。

「ぎぃいいいいいいいいいいいああああああああああああああああッッ！」

　血けつ涙るいを流すさまはまるで、嘆なげきを叫さけんでいるかのようで。

　イリーナはこれからやってくるであろう死という現実に対する恐怖よりもむしろ……

　シルフィーを止められなかったことへの悔かい恨こんと、彼女が行き着くであろう不幸な結末に、悲ひ哀あいの涙なみだを流した。

　そして、イリーナにとっての死神となったシルフィーが二刀を携たずさえて踏ふみ込んでくる。

　逃げることも避よけることも防ぐことも叶かなわない。

　迫せまり来る死の実感。

　それが極限を迎えたとき。イリーナの口が勝手に開き、かの者の名を紡つむぎ出していた。

「アードっ……！」

　無む慈じ悲ひな斬ざん撃げきが、今まさに彼女の柔やわ肉にくを両断する──

　その直前のことだった。

「やめよ、シルフィーッッ！」

　怒ど声せいにも似た大音量が周囲一帯に響ひびき渡わたり、イリーナの視界を黒い何かが覆おおい隠かくす。

　刹せつ那な、硬こう質しつな衝突音が轟とどろいた。

　果たして、イリーナの目前へと現れたのは──

　エルザードとの決戦時に見せた、絶大なる力を纏まといしアード・メテオールだった。




　　　◇◆◇




　意識の暗転と同時に、俺の中で何かが蠢うごめいた。

　その感覚を味わうと同時に、ひんやりとした硬質な感かん触しよくが頰ほおに伝わる。

　……どうやら、街中の裏通りに落とされたようだな。

　周囲に人気はない。完全なる無人である。

　頭の鈍どん痛つうに耐たえながら状態を起こし、自らの胴どう部ぶを確かく認にん。

　×の字に斬きり裂さかれた痕あとが制服に刻まれている。しかし傷は皆かい無むであった。

「……また助けられたな、リディア」

　俺の中に眠ねむる彼女の魂へ、感謝の念を捧ささげた。

　ある一件でリディアの魂と融ゆう合ごうして以降、俺が重傷を負った際、彼女が自動的に治ち癒ゆを施ほどこしてくれるようになった。シルフィーの致ち命めい的てきな斬撃を浴びてなお生きているのは、そうした理由があったからだ。

「……なぁ、リディア。お前は俺が今からしようとしてることを、否定するか？」

　自らの中に眠る彼女の魂へと呼びかけるが、当然ながら反応は皆無。

　俺は精神的疲労を息に乗せて吐き出すと、足に力を入れて立ち上がり──

　固有魔法オリジナル、孤独なりし王の物語プライベート・キングダムを発動した。

　リディアと共にシルフィーに向き合うのは、あまりにも残ざん酷こくなことだ。しかし……

　今の彼女を捨て置くわけにはいかず、遺い憾かんながら、現在の俺では対たい抗こうが難しい。

　ゆえに俺は、切り札を出す。周囲一帯に無数の幾き何か学模様が浮うかんでは消えていく中、詠えい唱しようを続けていき、それが完かん了りようした瞬間。

　俺の目前に、漆しつ黒こくの拘こう束そく服を纏う女が姿を現す。

　煌きらめく白銀の頭とう髪はつ。尖とがった耳。夜闇を照らすような美び貌ぼう。

　そんな彼女……リディアの姿を見つめながら、俺はぼそりと呟く。

「俺達の妹分が、道を誤ろうとしている。それを止めるために、力を貸してくれ」

【………………】

　呼びかけに対し、やはり反応などなかった。当然だ。このリディアはいわば残ざん骸がいのようなもの。姿形が同じというだけで、意思などあるわけもない。

　ただただ、俺の命令をこなすことしかできぬ、操あやつり人形でしかないのだ。

「……あの頃は、まるで言うことを聞かんかったくせに。今となってはこのザマか」

　挑ちよう発はつ的な言葉を口にしても、彼女は眉まゆ一つ動かさない。生前であれば、すぐさま怒いかり顔となってブン殴なぐってきただろうに。

　……聖剣への呼応など、初のことが重なったため。

　もしかしたら、何か、彼女に変化があるかもと期待したのだが。

　……何をやってるんだ、俺は。感傷に浸ひたってる場合じゃないだろうが。

「リディア、フェイズ・ワン」

【了りよう解かい。勇ゆう魔ま合ごう身しん、フェイズ・ワンに移行します】

　無機質な声を放つと、彼女がこちらへと近寄り、我が身を抱きしめる。

　次の瞬間、リディアは闇色の粒りゆう子しとなって弾はじけ……

　それが鎖くさりとなって、右みぎ腕うでへと巻き付く。鈍にび色いろの鎖が行き着く先、手元にて闇色の大剣が形成されたのを確認すると、俺は探査魔法《サーチ》を発動し、シルフィーの現在地を把は握あくする──直前のことだった。

　莫大な魔力の膨ぼう張ちようを感じ取る。

　これは間ま違ちがいなく、シルフィーのものだろう。

　そう思ったときには、俺は既すでに両足を躍やく動どうさせていた。

　何か嫌いやな予感がする。早く、現場へと向かわねば。

　黒剣となったリディアを携え、夜闇を引き裂き、街を駆かけ抜ぬけ、その末に──

　大通りの只ただ中なかで、シルフィーが紅あか髪がみを振り乱しながら、イリーナへと突とつ撃げきする……そんな状じよう況きようが瞳に飛び込んできた。

　イリーナは見るからに満まん身しん創そう痍い。回かい避ひも防ぼう御ぎよもできぬ。かような有様でシルフィーが構えた聖剣の一撃を受けたなら……！

「やめよ、シルフィーッッ！」

　焦しよう燥そうが叫びとなって放たれ、俺は全力で地面を蹴けった。

　間かん一いつ髪ぱつ。実に危あやういタイミングであったが、どうにか間に合った。イリーナとシルフィーの間に割って入ると、俺は黒剣を構え、迫り来る聖剣の一撃を受け止める。

　金属同士が超ちよう高こう速そくでぶつかり合ったかのような轟ごう音おん。

　激げき烈れつな衝しよう撃げきが全身を駆け巡めぐり、血と肉と内臓と骨が震しん撼かんする。

「ご無事、ですか……イリーナさん……」

「う、うん！」

「そう、ですか。それはよか──」

　背後にて微び動どうだにできぬであろうイリーナへ、声を送る途と中ちゆう。

　白目を剝いたシルフィーが牙きばを剝くように口元を歪ゆがめた。

「《魔ま王おう》！　《魔王》《魔王》《魔王》《魔王》《魔王》ぉおおおおおおおおおおおッ！」

　絶大な憎ぞう悪おと殺意、そして怨おん念ねんが、彼女の総身から放たれる。

「しぃいいいいいいいいやぁあああああああああああああッッ！」

　奇き声せいと共に二振りの聖剣を繰くり出してくるシルフィー。

　横飛びに跳ちよう躍やくし、彼女とイリーナから距きよ離りをとる。

　ここならば彼女に危害が加わることはない。そう判断すると、俺はシルフィーの猛もう攻こうをあるときは躱かわし、あるときは黒剣で受け流しながら、

「もうよせ、シルフィーッ！　このままでは──」

「うがぁああああああああああ！　死ねぇええええええええええええええッッ！」

　聞く耳を持たない。

　……これは間違いなく、なんらかの魔法効果によるものだ。

　おそらく洗脳系統の魔法をかけられたのだろう。となれば、解除魔法をかけることで洗脳は解ける……はずなのだが。

　さっきから何度も何度も、多種多様な解除魔法を発動しているというのに、なんの効果ももたらさない。

　この場合、考えられるのは……

　古代よりもさらに過去、超ちよう古代にて製造されし宝具、神具の類たぐいによるものか。

　あるいは、固有魔法オリジナルによるものか。

　……どちらにせよ最悪だ。

　この二つのうち一つである場合、もはやシルフィーを戻もどす手立てはない。

　当初は聖剣さえ取り上げればと、そう考えていたが。

　それをやったとて彼女の人格は元には戻らず、魔法攻こう撃げきによっていつまでも俺を攻撃し、周囲に甚じん大だいな被ひ害がいをもたらすだろう。ゆえに。

　事態を解決するには……殺すほか、ないのだ。

　あのときのように。

　リディアを、この手にかけたときのように。

「ぐがぁあああああああああああああああ！」

「くっ……！　シル、フィー……！」

　二刀を執とる彼女の技量が、次し第だいに平常時のそれへと変化していく。

　狂きよう気きに対しての慣れが生じはじめたか、はたまた洗脳効果によるものか。

　このままではやがて、今のような単調な斬撃の乱打だけでなく、魔法や大おお技わざを繰り出すようになるだろう。そうなってしまうと……王都に住まう者達の多くが、犠ぎ牲せいとなる。

　それを防ぐには……シルフィーを、この手にかけるしかない。

「……なぁ、シルフィー。お前は実に馬ば鹿かだったが、決して悪ではなかったな」

　彼女の剣けん閃せんを躱しながら、俺は言葉を紡ぐ。

　それは決心を固めるための、自己暗示だった。

「いやむしろ……お前ほど優やさしい戦士は見たことがない。色々と迷めい惑わくをかけられたし、お前に腹を立てたことも無数にあったが……それでもな、俺はお前のことを……」

　歯を食いしばり、悲ひ壮そう感に耐えた。

　そして──

「シルフィー。激動の勇者たるお前を、殺さつ戮りく者にしたくはない。誉ほまれ高き戦士として、神話に名を刻む英えい雄ゆうとして……永遠に、人々の胸に刻まれたままでいてほしい」

　だから俺は。

　お前を殺す。

「げがぁあああああああああああああああッッ！」

　大おお振ぶりの縦一いつ閃せん。

　これに合わせて、俺は軽く横へと跳とんだ。

　荒あら々あらしい斬撃は、必然的に隙すきを生む。

　返す刀でもう片方の聖せい剣けんを振るい、生じた隙を潰つぶそうとするが……

　俺からすれば、それは致命的なまでに遅おそい。

　彼女の首へと突つきを放つ。

　間違いなく、こちらの一撃が先に当たるだろう。そして──

　シルフィーの首を、落とすだろう。

　……こうするしかないのだ。

　彼女の名めい誉よを守るには、こうするしか。

　直撃までの一いつ瞬しゆんが、無限のように引き延ばされていく。

　進み行く我が黒剣。その推進が、酷ひどく遅い。

　それでも状況は確実に進行する。

　……直撃まで、あと五秒。

　四、三、二、一──

　ゼロ。

　黒剣の切っ先が、シルフィーの白く細い首筋へと到とう達たつする。

　このまま力を込こめ続ければ全すべてが終わる。

　俺は、そうすべき──




〝また殺すのか。お前は〟




　それは一体、誰だれの声だったのだろう。

　頭の中に声が響ひびいた瞬間、俺は……

　無意識のうちに、剣を握にぎる指先を、脱だつ力りよくさせた。

　結果、シルフィーの首を捉とらえた切っ先は、彼女の柔やわ肌はだ一枚を貫つらぬくに留とどまり──

　刹せつ那な。

　ほぼ同意に繰り出されていた聖剣の刀身が、我が身を逆袈け裟さに斬きり裂さいた。

　デミス＝アルギス……そして、ヴァルト＝ガリギュラス……

　かつての主人を討うった俺が、憎にくいか？

　ならば……喜ぶがいい。

　俺はどうやら、ここまでのようだ。

　どのように自己暗示をかけても、俺はシルフィーを殺せない。

　もう、家族同然の相手を、手にかけることはできない。

「アードォオオオオオオオオオオオオオオッッ！」

　イリーナの悲壮な叫さけびが轟とどろく中、目前にて我が鮮せん血けつが宙に舞まう。

　その向こうでは、今まさに、シルフィーがトドメの一撃を放つ寸前であった。

「頼たのむ……シルフィー……どうか、俺の命だけで、満足してくれ……」

　この言葉が聞き届けられることを祈いのりながら、俺は目を瞑つぶった。

　……遺い恨こんはない。あろうはずもない。

　これは、罪の清算なのだ。

　シルフィーと再会してからずっと、この瞬間が訪おとずれることを覚かく悟ごしてきた。

　彼女には、俺を殺す資格があり、俺は彼女の憎悪を受ける義務がある。

　だから、なんの遺恨もない。しかし……残していく者達が、心残りではある。

　イリーナ、ジニー、オリヴィア……そして、この時代で友好を結んだ多くの者達。

　彼等は平へい穏おんに過ごせるだろうか。

　……オリヴィアに対しては特に、謝罪の念を捧ささげねばな。

　結局、最後の最後まで、俺は真実を明かせなんだ。

　先に地じ獄ごくで待つとしよう。また会ったときは、折せつ檻かんのフルコースでもなんでも受けよう。

　あぁ、もうじき、シルフィーの剣が俺の首を刎はねる。

　前世も含ふくめ……なかなか悪くない人生だっ──




【やめ、ろ……シル、フィー……】




　死へと至る直前の静せい寂じやく。

　その静けさの中に、かすれた声が溶とけた。

　黒剣から放たれたそれは──間ま違ちがいなく、リディアのものだった。

「姐、さん……？」

　ピタリと、シルフィーの動きが止まる。

　向かい来た聖剣もまた、我が首筋で静止し、微動だにしない。

　その瞬間。

「シィイイイイイルフィイイイイイイイイイイイイイイッ！」

　生命力に溢あふれた、力強い雄お叫たけびが、遠方から放たれる。

　そちらへ目をやると、満身創痍であったイリーナが猛もう然ぜんと駆かけ寄る姿があり……

　そのすぐ後ろにジニーが座り込んでいた。

　立つこともままならぬような重傷を負いながらも、彼女は力を振り絞しぼり、イリーナを回復させたのだろう。

「あと、は……任せましたよ……ミス・イリーナ……」

　か細い声を背に受けながら、イリーナが突っ走る。

　シルフィーへと、突っ走る。

　そして。

「いい加減ッ！　目ぇ覚ましなさいよッ！　このバカチンがぁああああああああッッ！」

　彼女らしい叫びを轟かせながら、右拳こぶしを握り──

　渾こん身しんと銘めい打うつべき一打を、シルフィーの頰ほおへとめり込ませた。

「ぐぁっ」

　小さな苦く悶もんと共に、彼女の総身が放物線を描えがく。

　やがて華きや奢しやな体は地面へと衝しよう突とつし……その両手から、聖剣が零こぼれ落ちる。

　倒たおれ伏ふせたシルフィーからは、さきほどまで感じられた狂気が失われており……

「お前が、奇き跡せきを起こしたのか……リディア……」

　黒剣を見やり、声をかけるが、しかし、応答はない。

　なんにせよ。これで全てが完かん了りよう……という空気が流れた、そのとき。

「いやはや、まったく。役立たずもここまで来るといっそ清すが々すがしいな」

　闇やみの中に声が生じたかと思うと、次の瞬間。

　伏したシルフィーのすぐ傍そばに、何者かが顕けん現げんした。

　夜の闇から湧わいて出たようなそいつは、一見して性別が判然としない。

　男ならば平均的、女ならば高い部類に入る背せ丈たけ。

　背景と同色の、黒く長い頭とう髪はつ。

　細身の体を燕えん尾び服ふくじみた装しよう束ぞくで覆おおっており……その顔は、奇き妙みような仮面で隠かくされている。

　そんな仮面の某なにがしは、つかつかとシルフィーへ近寄ると、地面に落ちた聖剣二振りを拾い上げた。

「本来であれば、お前がアード・メテオールを始末するはずだったのだ。それがどうだ。未いまだあの男は健在で、お前は地べたに寝ね転ころがっている。嗚あ々あ、随ずい分ぶんと情けないじゃあないか。この、負け犬めが」

　倒れ込んでいるシルフィーの腹を、足あし蹴げにする仮面の某。

「う、ぐ……姐、さん……」

　失神寸前といった様子の彼女が、うわごとのように小声を吐はき出す。

　それを嘲あざ笑わらうように、仮面の某はシルフィーの頭を踏ふみつけながら、

「いつまで経たっても姐ねえさん姐さんと。成長しないな、お前は。そんなだから仇あだ討うちもできんのだ。この雑ざ魚こ犬めが。せっかくタガを外し、もう一ひと振ふりの聖剣まで与あたえてやったというのに。何が激動の勇者だ、笑わせるな。お前など、小便垂れのガキで十分だ」

　グリグリと、シルフィーの頭を靴くつ底ぞこで踏みにじる仮面の某。

　その行いを、もはや黙だまって見ているわけにはいかない。

「……その娘むすめから離はなれよ、下げ郎ろう」

　睥へい睨げいしつつの言葉に、仮面の某は視線をこちらへと向けて、

「嗚々、そうすることにしよう。ただし、離れるのはこの娘の方だがな」

　けらけら笑うように言葉を紡つむぐと、奴やつはシルフィーの腹を蹴け飛とばした。

　何メリルも離れた場所に全身を打ち付け、うめき声を上げるシルフィー。

　その様子に、俺だけでなくイリーナもまた怒ど気きを露あらわにした。

「……お下がりください、イリーナさん。貴女あなたのお怒いかりは私が背負い、あの狼ろう藉ぜき者へと叩たたき付けます。貴女にはそのさまを御ご笑しよう覧らんいただきたく」

「……わかった。アードの足は、引っ張りたくないもの」

　激情に任せて突っ込んでいくほど、イリーナは愚おろかじゃない。

　また、彼ひ我がの力量差を見み抜ぬけぬほど弱くもない。

　だから。

「あたしのぶんまで、キッチリやっつけて」

　引き下がったイリーナに力強く頷うなずくと、俺は仮面の某へと視線を移す。

　その顔は隠れており表情は窺うかがい知れぬが……今、奴は笑っているように思えた。

「ふはん。随分と威い勢せいのいいことだな、大英えい雄ゆうのご子息様。しかしね、前以もつて断言して置くが、貴公は怒りを叩き付ける前に冥めい府ふへと送られることになると思うよ？　そう、この二振りの聖剣によってね」

　まるで勝ち誇ほこったような声こわ音ねで、クルクルと回りながら、仮面の某は言う。

「今回の狙ねらいはアード・メテオール、貴公だった。ご存じの通り、我等は主あるじ様の復活を望んでいる。となると一番の近道は、イリーナ嬢じようの誘ゆう拐かいだ。彼女を生いけ贄にえとした儀ぎ式しきを行えば、ほぼ間違いなく、主の一柱は復活させられる。しかし……」

「酷く面めん倒どうな邪じや魔ま者ものがいて、鬱うつ陶とうしくてしょうがないので排はい除じよしよう、と？」

「然しかり然り。貴公さえ消えれば、イリーナ嬢の誘拐は容易たやすくなる。ゆえに……貴公の知人たる娘を利用したわけだが、いやはや物事は思おも惑わく通りにはいかんものだ。あの役立たずが仕事を果たせなんだばっかりに、この手を煩わずらわせることになった」

「……まるで、既すでに勝ったような口ぶりだな？」

「そうだよ？　事実、その通りであろう？　貴公はそこな三下勇者から傷を負い、いささかばかりとはいえ、消しよう耗もうだってしている。万全の貴公には敵かなうまいが、今の貴公と聖せい剣けん持ちの当方であれば……結果は火を見るよりも明らかだ」

　くつくつと笑いながら、仮面の某は二振りの聖剣を構えた。

「さて。では参ろうかね。末まつ期ごの言葉を今のうちに考えておいた方がいいぞ？　勝負はすぐさま終わりを迎むかえて──」

　言葉の途と中ちゆう。

　さすがにもう、色々と限界だった。

「やれやれ。見くびられたものだ」

　嘆たん息そくと共に──踏み込む。

　ほんの一いつ瞬しゆんにして肉にく迫はく。敵方はこの動作に反応さえできていない。

　それを鼻で笑いながら、

「この俺魔王が、こんな程度の消耗で弱るとでも？」

　右手に握り締しめた黒剣を、袈け裟さ懸がけに振るう。

「うぉおおおおおおおおおおおッ!?」

　ここでようやく、仮面の某が反応を見せた。

　驚きよう愕がくしたように絶ぜつ叫きようしながら、後方へと跳とんで斬ざん撃げきを回かい避ひしようとするが……

　そうするにはコンマ五秒ほど遅おそい。

　振るわれた黒剣が半円を描く。闇色の刀身は仮面の某の胴どうを捉え、斜ななめの切断痕あとを残す。

「ぬぅッ……！」

　鮮血を噴ふん射しやさせながら後方跳ちよう躍やくし、距きよ離りをとる仮面の某。

　そうしてから奴は、聖剣・ヴァルト＝ガリギュラスを構え、

「《アルステラ煌めけ魂》・《フォ──」

　超ちよう古代の言語による詠えい唱しようを始めるが、しかし。

「遅い」

　精神的動どう揺ようも何もない今、正面切っての詠唱など、攻こう撃げきしてくれと言われたようなもの。

　当然、そのようにしてやった。

　再び力一いつ杯ぱい踏み込んで、瞬時に距離を詰つめ──

「貴様にその剣は、相応ふさわしくない」

　お前もそう思うだろう？　リディア。

　心内で黒剣となった彼女に呼びかけながら、刀身を振るい──

　仮面の某の右みぎ腕うでを両断。切り落とされた腕わん部ぶごと、聖剣・ヴァルト＝ガリギュラスが地面へと落下し、カランと硬こう質しつな音を響ひびかせた。

「ちぃいいいいいいいいいいッ！」

　焦しよう燥そう感かんに溢れた声を放ちながら、仮面の某は両断された右腕を癒いやすこともせず、上空へと跳躍し、飛行魔ま法ほうを発動。天高くへと昇のぼり、静止する。

「王都ごとッ！　消し飛ばしてくれるわッ！」

　怒ど声せいを吐き散らしながら、奴は聖剣・デミス＝アルギスを構え、詠唱を実行する。

「《ヴェル邪悪なる者よ》・《ステナ我が一刀のもとに》・《オル──」

　その途中、デミス＝アルギスの全体が眩まばゆい煌きらめきに覆われ──

　黄こ金がね色の刀身から電撃が奔はしり、仮面の某を襲おそう。

「ぐぁあああああああああああああ!?」

　悶もん絶ぜつする仮面の某。あまりにも耐たえがたい激痛であったのだろう。奴はその手からデミス＝アルギスを手放してしまった。

　落下した聖剣が我が目前に突つき刺ささる。その柄つかを握にぎりながら、

「聖剣は使い手を選ぶ。どうやら貴様は、デミス＝アルギスに選ばれなかったようだな」

　まるで道化だ。

　いや、道化とは違ちがうか。道化は人を楽しませるものな。

　奴は……ただひたすら、不ふ愉ゆ快かいなだけだった。

「よく見るがいい。聖剣は、このように使うのだ」

　大地に突き立っていたデミス＝アルギスを抜ぬき取ると、俺は未だ激痛の余よ韻いんで動けぬ仮面の某へと身構え──詠唱を開始した。

「《ヴェル邪悪なる者よ》」

　心中に渦うず巻まく敵方への怒りを吐き出すように。

「《ステナ我が一刀のもとに》」

　俺が元げん凶きようであるとはいえ……よくも、シルフィーを傷付けてくれたな。

　それだけで万ばん死しに値あたいする。あの馬ば鹿かは俺にとって、いつでも迷めい惑わくな存在で。常に不愉快な存在で。疎うとんじることなどしょっちゅうだった。

　しかしそれでも。あいつは俺にとって、出来の悪い妹のような奴なのだ。

　そんなシルフィーのことが、俺は……決して、嫌きらいではない。

　それをよくも、傷付けてくれたな。足蹴にしたな。罵ば倒とうしたな。

　貴様の命など、取る価値はないが、しかし。

「《オ消ルえヴ去ィるデがィいスい》」

　最後の一唱節を紡ぎ終えると同時に、デミス＝アルギスの黄金色の刀身が眩い発光を見せた。

　そして、上空にてこちらを見下ろす敵方を両断するように、俺は聖剣を振り上げた。

　刹せつ那な。

　黄金色の刀身から煌めく奔ほん流りゆうが放たれる。

　濁だく流りゆうのようなそれは一直線に天空を駆かけ──

「こっ、こんなッ！　こんな馬鹿なぁあああああああああああああああッ！」

　仮面の某を、その叫さけびごと消し去っていった。

　天に残るは夜闇やみのみ。間が抜けたあの敵の姿は、どこにもない。

　……これで、終わりか。

　今回の相手は、あまりにも道化じみていたな。

　それゆえに……何か、違い和わ感かんがある。

　あぁいった手合いは前世でも幾いく度どとなく打だ倒とうしたものだが……

　なぜだろう。あの仮面の某をその括くくりの中に入れることに、違和が生じる。

　と、モヤついた感情をもてあましていると。

「姐、さん……アタシ、は……」

　すぐ傍で倒たおれ込んでいるシルフィーが、呻うめきながら何かを呟つぶやいた。

　……全すべてが終わった今。

　俺には、やるべきことがある。

　自らの正体を改めて彼女へ明かし、リディアを奪うばったことを明かし……

　この身を、彼女の好きにさせる。

　死ねというなら、そうしよう。その覚かく悟ごは決めてある。

　許してくれなどとは、口が裂さけてものたまうつもりはない。

　俺は顔を引き締めながら、緊きん張ちようを抱いだきながら、地面に落ちていた聖剣・ヴァルト＝ガリギュラスを拾い上げる。

　もし「死ね」とシルフィーが言うのなら……我が親友、リディアが用いたこれで、命を断ちたい。そう思ったから。

　そして、彼女へ近寄りながら、声をかけるという直前。

　ドクリと、聖剣に呼応して、リディアの魂が疼うずき──




【馬鹿、野や郎ろう、が】




　途と切ぎれ途切れな、かすれた声が、黒剣から再び放たれた。

「リディア……!?」

　驚愕に目を見開いてからすぐ。

　まさに、奇き跡せきとしかいいようがない光景が、目前に現れた。

　なんの命令もしてはいないというのに、黒剣が粒りゆう子しとなって弾はじけ飛び──

　それがシルフィーのもとへ移動し、人形を形成していく。

「姐、さん……!?」

　闇色の拘こう束そく服を纏まとうリディア。自我などなく、ただ俺の命令を聞くだけの人形でしかない彼女が、今──かつてのように、動いていた。

【こ、の……大馬鹿、野郎、が……】

　片かた膝ひざをついて、シルフィーの顔を覗のぞき込む。

　そして彼女は、無理やり右腕の拘束を解いてシルフィーの頭を小こ突づいた。

【なん、も、変わって、ねぇ、な。てめぇは】

「姐、さん……！　ア、アタシ……！　アタシ、は……！」

　言葉が無限に湧わき出ているのだろう。シルフィーは口をもごつかせながら……

　愛する者との再会に、涙なみだを流すことしかできなかった。

　そんな彼女の頰ほおを撫なでながら、リディアは優やさしく微笑ほほえんで、

[image: ]

【なぁ、シル、フィー……この、世界は、まだ……捨てた、もん、じゃ……ないぜ】

　我が子に言い聞かせるような口調で、言葉を送り続けた。

【精せい、一いつ杯ぱい……生き、ろ。全力、で……生き、抜いた、ら……そん、とき……】

　そして、リディアは生前のように。

　どんなときも、俺達に見せたあの顔を。

　太陽のように眩まぶしい笑顔を浮うかべて。

【また会おうぜ、シルフィー】

　……奇跡はここで、終わりを迎えた。

　リディアの姿が再び、黒い粒子となって、霧む散さんする。

「姐ねえさん……それが、姐さんの意思なら、アタシは……」

　そう呟くと、シルフィーは繫つなぎ止めていた意識を手放したらしい。

　瞳ひとみを瞑つぶり、寝ね息いきをかきはじめた。

　そんな彼女のもとへ、イリーナとジニーがおずおずと近寄り、身の安全を確かく認にんする。

　そうした光景を見つめながら、俺は自らの胸に手を置いた。

「馬鹿野郎、か。久しぶりに言われたな」

　俺のことを、止めたのか。

　なぁ、リディア。お前は……俺のことを、許してくれるのか？

　……いや、違うか。お前は最初から、俺のことを恨うらんでなどいない。

　俺が俺を、未いまだに許せていないから、馬鹿野郎だと、そう言ったのだろう。

「精一杯生きろ、か」

　無論、それはシルフィーに向けての言葉だった。

　しかし……俺に対するものでもあったと、そう解かい釈しやくするのは、自分勝手だろうか。

「リディア……お前は相も変わらず、ずるい奴やつだな。俺なんかと違って、簡単に人を救っていくのだから」

　シルフィーから死を賜たまわることで、俺は、許されようとしていた。

　自分を、許そうとしていた。

　だが……きっとそれは、間ま違ちがいなのだろう。

　それをリディアは、伝えようとしたのだろう。

　自分勝手かもしれないが、俺はそのように解釈することにした。

　そして、彼女の言うように精一杯生きれば。




「……俺も、またお前に会えるだろうか。リディア」










　　　第三七話　元・《魔ま王おう》様と、新たな始まり







　シルフィーが起こした案件は、《魔ま族ぞく》による騒そう動どうとして処理されることとなった。

　というか、俺とイリーナが自らのツテを使い、なんとかそういうことにしてもらった。

　さもなければ、シルフィーは大悪人として扱あつかわれてしまう。

　それを防ぐため、彼女は哀あわれな被ひ害がい者しやという風説を流る布ふしたが……これが実を結ぶかは、まだまだわからない。

　話は打って変わり、聖せい剣けん・ヴァルト＝ガリギュラスだが……

　アレは元々の封ふう印いんシステムを真ま似ねる形で、再び封印することにした。

　あの剣はあまりにも危あやうい。絶大な力を得る反面、その代だい償しようも大きいのだ。

　ゆえにもう、誰だれにも使わせるつもりはない。

　……ただ、万一の事態というのもある。その点を考こう慮りよに入れ、ちょっとした細工を施ほどこしておいたが……そうした事態がこないことを祈いのるばかりだ。




　さて、現在。

　学祭が終わってから数日が経過したものの、生徒達からはまだ祭りの余韻が抜けていないらしく、放課後も学園には賑にぎやかな喧けん噪そうが広がっていた。

　そんな中、俺はイリーナとジニー、そして……シルフィーを連れながら、寮りようへの帰路を歩いている。

　その道中のことだった。

「あ、あの。皆みんな……本当に、迷惑をかけたのだわ。改めて。謝らせてちょうだい」

　珍めずらしく。本当に珍しく、シルフィーが殊しゆ勝しようなことを言い始めた。

　イリーナとジニーが珍ちん獣じゆうでも見るような目を向ける中。

　シルフィーはこちらをジッと見つめて。

「あのときのことは、その……実は、ほとんど覚えてないのだわ。意識がもうろうとしてて……でも、アンタのことを襲おそったことは、覚えてる」

　これは敵方の魔法や、ヴァルト＝ガリギュラスの副作用によるものだろう。

　そのためか、俺＝《魔王》という認識もまた、彼女の中から消えている。

　……シルフィーに関してだけは、俺にとって都合のいい形に落ち着いたというわけだ。

「お気になさらず。全ては終わったことですので」

「それでも……ごめんなさい。アタシ、どうかしてたのだわ。アンタのことを、《魔王》だと思い込んで、殺しにかかるだなんて」

「……もし、それが真実であったなら？」

「えっ」

　きょとんとした様子でこちらの顔を見るシルフィー。

　……きっと今、俺は余計なことを聞いているのだろう。

　こんな問いは、投げるべきじゃない。蒸むし返さず、平へい穏おんな空気に浸ひたるべきだ。

　そう理解していても。俺は、聞かずにはいられなかった。

「私がもし、《魔王》の転生体であったなら……貴女あなたは、私を殺しますか？　貴女は……《魔王》のことを、憎にくみますか？」

　シルフィーはしばし、考え込んだ。

　彼女が沈ちん黙もくする中、俺は胃の痛みを覚え……勝手に脂あぶら汗あせが流れてくる。

　そして、シルフィーが出した答えは。

「……正直に言えば、憎い。殺してやりたいって気持ちは、簡単には消えない」

「そう、ですか」

　当たり前といえば、当たり前の答えだ。

　こんなもの、再確認しなくたってわかるだろうに。俺は何をしてるんだ。

　許されたいとでも思ったのか？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。そんなことは──

「でもね。殺してやりたいけれど、そうはしない。憎いけれど……いつか、その憎しみも捨てるのだわ。だって、リディー姐さんはそんなこと、絶対に望まないもの」

　意外な言葉に、俺は目を見開いた。

　その目前で、シルフィーは胸むな元もとで両手をギュッと握にぎり締しめ、

「姐さんはきっと、殺されてもアイツのことを憎まなかったと思う。それで……後に残された人達にも、アイツのことを憎むなって、言い残したと思う。それで……言うこと聞かなかったら、あの世でブン殴なぐるぞって。そう言ったと、思う」

　リディアのことを追つい憶おくしたか、シルフィーの大きな瞳が涙で濡ぬれる。

　彼女は一息吐はいて、首を横に振ふると、こちらをジッと見つめながら言った。

「アンタがもし、《魔王》の転生体だったとしても。アタシは何もしない。過去のことを問うことさえしない。リディー姐さんも良く言ってたのだわ。恨み辛つらみなんていちいち覚えてたら、つまらない人生になるって。……アタシは、姐さんのようになりたい。姐さんのように、生きていきたい。それで……」

　涙を浮かべながら、シルフィーは柔やわらかく微笑んだ。

「また姐さんと会ったときに、心の底から笑い合いたい。だから、アタシは《魔王》のことを憎まない」

　何も、言うことができなかった。

　頭の中から言葉が失われ、感情さえ、自分でも理解のできぬものしか残ってない。

　そんな中。シルフィーが快活に笑い、

「とりあえず！　学園生活ってやつを思い切り楽しむのだわ！　今度の学外授業も楽しみね、イリーナ姐さんっ！」

「そうねっ！　全身全ぜん霊れいで楽しんじゃいましょっ！」

「……あのう、私もいるんですけど。無視ですか、そうですか。別に構いませんけどね～」

　キャッキャとはしゃぐイリーナとシルフィー。ジトッとした目で二人を睨にらむジニー。

　そんな様子に、俺もまた自然と笑みが零こぼれた。

　シルフィーを加えた学園生活。今後が実に楽し──




　ドガァアアアアアアアアアアンッ！




　……楽しみだと、そう思う直前のことだった。

　校舎の一部が爆ばく発はつし、瓦が解かいしたのは。

「うわぁあああああああああああああ!?」

「なに!?　なんなのぉ!?」

　怒ど声せいと悲鳴が飛び交かう中。

　俺達は自然と、シルフィーに目を向けていた。

「……なにをしたのですか？」

「な、なによ、その目は！　アタシがやったとは限らないじゃないのっ！」

「……では、今回の件に貴女は無関係だと？」

「いいえ！　アレはアタシが仕し掛かけたトラップに誰かが引っかかった証あかしなのだわっ！」

「……トラップ？　学園内部に、トラップ？」

「そのと～りっ！　敵というのはね、いつだって味方の中に紛まぎれ込むもの！　だからアタシは、なんとなく怪あやしい場所にトラップを仕掛けまくったのだわっ！　ふふん！　どうやら早さつ速そく、敵が引っかかったようね！　ざまぁみさらせだわっ！」

　おそらく、イリーナや学友達を守るための措そ置ちなのだろうが……

　どう考えても、迷めい惑わく極きわまりなかった。

　そして今回。彼女の迷惑行こう為いに引っかかったのは。

「うがぁああああああああああッ！　シィイイイイイルフィイイイイイイイイイイッッ！　シルフィーの馬鹿はどこだぁあああああああああああああああああああああッ！」

　我が姉貴分、オリヴィア・ヴェル・ヴァインであった。

　校舎の中から怒いかりに満ち満ちた大絶ぜつ叫きようが放たれてからすぐ、彼女は探知魔法でも使ったのか、こちらへと爆ばく走そうし、ボロッボロな姿を晒さらした。

「貴ぃぃぃ様ぁあああああああああああッッ！　学内に設けた秘密の芋いも畑にトラップを仕掛けるとは良い度胸だなぁッ！　今度という今度はもう許さんッ！　叩たたき斬きってやるからそこになおれぇええええええええええええええええええッッ！」

「だわわぁあああああああああああああああああ!?」

　四天王と激動の勇者による、物ぶつ騒そうな鬼おにごっこが幕を開ける。

　ドタバタと大おお騒さわぎする二人の姿を見て、俺はため息をつきながら、思う。

　やっぱりこいつ、どっか行ってくれんかな、と。

　そして。

　騒動を収めた後。

　あまりの恐きよう怖ふに失神したシルフィーを背負いながら、俺はイリーナ、ジニーと共に、寮の前までやってきていた。

　今後も騒そう々ぞうしい日常が続くだろう。まったく、厄やつ介かいなことだ。

　そう思い、苦く笑しようする俺へ──

「あのう、アード君。ちょっといいですか？」

　ジニーが、声をかけてくる。

「気になってることがあるんですけど……お聞きしても？」

「えぇ。私に答えられることであれば、なんなりと」

「……ミス・シルフィーを止めたあの夜のこと、なんですが」

　果たして。

　彼女が問うた内容は。

「ミス・シルフィーと話していた、あの幻げん影えい……《勇者》様、ですよね？　アレはいったい、どういうことなんですか？」

　至し極ごく真っ当であり、俺がどうにかせねばならぬ……

　大きな試練であった。




「……アード君は、《魔ま王おう》様、なんですか？」










　　　あとがき







　二ヶ月ぶりでございます。下か等とう妙みよう人じんでございます。

　……まさか二巻目から入られた方はいらっしゃいませんよね？

　もしおられましたら、一巻もなにとぞ。




　さて。

　季節は夏。夏といえばホラーでございます。

　他者にホラーをおすすめする際、皆みな様さまはどのような作品をチョイスしますか？

　有名どころであれば、「13日の金曜日」「エルム街の悪夢」「悪魔のいけにえ」あたりでしょうか。マイナーなものであれば、「恐きよう怖ふ！　キノコ男」なんかもいいかもしれません。これを見終わった後、誰だれもが制作陣じんに対する恐怖で冷ひや汗あせを流すことでしょう。

　しかしながら。個人的に一番おすすめしたい作品は別にあります。

　その名も、「仮面ライダーアマゾンズ」！

　こちら、特とく撮さつヒーローという枠わく組ぐみの中にスプラッターホラーな要素を取り入れた異色作、仮面ライダーアマゾンのリメイク作品となっておりまして、存分に恐怖体験を味わうことができます。そのうえで、ちゃんと仮面ライダーとしての熱さも内包しておりますので、単純に娯ご楽らく作品として見ても完成度が高いかと。

　……ダイレクトマーケティングしてでもね、ファンを増やしたいんですよ、私は。




　最後に謝辞を。

　まず担当様。蒸し暑さから来るストレスが私の心を惑まどわすこと多々あり、そうしたところでも多々ご迷めい惑わくをおかけしました。今後は電気代をケチらず、冷れい房ぼうをかけていく所存。

　続いて、一巻から引き続き、美び麗れいなイラストを提供してくださった水みず野の早さ桜お様。かなりきついスケジュールの中、今回も素晴らしいイラストを仕上げてくださり、感謝の極みにございます。本当にありがとうございます。

　そして何より。

　この作品を手に取ってくださった読者の皆様に、これ以上ない感謝を。

　三巻目でお会いできることを祈いのり、ここに筆を置かせていただきます。


下等妙人





















史し上じよう最さい強きようの大だい魔ま王おう、村むら人びとＡえーに転てん生せいする




２．激げき動どうの勇ゆう者しや








下か等とう妙みよう人じん
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